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仙台市若林区にある南小泉遺跡は、昭和初めの霞ノロ飛行場の拡張工事によっ

てその存在が知られるようになりました。遺跡は仙台バイパスを挟んで東西に広

がっており、弥生e古墳時代の集落遺跡として仙台を代表する遺跡として知られて

います。

近年までは田畑が広がる田園地帯でしたが、急速に宅地開発が進みそうした面

影もなくなりつつあります。

南小泉遺跡での調査は今回で第31次を数えるまでになりましたが、今回特に注

目される発見として、第30次調査では古墳時代中期の大規模な集落の存在が確認

され、第31次調査では古墳時代や平安時代の良好な遺物の出上がありました。

先人たちの遺した貴重な文化遺産を次の世代に継承していくことは、現代に生

きる私達の大きな責務であると考えます。文化財保護につきましては、地域の皆様

の深い御理解と御協力が必要となります。その意味でも今回の発見が、地域の歴史

を説き明かしていくための貴重な資料となり、この報告書が学術研究のみならず

学校教育や生涯学習の場で活用されれば幸いです。

最後になりましたが、今回の調査や報告書の作成に際しまして御協力いただき

ました地元の皆様はじめ、関係された方々に心より御礼申し上げます。

1998年 3月

仙台市教育委員会

教育長 堀 籠 克 彦



例   言

1 本書は、仙台市若林区遠見塚 。南小泉地区での宅地造成工事に伴う、南小泉遺跡第30・ 31次調査の発掘調査報
告書である。

2 報告書作成のための遺物整理は、工藤信一郎・渡部 紀 。根本光―が担当し、工藤哲司が協力した。本書の編
集は工藤・渡部が行い、執筆については、第30次調査については工藤が、第31次調査については根本が、遺物に

ついては渡部がそれぞれ分担した。

3 陶器 。磁器の鑑定は当課の佐藤 洋がおこなった。
4 本調査における出土遺物・実測図・写真等の資料は、仙台市教育委員会文化財課で保管しているので活用され
たい。

5 本遺跡の調査成果については、現地説明会での発表資料および概要報告についての刊行物があるが、本書の記
載内容がそれらに優先されるものである。

凡   例

1 本書中で使用した地形図は、建設省国土地理院発行の 1:25,000「 仙台市東南部」の一部を使用している。
2 本書中で使用した航空写真は、建設省国土地理院 (1947年米軍撮影)の ものを使用している。
3 本書中の上色については「新版標準土色帳」 1/Jヽ山・竹原1973)を使用した。
4 調査区は、平面直角座標系Xに位置付けている。
5 実測図中の水糸高は標高で統一している。
6 実測図中の方位は磁北で統一している。仙台市において磁北は真北に対して西偏約 7° 20′である。
7 本書で使用した遺構略号は次のとおりである。
SB:建物跡 SI:竪 穴住居跡・竪穴遺構 SD:濤 跡 SK:土 坑 P:ピ ット・柱穴
SX:性格不明遺構
8 竪穴住居跡内のスクリーントーン部分は、焼土・炭の分布範囲を示している。
9 本書で使用した遺物略号は次のとおりで、それぞれ種類別に番号を付した。
B:弥生土器 Ci土 師器 (ロ クロ不使用) D:土 師器 (ロ クロ使用) E:須 恵器 G:平瓦 I:陶器
J:磁器 K:石器・石製品 N:金 属製品 PI土製品
10.土器・石器の実測図中スクリーントーンを貼付したものは次の状態を示している。

[こここ]内黒 翻
磨面 置憂曇霊目敲打面

11.遺物の「長さ。幅」は、図化した位置での縦・横の長さを計測した。「厚さ」は最大厚である。土玉は、上面

観の図における縦横を「長さ・幅」に、側面観の長さを「厚さ」として計測した。石匙は刃部長を長さとした。

12 石器の石材同定は、職員の肉眼観察による。



調 査 要 項

1 対象遺跡   南小泉遺跡 (宮城県遺跡登録番号01021 仙台市登録番号 C-102)

2 遺跡の所在地 第30次調査 仙台市若林区遠見塚 1丁目242-4他

第31次調査 仙台市若林区南小泉 4丁目27-1他

3 調査主体   仙台市教育委員会

4 調査担当   仙台市教育局生涯学習部文化財課調査第二係

5 担当職員   主事 工藤信一郎 主事 渡部 紀 (遺物整理のみ) 文化財教諭 根本光一

6 調査期間   野外調査  第30次調査 1996年 5月 7日～ 9月 13日 (実働81日 )

第31次調査 1996年 9月 17日～■月14日 (実働36日 )

室内整理  1996年 11月 18日～97年 3月 25日 (実働74日 。高砂埋蔵文化財整理室)

7 調査面積   第30次調査 調査対象面積 約4,130∬ 発掘調査面積 約400m2

第31次調査 調査対象面積 約2,130m2 発掘調査面積 約150m2

8 発掘調査参加者

伊藤 房江  泉 美恵子  永野 泰治  (桜井 芳子) 小林 悦子  (日下 啓子)

高橋 勝恵  (鈴木みよ子)(小沼ちえ子)(佐藤 利子) 佐藤 愛子  佐藤ゆう子

佐藤よし子  佐藤リキ子  三浦 市子  横山美智子  根岸 ゆみ  (鈴木美代子)

水戸  智  佐藤 久栄  (山並 明夫)(村田 健三) 関口 国夫  渡辺 純子

相沢  守  ※ (  )30次調査のみ参加

9 整理作業参加者

伊藤 房江  泉 美恵子  高橋 勝恵  佐藤 愛子  横山美智子  根岸 ゆみ

水戸  智  佐藤 久栄  渡辺 純子  相沢  守  青山 諒子  伊藤 幸子

高橋 美香  山田やす子  鈴木 峰子  千葉 恭子  境  一美  相沢美佐子

雫石 良子

10 調査協力   合資会社 泉屋商店 (30次調査)

大垣建設株式会社  (31次調査)
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I 調査に至る経過
1.第 30次調査

南小泉遺跡内の若林区遠見塚一丁目地内において、菅原輝雄氏により宅地造成工事が計画されたことから事前協

議を行い、その後平成 6年■月 9日付けで発掘届が提出された。計画では盛り土工法となっていることから、調査

は道路部分を対象として行い、必要に応じて拡張することとした。平成 8年 3月 に造成計画及び設計の変更と、申

請者を及川善夫氏にしたい旨の申し入れがあったことから再度協議を行い、当初の調査対象区を分割して I期工区

分について事前調査を行なうこととなった。

調査は、平成 8年 5月 から約 4ヵ 月の予定で開始した。

2.第 31次調査

南小泉遺跡内の若林区南小泉四丁目地内において、加藤万太氏により集合住宅建築工事が計画されたことから事

前協議を行い、その後平成 7年 7月 24日付けで発掘届が提出された。平成 7年 8月試掘調査を行なった結果、多数

の遺構が確認されたことから再び協議を行い、翌年事前調査を行なうこととなった。計画では建物部分は盛り上工

法となっていることから、調査は既存道路の拡張部分を対象として行い、必要に応じて拡張することとした。

調査は、平成 8年 9月から約 lヵ 月の予定で開始した。

Ⅱ 遺跡の位置と環
1.遺跡の位置と立地

南小泉遺跡は、JR仙台駅の南東約3.5輸に位置し、仙台市若林区南小泉、遠見塚、古城、霞ノロの各地区を含む

東西約 21d4、 南北約 l kmを範囲とする。約135haの面積を有する仙台市内でも最大級の面積をもつ遺跡である。

南小泉遺跡の位置する仙台市東部は「宮城野海岸平野」と呼ばれ、北は宮城郡七ヶ浜町から南は亘理郡山元町ま

で約40kmにわたって三日月形に広がっている。またこの平野は、地理的条件や成因、地質などから地形区分がなさ

れており、広瀬川と名取川の合流点付近では、川間低地を郡山低地、広瀬川以北を霞ノロ低地、名取川以南を名取

低地と呼んでいる。南小泉遺跡は、これらの低地のなかの霞ノロ低地に所在し、主に自然堤防上に立地している。

遺跡内の標高は 7～14mである。

2.周辺の歴史的環境

南小泉遺跡は、東北地方における古墳時代中期の上師器の標識遺跡として著名である。本遺跡が広く認識される

ようになったのは、昭和10年代前半に行なわれた霞ノロ飛行場拡張工事に際し、弥生時代から古墳時代にかけての

多くの遺構や遺物が発見されたことに始まる。その後、昭和52年より当教育委員会において本格的な調査が始まり、

これまでに29次を数える発掘調査が実施され、それに伴って遺跡の範囲も西側へと拡大してきている。

これまでの発掘調査地点とその調査概要は第 2図 と第 1・ 2表に示した通りで、縄文時代から近世に至るまでの

幅広い時代の遺構・遺物が発見されている。遺跡範囲の広さとも関わって時期的な地点の違いも認められている。

時期的にみると、弥生時代の遺構は、前述の飛行場拡張工事の際に15基以上の合口土器棺が発見された以後は、

遺物は出土するものの、第12次調査で濤跡 1条が発見されたほかは遺構は発見されていない。南小泉遺跡周辺の広

瀬川北岸の沖積地にある中在家南遺跡からは、中期の上渡墓 4基 と土器棺 1基が発見され、旧河道からは弥生時代

中期から中世にいたる各時期の農具等の木製品が出上している。

南小泉遺跡は、古墳時代前期末から中期の集落遺跡として位置付けられているが、周辺の遺跡ではこの時期の集

落は発見されていない。遺跡内には幾つかの古墳が知られているが、そのうち最古・最大のものが遠見塚古墳であ

る。二段築成で主軸110mの規模をもち、2基の粘土椰が発見されている。このほかに、埴輪を有する円墳の若林城



内古墳、後期の横穴式石室をもつ円墳である法領塚古墳、猫塚古墳がある。 7世紀後半頃から、広瀬川対岸の郡山

低地に官衛遺跡とその付属寺院からなる郡山遺跡が造営されると、この時期の集落の中心地域は郡山低地に移り、

南小泉遺跡では住居跡が減少している。 8世紀初頭、郡山遺跡が廃されるのと前後して多賀城が造営されると、南

小泉遺跡の北側に隣接して陸奥国分寺・同尼寺が建立される。奈良時代末から平安時代になると南小泉遺跡でも再

び住居跡が増加し、ほぼ 9世紀代を中心とする集落が営まれている。この時期の遺跡としては、神棚遺跡 。今泉遺

跡等がある。神棚遺跡では、郡・郷に関連した施設と考えられる掘立柱建物跡・掘立柱塀が発見されている。

中世の遺跡としては今泉城跡・沖野城跡 。長喜城跡等の沖積地の城跡がある。南小泉遺跡からもこの頃の掘立柱

建物跡や濤跡が発見されている。特に第16次調査などで大規模な堀と土塁をもつ城館跡や濤によって区画された屋

敷跡などが発見され、屋敷から城館への変遷過程がとらえられている。

近世初頭に政宗の隠居所としての若林城が築城されると、南小泉遺跡の西半部はその城下町としての性格をもつ

ようになり、それに伴う遺構も発見されている。

No 遺 跡 名 種     別 立  地 年 代 No 遺 跡 名 種     別 立  地 年 代

1 南 小 泉 遺 跡 集  落  跡 自然堤防 弥生・古墳・奈良・平安・中世～近世 今 泉 遺 跡 集 落 跡・ 城 館 自然堤防 弥生・古墳・奈良～近世

2 遠 見 塚 古 墳 前 方 後 円 墳 自然堤防 古墳 高 田 遺 跡 集落跡・水劇跡 自然堤防 縄文・弥生。平安～江戸

3 若 林 城 跡 古 墳・ 域 館 自然堤防 古墳・中世～近世 日 辺 館 跡 城     館 自然堤防 古墳 (中期 )

仙 台 東郊 条 里 条  里  跡 沖積平野 奈良 ? 仙台大塚山古墳 円 墳 自然堤防 古墳

5 陸奥 国 分 寺 跡 寺  院  跡 沖積平野 北 目 城 跡 城     館 自然堤防

6 陸奥国分尼寺跡 寺  院  跡 沖積平野 奈良・平安 郡 山 遺 跡 官 衝・包 含 地 自然堤防 縄文。弥生・古墳～近世

7 中在 家 南 遺 跡 河 川 跡・ 墓 地 沖積平野 弥生・古墳。平安～近世 西 台 畑 遺 跡 包  含  地 自然堤防 弥生・古墳
8 押 口 遺 跡 河  川  跡 沖積平野 弥生・古墳・平安～近世 大野 田古 墳 群 円  墳  他 自然堤防 古墳
9 法 領 塚 古 墳 古 墳 沖積平野 古墳 (後期 ) 富 沢 遺 跡 水日跡・包含地 後背湿地 旧石器・縄文・弥生～近世

養 種 園 遺 跡 居 館・集 落 跡 沖積平野 弥生・古墳。江戸 大年寺 横 穴 群 横 穴 丘陵斜面 古墳 (後期 )

猫 塚 古 墳 七 墳 沖積平野 古墳 向 山 横 穴 群 横 穴 丘陵斜面 古墳 (後期 )

沖 野 城 跡 城     館 自然堤防 中世 茂 ケ 崎 城 跡 城     館 丘  陵 中世

13 神 棚 遺 跡 官 衛・ 包 含 地 自然堤防 縄文・弥生・古墳・奈良・平安 金 岡八 幡 古 墳 円 墳 自然堤防 古墳 (後期 )

藤 田新 田遺 跡 集落跡・水 田跡 浜  堤 弥生・古墳・平安 下 飯 田 遺 跡 集落跡・水田跡 浜  堤 縄文～平安

梅 塚 古 墳 円 墳 沖積平野 古墳 欠 ノ 上 遺 跡 集  落  跡 自然堤防 古墳・奈良・平安

第 1図 南小泉遺跡と周辺の遺跡



第 1表 南小泉遺跡次数別調査成果一覧表 (1)
調査次数 (調査年 ) 遺構時期 検 出 遺 構 物遺土出 文献

(昭和14年～ 16年 )

※遺構の詳細は不明

弥 生 時 代 中 期

古 墳 時 代

住居跡 ?。 合口土器棺 (15基以上 )

住居跡

弥生土器 (桝形囲式 )。 石器 (石斧・石ノミ・石包丁・石鏃・石匙。多頭石斧・

石錐・幽石・錘石・石粉)。 土師器 (塩釜式・南小泉式)。 石製模造品。

仙台市史 3

(昭和25年)

第 1次 (昭和 52年 )
平 安 時 代

明不

溝状遺構

小濤状遺構

弥生土器 (桝形囲式 )。 土師器 (南小泉式・ 表杉ノ入式 )。 須恵器。陶磁器。

瓦。石器 (剣片 )。 石製品。石製模造品。鉄製品。
仙文報第13集

第 2次 (昭和 53年 ) 弥生土器。上師器 (南小泉式 )。 須恵器。 南小泉遺跡調査団

第 3次 (昭和 55年 ) 平 安 時 代 住居跡 (1軒 ) 土師器 (表杉ノ入式)。 須恵器。 仙文報第28集

第 4次 (昭和 56年 )

古 墳 時 代 中 期

平 安 時 代

世

明

中

不

住居跡 (5軒)。 上坑。土坑状遺構。焼土

熊 、溝跡

住居跡 (10軒 )。 土坑。濤跡。

掘立柱建物跡 (4棟)。 土坑。濤跡。ビッ

ト。

ビット

弥生時代 (大泉式 ?・ 十三塚式 )。 上師器 (南小泉式・表杉ノ入式 )。 須恵器。

陶磁器 (中 。近世 )。 瓦 (古代 )。 上製品 (上玉 。羽口等 )。 石器 (石鏃・ スク

レイパー等 )。 石製品 (管玉・をヽ玉・ 紡錘草・砥石・硯等 )。 石製模造品。鉄

製品 (鎌・刀子・鏃 。釘等 )。 銅製品 (中国銭 )。
仙文報第35集

第 5次 (昭和56年 ) 明不 竪穴状遺構。土坑。濤跡。 土師器 (南小泉式・栗囲式・表杉ノ式)。 仙文報第41集

第 6次 (昭和 56年

～ 57年 )

平 安 時 代 以 前

平 安 時 代

近 世 以 降

明不

溝跡。

住居跡 (2軒)。 掘立柱建物跡 (4棟 )。

土坑。

井戸跡。

掘立柱建物跡。土坑。井戸跡。濤跡。

弥生時代 (大泉式 )。 上師器 (南小泉式・栗囲式・国分寺下層式・表杉 ノ入式―

墨書土器含―)。 赤焼土器。須恵器。上師質土器。陶磁器 (中世 。近世 )。 瓦

(古代 )。 上製品 (土玉等 )。 石製品 (石庖丁・ 石帯・砥石等 )。 風字硯。鉄製

品 (鋤先、鏃、刀子、鉄津等 )。 銅製品 (古銭等 )。 動植物遺体。

仙文報第55集

第 7次 (昭和 57年 )

平 安 時 代 以 前

平 安 時 代

平 安 時 代 以 降

不

世

明

近

土坑。小溝状遺構。選構。

住居跡 (2軒 )。 上坑。性格不明遺椿。ピッ

ト。

滞跡。

井戸跡。

上坑。濤跡。ピット。

弥生土器 (桝形囲式)。 土師器 (南小泉～引田式・表杉ノ入式)。 須恵器。陶

器 (近世)。 瓦 (古代・近世)。 上製品 (羽日)。 石器 (石鏃等)。 石製品 (紡

錘車・石臼筆)。 鉄製品 (鋤先・釘 ?・ 鉄滓等)。 動植物遺体。
仙文報第52集

第 8次 (昭和57年 ) 土坑。 弥生時代。土師器 (南小泉式 ) 仙文報第57集

第 9次 (昭和 57年 )

不

代

世

明

時安平

中

桃 山～江 戸 初 頭

住居跡 (2軒 )。

濤跡。

掘立柱建物跡 (2棟 )。 井戸跡。

上坑。井戸跡。溝跡

土師器 (表杉ノ入式)。 須恵器。上師質土器。陶器 (中世・近世初頭 )。 瓦 (古

代 )。 石製品 (砥石・石鉢 )。 金属製品 (中国銭 )。 漆器
県教委

第10次 (昭和 57年 )
明不

古 墳 時 代 中 期 住居跡 (5軒 )。

掘立柱建物跡 ?。 上坑。濤跡。ピット

弥生土器 (桝形囲式・十三塚式)。 上師器 (南小泉式)。 須恵器。石器 (石鏃

等)。 石製品 (紡錘車・砥石等)。 石製模造品。
仙文報第60集

第11次 (昭和 58年 )

古 墳 時 代

古 墳 時 代 末 期

平  安  時  代

桃 山～ 江戸 初 頭

世中

住居跡 (4軒 )。 上坑。濤跡。

住居跡 (1軒 )。

住居跡 (3軒 )。 掘立柱建物跡 (2棟 )。

土免。

掘立柱建物跡 (3棟)。 土坑。溝跡。墓壌。

土倉跡。土坑。濤跡。

弥生土器 (大泉式 )。 上師器 (住社式・住社式併行。国分寺下層式・表杉 ノ式―

墨書土器含―)。 須恵器。土師質上器。陶磁器 (中世・近世 )。 瓦。上製品 (土

錘 )。 石器 (石鏃・ 石錐・ 石箆・ スクレイパー・ 石核等 )。 石製品 (勾玉・ 石

庖丁・砥石等 )。 石製模造品。板碑。鉄製品 (刀子・釘・鉄滓等 )。 銅製品 (箱・

煙管 。中国銭 )。 骨 (加工痕 )。 炭化米。動植物遺体。

仙文報第68集

第12次 (昭和59年 )

弥 生 時 代 中 期

弥 生 時 代 後 期

古 墳 時 代 中 期

奈 良 時 代

不 明

溝跡。

上坑。

住居跡 (1軒 )。 上坑。濤跡。 ピット

土坑。ピット

溝跡。ビット

弥生土器 (桝形囲式 。十二塚式・天王山式併行 )。 上師器 (南小泉式 。国分寺

下層式 )。 須恵器。陶磁器 (中世 。近世 )。 瓦 (近世 )。 上製品 (羽 回)。 石器

(石鏃・石錐・不定形石器・石核・剣片等 )。 石製品 (石庖丁 ?・ 砥石等 )。 鉄

製品 (鏃・ 刀子・ 鉄淳等 )。

仙文報第80集

第13次 (昭和59年 )
古 墳 時 代

明不

住居跡 (1軒、建て替 えあ り)

濤跡。

土師器 (南小泉式)。 須恵器。陶磁器。石器 (剣片)。 石製模造品。鉄製品 (欽)。

植物遺体。
仙文報第81集

第14次 (昭和 61年 )

世

世

古 墳 時 代 中 期

平 安 時 代

中

中

住居跡 (4軒 )。 溝跡 (4条 )。 土坑 (3

基 )。 河川跡 (1条 )。

住居跡 (3軒 )。 濤跡 (1条 )。 上坑 (3

基 )。 掘立柱建物跡 (1棟 )。 畝状通騰 (3

ケ所 )。

濤跡 (3条 )。

掘立柱建物跡 (4棟)。 井戸跡 (2基 )。

上坑 (1基 )。

土師器 (南小泉式)。 須恵器。上製品 (土錘)。 石器 (磨石・敲石)。 石製品 (紡

錘草・石製模造品・砥石)。 鉄製品 (刀子・釘 )。 古銭。瓦 (古瓦・煉瓦・金

箔瓦)。 陶器 (美濃灰釉碗・美濃灰釉丸皿・唐津鉄釉信鉢 )。

仙文報第109集

第15次 (昭和63年 )

古 墳 時 代 中 期

明不

住居跡 (3軒 )。 上坑 (1基 )。 性格不明

遺椿 (1基 )。

溝跡 (3条 )。

土師器 (南小泉式)。 須恵器。石製品 (紡錘車・石製模造品)。 瓦。鉄滓。石

器 (剣片)。 仙文報第131集

第16次 (昭和63年 )

古 墳 時 代

中

近

不

世

世

明

住居跡 (9軒 )。 竪穴遺構 (1基 )。 上坑

(5基 )。 濤跡 (2条 )。

<城館と屋敷〉濤跡 (11条 )。 掘立柱建物

跡 (5棟以上)。 上坑 (4基 )。 土塁 (1

本 )。 橋脚跡 (1基 )。 集石 (1基 )。

掘立柱建物跡 (1棟)。 濤跡 (1条 )。

上坑 (2基 )

弥生土器 (青木畑式・桝形囲式・十三塚式・天王山式 )。 上師器 (南小泉式・

引田式・表杉ノ入式 )。 須恵器 (古墳～平安 )。 上製品 (羽口)。 石器 (ス クレ

イパー・石鏃 )。 石製品 (砥石・石製模造品・ 硯・ 紡錘車 )、 鉄製品 (刀子 。

鉄鍋・釘 )。 鋼製品 (金具・煙管 )。 中国銭。瓦 (古代・近世 )。 陶磁器 (山茶

碗・瓦器碗他 )。 上師質土器。鉄滓 (5C代 )。 漆器碗。馬歯。骨片。炭化米。

仙文報第140集

第17次 (昭和 63年 )

古 墳 時 代 中 期

古 墳 時 代 後 期

世

世

明

中

近

不

住居跡 (15軒 )。 上坑 (2基 )。

住居跡 (3軒 )。 溝跡 (2条 )。

掘立柱建物跡 (10棟 )。 土坑 (13基 )。 濤

跡 (7条 )。 井戸跡 (1基 )。 柱穴列 (1

列)。 橋 ?(1基 )。
掘立柱建物跡 (4棟)。 土坑 (1基 )。 濤

跡 (中世から継続 )

土坑 (7基 ―古墳時代中期以前)。溝跡(1

条)。

縄文土器 (大木10式～南境式 )。 弥生上器 (青木畑式・桝形囲式・十三塚式 )。

上師器 (南小泉式～住社式・表杉ノ入式 )。 須恵器 (5C～平安 )。 上製品 (増

捐・ 羽口・土玉 )。 石器 (ス クレイパー・ 石鏃・ 石錐・ 敲石 )。 石製品 (石製

模造品・ 管玉・勾玉・砥石・茶臼)。 鉄製品 (釘・ 刀子 )。 銅製品 (金具・ 捩

文鏡 ?)。 鉛製鉄砲玉。中国銭。瓦 (古代・近世 )。 陶磁器 (瓦質土器 )。 上師

質土器。馬歯。鉄滓 (中世～近世 )。

仙文報第140集



第 2表 南小泉遺跡次数別調査成果一覧表 修)
調査次数 (調査年 ) 遺構時期 検 出 遺 構 物遺土出 文献

第18次 (昭和63年 )

弥生時代中期以前 埋没河川跡 (1条 )。

埋没河川跡 (4条 )。

住居跡 (2軒)。 竪穴遺構 (1基 )。 上坑

(9基 )。 溝跡 (3条 )。 畝状遇騰(2ケ所)。

性格不明選構 (2基 )。

住居跡 (1軒)。 上坑 (1基 )。 溝跡 (4

条)。 畝状遺構 (4カ所)。

掘立柱建物跡 (6棟 )。 上坑 (2基 )。 濤

跡 (6条 )。 柱穴列 (1列 )。

塚 (1基―径 5m)。

住居跡 (1軒―古墳時代 ?)。土坑 (2基 )。

弥生土器 (桝形囲式以前・十三塚式・天王山式 )。 上師器 (南小泉式～住社式・

国分寺下層式～表杉ノ入式 )。 須恵器 (5C～平安 )。 石器 (ス クレイパー )。
石製品 (石製模造品・ 琥珀製切子玉 )。 瓦 (古代・ 近世 )。 陶磁器。土師質土

器。

仙文報第140集

古 墳 時 代 後 期

奈 良～ 平安 時 代

世

世

明

中

近

不

第19次 (平成元年 )

縄 文 時 代 晩 期

古 墳 時 代 中 期

世中

世

明

近

不

包含層。

性格不明遇構 (2基 )。

溝跡 (1条 )。 掘立柱建物跡 (3棟 )。 ピッ

ト多数。

井戸跡 (1基)。

上坑 (4基 )。 溝跡 (1条 )。 性格不明遺

構 (3基)。

縄文土器 (大洞 A′ )。 上師器 (南小泉式・表杉ノ入式)。 須恵器。石器 (剣片

石器 )。 石製品 (石製模造品)。 鉄製品 (鏃、釘 )。 平瓦。陶磁器。土師質土器。

仙文報第 141集

第20次 (平成 2年 )

古 墳 時 代 前 期

平 安 時 代

明不

住居跡 (1軒 )。

住居跡 (3軒 )。 掘立柱建物跡 (1棟 )。

掘立柱建物跡 (1棟)。 溝跡 (7条 )。 土

坑 (6基)。 性格不明遺膳 (1基)。

土師器 (塩釜式 ,表杉ノ入式)。 須恵器。石器 (有角石斧・石斧片・石匙 )。

鉄製品 (斧刃状・棒状 )。 土製品 (紡錘車 )。 陶器。
仙文報第153集

第21次 (平成 3年 )
世中

代

代

時

時

墳

安

古

平

世

明

近

不

住居跡 (7軒 )。 上坑 (3基 )。

溝跡 (15条 )。 上坑 (4墓)。 44S不明遣

構 (1基 )。

掘立柱建物跡 (1棟)。 柱穴列 (1列 )。

竪穴遵騰 (3基)。 滞跡 (1条 )。 上尻 (3

基 )。

溝跡 (1条 )。

溝跡 (5条 )。 上坑 (5基 )。

弥生土器 (桝形囲式 )。 石器 (石鏃・剣片石器 )。 上師器 (塩釜式・南小泉式・

住社式・ 表杉ノ入式 )。 須恵器 (5C～平安 )。 石製品 (石製模造品 。管玉・
小玉 )。 鉄製品 (釘 )。 中国銭。瓦 (古代 )。 陶磁器。

仙文報第164集

第22次 (平成 4年 )

古墳 ～ 奈 良 時 代

平 安 時 代

中 世 ・ 近 世

不      明

住居跡 (11軒 )。 竪穴状遺繕 (2基 )。 濤

跡 (1条 )。 上坑 (1基 )。

住居跡 (12軒 )。 掘立柱建物跡 (1棟 )。

濤跡 (4条 )。 区画施設 (2条 )。 上坑 (2

基 )。

竪穴状遺構 (1軒)。 溝跡 (4条 )。 上坑

(9基 )。 性格不明遺構 (1基 )。

区画施設 (1条 )。 溝跡 (5条 )。 土坑 (6

基 )。

弥生土器 (天王山式 )。 安産岩製石器。上師器 (南小泉式・住社式・栗囲式・

国分寺下層式・表杉ノ入式)。 須恵器。瓦 (古代 。中近世)。 陶器 (平安 。中

近世 )。 磁器 (中近世 )。 金属製品 (鉄鏃・鉄斧・刀子・鎌・紡錘車)。 石器。

石製品 (石製僕造品 。砥石・ 臼玉 )。 上製品 (上玉・上製紡錘車)。 上師質土

:【。 仙文報第 192集

第23次 (平成 4年 )
古 墳 時 代 後 期

明不

住居跡 (1軒 )

小溝状遺構 (4条 )

土師器 (栗囲式 )
仙文報第 192集

第24次 (平成 5年 ) 古 墳 時 代 中 期 住居跡 (3軒)。 土坑 (1基 )。 土師器 (南小泉式 )。 石製模造品 仙文報第 189集

第25次 (平成 6年)

古 墳 時 代 中 期

平 安 時 代

世

明

中

不

住居跡 (5軒)。 溝跡 (2条 )。 上坑 (2

基 )。

小濤状通騰 (2ケ所 )

溝跡 (1条 )

住居跡 (1軒 )。 溝跡 (15条 )。 井戸跡 (2

基 )。 土坑 (■基 )。

弥生土器 (桝形囲式・十三塚式・ 天王山式以降 )。 上師器 (南小泉式 )。 須恵

器。石製品 (石製陳造品 。す り石 )。 石器 (石鏃・ 石錐・ 石錘・剣片石器 )。

赤焼土器。上製品 (土玉 )。
仙文報第 196集

第26次 (平成 7年 )

古 墳 時代 ～ 中期

古 墳 時 代 中 期

平 安 時 代

世中

埋没河川跡 (1条 )。

住居跡 (7軒 )。

小濤状遇構群

掘立柱建物跡 (5棟)。 溝跡 (3条 )。

弥生上器 (桝形囲式 )。 土師器 (塩釜式・南小泉式 )。 須恵器 (5C代 )。 石器
(石斧・ 石鏃・ 板状石器 。剣片石器・黒曜石 )。 石製品 (玉・小玉・ 石製模造

品 )。 上製品 (上玉・ 土鈴 )。 鉄製品 (釘・刀子 )。 陶器 (常滑 。中世 )。 青磁。

白磁。

仙文報第225集

第27次 (平成 7年) 古 墳 時 代 後 期 小濤状選繕 (11条 )。 ピ ッ ト 弥生土器。土師器 (南小泉式以降)。 石製陳造品。鉄製品。磁器皿。 仙文報第212集

第28次 (平成 8年)

;

世近

奈 良 時 代 住居跡 (12軒 )。 竪穴状遺構 (2軒 )。 掘

立柱建物跡 (6棟以上 )。 溝跡 (7条 )。

上坑 (1基)。

溝跡 (1条 )。 井戸跡 (1条 )。

第29次 (平成 8年) 古 墳 時 代 中 期 住居跡 (1軒)。 土坑 (1基 ) 土師器 (南小泉式)。 仙文報第 224集

第30次 (平成 8年)

古 墳 時 代 中 期

平 安 時 代

中 世 ～ 近 世

住居跡。

住居跡。掘立柱建物跡。

溝跡 (2条 )。 建物跡。墓壌。井戸跡 ?

弥生土器。上師器 (南小泉式 )。 須恵器。上師質土器。瓦質土器。石製品 (石

製模造品 。管玉 )。 石器。上製品 (上玉等 )。 金属製品 (釘 ?・ 刀子・ 鉄滓 )。

瓦。銅製品 (中国銭 )。 陶磁器。人骨。動植物遺体。

第31次 (平成 8年 )

古 墳 時 代 中 期

平 安 時 代

中 世 ～ 近 世

住居跡。

住居跡。竪穴状通構。濤跡 (1条 )。

溝跡。上坑。

弥生土器。土師器 (南小泉式・住社式・栗囲式)。 須恵器。上製品 (羽日)。

石製品 (石製模造品・石臼)。 石器 (剣片)。 金属製品 (釘・鉄津)。 銅製品 (中

国銭)。 瓦 (古代 )。 陶磁器 (中・近世)。 動植物遺体。

※第28次調査は現在調査継続中。





Ⅲ 第30次調査
1.調査の方法 と調査経過

今回の調査地点は、南小泉遺跡のほぼ中央部、仙台市立遠見塚小学校の南側に隣接するところである。調査区の

現状は南に向かって緩やかな傾斜をもつ標高11～ 12m前後の畑地であり、開発対象面積は約4,130m2でぁる。このう

ち I期工区分の道路予定地約400m2を調査した (第 3図 )。

表上の排除は重機によって行い、その後人力により遺構検出作業を行ないながら、一部調査区を拡張するととも

に、中世の屋敷地を区画する濤跡の北辺を検出する目的で第 1ト レンチを設定した (第 6図 )。

発掘調査は平成 8年 5月 7日 に開始された。このうち I区 とした東側では、天地返しによる撹乱が著しく、遺構

の残存状況は良好ではない。またШ区とした西側では、調査区内にあった駐車場工事による撹乱が深く遺構面は失

われていた。遺構調査終了後、調査区中央部に基本層序の確認と下層調査を目的として6× 6mのグリットを設定し、

掘り下げを行ない 9月 13日 に調査を終了した。

2.調査区の設定

対象区は、第 3図のように設定した。調査区の北西部を原点として、これから調査区の方向にあわせて基準線を

設け、これを元にして調査区内に3× 3mのグリットを設定し、遺構実測を行なったほか、基準線で3mに 区画される

グリットを遺構外遺物の取り上げ単位とした。グリット名称は、原点から東に 1、 2、 3……、南に A、 B、 C・……

とした。南北基準線は、真北に対して N-5° 一Wである。また、便宜的に調査区を区分するために4ラ インを境と

して西側をШ区、東側をH区 とし、さらにSD01を境にしてH区東・II区西とし、10ラ インの東側を I区 としている。

―

――
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１

17次調査区(1988年調査)

第 3図 第30次調査区配置図



その後基準点測量を委託し、国家座標に位置付けている。

B13  X=-195950.780878 km   Y=7224.432938 km

B-3  X=-195945。 1650081g4   Y=7198.022522 km

3.調査の概要

今回の調査区は南小泉遺跡のほぼ中心部にあたり、遠見塚古墳の南西約300mに位置している。これまでに、南側

に隣接して第17次調査、西側で佐久間堀を挟んで第21次調査が行なわれている (第 4図 )。

調査区は畑地であったこともあり、東側の約1/3については遺構確認面におよぶ深い天地返しを受けていたほか、

西側のⅢ区では工事等による撹乱により遺構面が失われていた。しかし、調査区中央部では耕作等による影響が少

なく、遺構面が良好な形で検出された。

検出された遺構は、古墳時代中期と平安時代の竪穴住居跡及び竪穴遺構35軒、鎌倉時代の屋敷跡、古代から近世

にかけての掘立柱建物跡 4棟、濤跡 2条、土坑40基、墓墳 6基、小濤状遺構群、ピット約160基があった。この他、

県内では数少ない調査例である階段付地下式坑 2基が並んで検出されている (第 8。 9図 )。

鎌倉時代の屋敷跡については、以前行なわれた第17次調査で検出されていた屋敷地を区画している濤跡の西辺を

検出し、屋敷跡が約半町 (55m)規模であつたことが確認された。

遺物は、平箱で約70箱出上している。ほとんどは土師器の破片であるが、遺構には伴わないものの、弥生時代の

遺物も小量認められる。また、仙台市内では初めて南小泉式期の竪穴住居跡から黒曜石製のランドスクレイパーが

出土しているほか、ガラス小玉なども出土している。

今回の調査は、南小泉遺跡において1977年の第 1次調査以来30次を数える調査であり、今後とも本遺跡内におい

て開発行為に伴う発掘調査が予想されることから、地域住民の文化財への理解と協力が求められている。そこで調

査途中ではあったが、今回の調査概要とあわせてこれまでの約10年間の調査成果について、一般市民対象の現地説

明会を7月 7日 (土)に行ない、約200名 の参加者があった。

また、 8月 2日 (金)に は市立仙台高等学校社会研究部の生徒 6名 と引率教諭 2名による発掘体験学習を行い、

竪穴住居跡の床面検出作業などを行なっている。

調査は、予想以上の竪穴住居跡が検出されたことから、当初予定していた期間を越えて 9月 中旬までとなった。

翌学′′ ｀

NI珍
謂|ド遠見塚古墳

黎

第 4図 第30次調査区と周辺の調査



4.基本層序 (第 5～ 7図 )

南小泉遺跡の立地する地域は、一般的にはシル ト質の上壌が主体をなしている。調査区の現況は畑地であり、 I

a・ b層 は耕作土、H層は天地返し層であり、調査区全域に共通した層である。

I～ H区東にかけてⅢ層とした黄褐色上がみられるが部分的で、Ⅳ層上面が遺構検出面である。下層については、

B・ C-8・ 9区に下層調査区を設定して観察を行なった。にぶい黄褐色～にぶい黄橙色のシルト層と砂質シル トが

互層になって連続しておリグライ化もよわい。遺構検出面下1.8m(標高 9m)で も礫層には達しなかった (第 7図 )。

C14グ リッド東壁 D-8グ リッド南壁

D-4グ リッド南壁

H

IV

VI

nttm_‖Ⅲ韓Ⅲ群
30次 基本層序

I

Ib

チン

ロロ
ーー
ピ
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第 1ト レンテ土層註記表

0                     2m

グリッド 層  位 土   色 土 性 備 考

C14グ リッド東壁 I層 25Y3/3暗オリーブ褐色 シ′  ル  ト 耕作土

II層 10YR4/3にぶい黄褐色 シ  ル  ト 天地返層、10YR3/1黒褐色ブロック状に混入

Ⅳ 層 10YR3/3暗褐色 シ ル ト 10YR3/1黒褐色ブロック状に混入

V層 25Y3/3暗オリープ褐色 シ ル ト

VI,雷 25Y4/6オ リープ禍色 シ ル  ト
D8グ リッド南壁 X,膏 2_5Y3/3暗オリーブ褐色 砂質シアレト 耕作土

II層 25Y6/4に ぶい黄色 砂質シル ト 近世遺構画・部分的にみられる

Ⅳ 層 10YR3/3旺勢離色 シ アレ ト
D4グ リッド南壁 I層 10YR5/2灰黄褐色 シ ル  ト 耕作土

Ib層 loYR4/2灰黄褐色 シ ル  ト
H層 10YR4/3にぶい責褐色 シ ジレ  ト 天地返層

第 5図 調査区基本層序

南へ1lmB 13

層  位 土 色 土 性 備 考

I 層 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 砂 質 シル ト 耕作土

H 層 10YR4/3に ぶい黄褐色 シ ル  ト 天地返 層
III 層 loYR5/4に ぶい黄褐色 シ ル  ト
Ⅳ  層 10YR5/6黄 褐色 シ アレ ト
埋 1層 loYR3/2黒 褐色 シ ル  ト 上 層部 に部分 的 に 10YR2/2が 混 る。遺構 埋 上 の可能 性 あ り。

第 6図 第 1ト レンチ平面図・断面図
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層  位 土 色 土  性 備 考 層  位 土 色 土   性 備 考

IV 層 10YR3/4暗 褐色 粘 質 シ ル ト 10YR3/2プロック状に混入 � a層 25Y3/1黒褐色 砂 75Y5/3砂ブロック状に混入

V 層 25Y3/3暗オリーブ褐色 粘 質 シ ル ト � b層 25Y3/1黒褐色 砂 75Y5/3と の互層

VI 層 25Y4/3オ リーブ褐色 粘 質 シ ル ト � C層 25Y3/1黒褐色 砂 Xl a層 と同層

Ⅵl a層 25Y3/2黒褐色 砂 質 シル ト �  層 75Y5/3灰オリーブ 砂 5Y3/2との互層

ⅥI b層 25Y3/2黒褐色 砂 質 シル ト 25Y5/3プロック状に混入 �  層 75Y5/3灰 オ リープ 砂 5Y3/2との互層

lll a層 25Y4/2暗灰黄色 砂 質 シル ト XV 層 75Y5/3灰オリーブ 砂

Vu b層 10YR3/3暗 褐色 粘 質 シル ト 10YR2/2砂の混合層 埋①層 5Y3/2オ リープ黒色 砂 質 シ ル ト

IX a層 5Y4/2灰オリーブ色 砂 質 シル ト 懲②層 5Y4/2灰オリーブ色 砂 質 シ ル ト

IX b層 10YR5/3に ぶい黄褐色 砂 質 シル ト 酸化鉄混層 思③層 5Y4/3暗 オリーブ色 砂 質 シル ト

Ka層 5Y4/3暗オリープ色 砂 質 シル ト 蜘 冒 25Y5/3黄褐色 粘 質 シル ト

Xb層 5Y4/2灰オリーブ色 砂 質 シル ト 理∧層 25Y4/2暗灰黄色 粘 質 ンル ト 北側上面に25Y6/2と の混合層

� 層 10YR5/3に ぶい黄橙色 粘土質シル ト 酸化鉄斑混 △ 層 25Y5/3黄褐色 粘 質 シル ト 酸化鉄混層

肉 雷 25Y5/4黄褐色 粘 質 シル ト 酸化鉄混層

第 7図 下層調査区平面図・断面図
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5。 発見 された遺構 と出土遺物

前述のとおりI区は天地返しによる影響が大きく、ほとんどの遺構は壁面が失われており、床面の一部が残存す

るだけのものもあった。■区は中央部に検出された SD01で東西に分けている。東側は遺構の密度が濃 く、しかも遺

存状況も良好であった。西側では、後世の遺構による影響が大きく遺存状況はよくなかった。Ш区は調査区西側半

分が近年の工事による撹乱をうけ遺構は失われていた。

(1)古墳時代

古墳時代に属する遺構としては、竪穴住居跡28軒、竪穴遺構 7基、土坑 1基等がある。

①竪穴住居跡。竪穴遺構

S101竪穴住居Ltl(第 10・ ■図)

【位置】III区 (H・ I-4)に位置し、S130を切っている。

【平面形・規模】北壁と西壁の一部を検出したのみで、そのほとんどは調査区外にかかっているが平面形は方形を

呈すると考えられる。規模は北壁140cm、 西壁350cm以上を計る。方向は西壁でN-0°一Wである。

【堆積土】埋土は4層に分けられた。

【壁。床面】床面の南西壁側約40cmの範囲で焼上が検出されている。壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は

北壁7～ 12.6cm、 西壁5～ 8 cmである。

【柱穴・ピット】ピットは8基検出された。P-1・ 7・ 8は この住居よりは新しいピットである。

【周濤】周濤は、北壁側で幅10～ 12cm、 深さ4～ 8 cm、 西壁狽1で幅12～ 18cm、 深さ5～ 10cmを計る。

【床面施設】土坑は3基検出されている。このうちSKlは貯蔵穴と考えられるもので、平面形は長楕円形を呈し、

規模は長軸100× 短軸76cm、 深さ29cmを計る。

【出土遺物】堆積土、床面より上師器 (非ロクロ)・ 須恵器・土製品・石製模造品・弥生土器が出上している。出土

量は少ない。
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第10図 S101竪穴住居跡平面図・断面図
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Ocm

番号 地区・ 層位 種別 器種
径
耐
口
体

應後

`rm】

器 局

`fm)

残存 外 面 内 面 備  考 登録 写真

1 埋   土 土師器 邪 (150) 1/4 (口 )ヨ コナデ (体)ヘ ラナデ→ヘラミガキ (口 )ヨ コナデ (体)ナ デ→ ミガキ Cl

2 床   直 土師器 更 ? (口 )オサエ→ヨコナデ (口 )ナデ

3 床   直 土師器 甕 1/4 (口 )ヨ コナデ (口 )ヨ ヨナデ (体 )ナ デ

番号 地区・層位 種別 署  種
さ

ｍｌ
景
‘ｍ

暇

ｍｍ

さ

ｍｌ
厚
‘ｍ

`g】

特 徴 鍛 写真

床 直 土製品 土  玉 21 5 孔径6 0da

第■図 S101竪穴住居跡出土遺物

SЮ l埋土註記表

SЮ l床面検出遺構観察表

層  位 土 色 土  ′性 備 考

基本 Ia層 10YR4/3に ぶい責褐色 シル ト

Ib層 10YR5/2灰 黄褐色 シル ト

Ⅱ層 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 天地返層

2a層 10YR3/1黒 褐色 シアレト

2b層 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト loYR5/4にぶい黄褐色を斑状に混入

3,雷 loYR2/2黒 褐色 )クレト

4,冒 10YR2/3黒 褐色 シル ト

① 層 10YR2/1黒  色 シル ト 10YR5/4にぶい黄褐色をブロック状に混入

② 層 10YR2/2黒 褐色 シル ト

③層 10YR2/2黒 褐色 シル ト 10YR5/4にぶい責褐色とのブロック層

＼ ＼ 遺構名 平面形 規模 (cln) rrlnゝ 層  位 土 色 上  性 備 考

土坑

SK l 長惰円形 100× 76 -28 7 1 層 10YR3/3暗褐色 シアレト IX手悟Rり ,器暮鋸樹霊歩とこち孫F速 .移浪
2 層 10YR3/3暗褐色 シル ト 炭化物混入

3 層 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物混入

SK 2 60× (30) -562 1 層 10YR2/2黒褐色 シル ト 10YR5/6黄褐色をブロック状に混入

SK 3 (75)× (52) -58_3 1 層 loYR2/2黒褐色 シル ト

2 層 10YR2/2黒褐色 シル ト 10YR5/4にぶい黄褐色とのブロック層

柱穴

(ピット)

P-1 円形 (?) 35× (13) -304 10YR2/1黒  色 シル ト loYR5/4にぶい黄褐色ブロック状に含む

P-2 方  形 35× (30) -110 loYR3/1黒褐色 シル ト 1∩Vp4/R〉 ▼ 蛉し、書争力Bね 群 用き,r退 ス

P-3 円   形 28× 28 -133 10YR3/2黒褐色 シル ト 25Y5/6黄褐色斑状に混入

P-4 円 形 ? 18× (10) -22 3 loYR3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入

P-5 円   形 24× 22 -23 5 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭 化物粒 子 若干 混 入

P-6 楕 円 形 30× 25 -147 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入

P-7 円   形 15× 15 -308 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入

P-8 円   形 20× 18 -151 10YR3/3暗褐色 シル ト



Si 30竪穴住居跡 (第 12・ 13図 )

【位置】Ⅲ区 (G・ H-3・ 4)に位置し、S101に切られている。

【平面形・規模】北壁から西壁にかけてのコーナー部を検出したのみであるが、平面形は方形を呈すると考えられ

る。方向は西壁でN-10°一Wである。

【堆積土】埋土は4層に分けられた。

【壁。床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁5～ 8 cm、 西壁8～ 13cmである。

sPc′      FPA 著  膜3亮曇F上箕f≧曇蜃岳g舟見1呈き影を糸整円形
苔式

舅
ＰＢ

玉
SPC

を呈し、規模は長軸70×短軸60cm、 深さ35cmを計る。

【出土遺物】堆積上、土坑より上師器 (非ロクロ)が出

上している。第13図 1・ 2は、SKl土坑出上の上師器で

ある。
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Si30埋土註記表

層 位 土 色 土 性 備 考

1層 2_5Y3/1 黒褐色 シル ト

2,雷 10YR2/2黒褐色 シル ト

3)雷 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/4にぶい黄褐色を斑状に混入

4a層 10YR3/3 暗褐色 シル ト

4b層 loYR2/2 黒褐色 シル ト 10YR4/3にぶい黄褐色をブロックに混入

Si30床面検出遺構観察表

遵構名 平面 形
ご

ヽ

不

ｒ 層  位 土   色 土 性 備 考

土坑 SK l 円   形 70× 60 -34,7 1 層 10YR3/2黒褐色 シル ト

2a層 10YR3/3暗褐色 シル ト

2b層 10YR2/3黒裾色 シル ト

3 層 10YR2/3黒褐色 ラクレト 10YR5/6黄褐色をブロック状に混入

4 層 10YR5/6責褐色 シアレト

5  爆雪 loYR4/6褐  色 シル ト

第12図 Si30竪穴住居跡平面図・断面図

番号 地区・ 層位 種別 器種

`怜

m) 残存 外 面 内 面 備  竜 機 写真

1 SK l 土師器 不

2 SK l 土師器 不
(口 )ヨ ヨ ナ デ
(体 )ヘ ラ ケ ズ リ、 ヘ ラ ミガ キ 、 黒 徹 処 理 ヘラミガキ 黒色処理

第13図 Si30竪穴住居跡出土遺物



SI 02竪穴住居跡 (第14・ 15図 )

【位置】HI区 (F・ G-3・ 4)に位置している。西側は撹乱により失われ、東側は調査区外にかかる。

【平面形。規模】北壁と南壁の一部と想定されるプランを検出したのみで、平面形は不明である。

【堆積土】埋上は3層に分けられた。

【壁・床面】境乱と天地返しにより床面の一部しか残存していない。床面北側SKl土坑を中心として焼土と炭化材

が検出されている。壁はほとんど残っていないと

【柱穴・ピット】ピットは5基検出された。

【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】焼上に伴う土坑が検出されている。平面形は長楕円形を呈し、規模は長軸67×短軸67cm、 深さ17cmを

計る。上面の炭化材を取り除いたところ検出され、埋土中に焼土ブロックを含んでいる。第15図 1の高邪が埋土上

面から出上している。

【出土遺物】堆積土・床面より上師器 (非ロクロ)。 礫石器・石製模造品・鋼片石器・弥生土器が出上している。第

15図 6は黒曜石の剣片石器である。側縁部・端部に急角度の刃部が作出されている。
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SЮ2埋土註記表

S102床面検出遺構観察表

14〆X′

o                           2rn
l

層  位 土 色 土  ′性 備 考

1 層 loYR4/3 にぶい責褐色 シル ト

2a,雷 loYR2/1 黒 色 シル ト 10YR3/2黒褐色混入、炭混入

2b層 2_5Y5/4 黄褐色 ランァレト

3 層 10YR3/3 暗福色 シル ト 10YR5/2灰責褐色ブロック状に混入、炭化物混入

＼ 遺 構 名 平 面 形 規模 (cm) 深 さ (cm) 層  位 土   色 土 性 備 考

土 坑 SK l 円    形 57× 58 -17 1 層 炭 集積 層 焼土ブロック粒状混入

2 層 loYR4/2灰夢欝母色 ンル ト 炭化物混入

跡

P-1 円    形 27× 26 -26 loYR3/2黒褐色 シル ト 灰 1ヒ留 種 f混 入

P-2 円形 (推定 ) 28× (17) -31 10YR3/1黒褐色 シル ト

P-3 方    形 (30)× 26 -20 10YR3/1黒褐色 シル ト

P-4 精 円 形 34× 25 -2 10YR3/1黒禍色 シル ト

P-5 方   形 35× 27 -35 10YR3/2黒褐色 シル ト

第14図 Si02竪穴住居跡平面図・断面図
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番号 地区・ 層位 種別 器  種
さ

ｍｌ
長
６

畷

耐

さ
お
醇
‘ｍ
肇
０

特 徴 登録 写 真

5 埋土 礫石器 砥 石 Kd301

6 ピット 劉片石器 スクレイパー 黒曜石 Kd l

第15図 S102竪穴住居跡出土遺物

SI 03竪穴住居跡 (第16図 )

【位置】HI区 (C-2・ 3)に位置し、S104と 重複しているが新旧関係は不明である。

【平面形・規模】南壁と東壁の一部を検出したのみでそのほとんどはSD02に切られているが、平面形は方形を呈す

ると考えられる。方向は東壁でN-11°一Eである。

【堆積土】埋土は単層であつた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は東壁7～ 13側、南壁 6 cmである。

【柱穴・周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【出土遺物】土師器 (非ロクロ)がごく少量出上している。図示できる遺物はない。

S104竪穴住居跡 (第16図 )

【位置】HI区 (D-2)に位置し、S103と 重複しているが新旧関係は不明である。

【平面形。規模】東壁の一部を検出したのみで、西側をSD02に切られ、南側は撹乱により失われている。方向は東

壁でN-10°一Eである。

【堆積土】埋土は単層であつた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は4～ 7 cmである。

【柱穴。周濤】柱穴は検出されなかった。周濤の一部が検出された。幅10～ 17cm、 深さ10cmを計る。

【床面施設】床面南側で焼上を伴う土坑が検出された。径40m以上のもので、その東側に炭が拡がっていた。

【出土遺物】土師器 (非ロクロ)がごく少量出上している。第16図 1は焼土出上の土師器甕である。

ミ＼　　　′′／守／／．一

番号 地医・ 層位 種別 器種 残存 外 面 内 面 備  考 登録 写真

1 床   直 土師器 高郷 1/4 (郷 )ヘ ラミガキ、ヘラケズ リ (Im)ヘラナデ C6

2 床   直 土師器 一霊 1 (体 )ヨ コナデ、ナデ、ヘラケズリ (体 )ヨ コナデ、ヘラナデ

3 炭 集 中 土師器 士電 (口 )ヘラケズリ、ヨヨナデ (回 )ヨ コナデ、ヘラナデ

jHI十
「層炭内 土師器 琵 ? 1/4 (口 )ヨ コナデ (日 )ヘラナデ→ヨコナデ C7
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S103埋土註記表

層  位 土 色 土  '隆 備 考

1 層 loYR2/3黒褐色 砂質シル ト 10YR5/4にぶい黄褐色を混入、炭化物混入

SЮ4担十註記表

層  位 土 色 土 性 備 考

1 層 10YR3/3醍勢勁色 砂質シアレト 2.5Y3/3暗 オリープ褐色を混入

S104焼土遺構埋土註記表

層  位 土 色 土  性 備 考

l層 loYR2/2黒 褐色 シル ト 焼 土 プ ロ ック・ 炭化 物 混 入

2 層 10YR3/4Π旨紹邑でユ 砂質シ/ル ト 焼土粒・炭化物粒混入

Cln

番号 地区・ 層位 種 別 器種 鰤ｍ
残存 外 面 内 面 備 考 畿 写 真

1 S104・焼上中 土師器 重 ? (回 )ヨ コナデ (体 )ヨ コナデ、ヘラミガキ (日 )ヨ コナデ (体)ヘラケズリ C23

第16図  S103・ 04竪穴住居跡平面図 。断面図・出土遺物



Si 06・ 07竪穴遺構 (第17・ 18図 )

【位置】H区西 (B～D-3～5)とこ位置し、SB01・ 04に切られている。当初は遺構の重複と考え調査に入ったが、
埋土・壁面の状況により同一の遺構と判断した。

【平面形・規模】平面形は長方形を呈する。規模は南北軸長で約7m、 東西軸長で約4mを計る。方向は東壁でN―
5°一Wで ある。

【堆積土】埋上は4層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁10～ 14cln、 西壁2～■cm、 南壁2～■cm、 東壁4～ 12

cmである。

【柱穴・周濤】柱穴・周溝は検出されなかった。
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SI06・ 07埋■註記表
層  位 土 色 土  性 備 考

1 層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子を若干混入

2  帰雪 2_5YR3/2黒 褐色 シル ト 若干砂質シル トに近い

3 層 2 5YR4/3オ リーブ褐色 砂質シル ト
4 層 10YR3/3 暗褐色 ラつレト 炭化物粒子を若干混入

第17図 Si06・ 07竪穴遺構平面図・断面図



【床面施設】床面南西コーナー部に径40cmの範囲で焼上が検出された。

【出土遺物】堆積土・床面より、土師器 (非ロクロ)・ 須恵器・礫石器・石製品・鉄製品。石製模造品。剣片石器・

弥生土器が出上している。第18図 6は石製紡錘草で、7はその軸と考えられる鉄製品である。 8は黒曜石の劉片石

器で、端部に急角度の刃部が作出されている。
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番号 地区・ 層位 種別 器種 残存 外 面 内 面 備  考 登 録 写真

1 P2 土師器 不 (158) C75

2 埋 土 土師器 不 (口 )ヨコナデ (体)ヘラミガキ、ヘラケズリ (口 )ヨ コナデ  (体)ヘ ラミガキ (放射状 )

3 床 直 土師器 高邦 (脚 )ナ デ (不 )ヘ ラ ミガキ (脚 )シ ボ リメ、オサエ C82

4 土師器 甕 (回 )ヨ コナデ (体 )ナ デ、ヘラケズリ C81

番号 地区・層位 種別 器  種
さ
〔
長
ｒ面

』

術

さ

ｍぅ
厚
‘ｍ

`g】

特 徴 登録 写真

5 礫石器 磨十Ш Kd302 82-2

6 埋 土 石製品 紡錘車 52 3 孔径 4m Kd 37

7 鉄製品 紡錘草 (100) 径 4 両端欠損 N2

8 埋 土 剥片石器 スクレイパー 317 11 7 黒曜石 Ka 45

第18図 S106・ 07竪穴遺構出土遺物



S108竪穴遺構 (第19図 )

【位置】ⅡI区 (D-4)に位置し、南半部分が調査区外にかかっている。

【平面形・規模】平面形は円形を呈する。規模は南北軸長約80cm、 東西軸長約200cmを計る。

【堆積土】埋土は6層に分けられた。下層部の4～ 6層にかけて炭化物が多く混入していた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は23～38cmである。床面は平坦で固くしまっていた。

【柱穴・周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【出土遺物】堆積土・床面より、土師器 (非ロクロ)・ 土製品。弥生土器が出土している。
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S108埋土註記表

層位 土 色 土  性 備 考

I,雷 loYR5/2 灰黄褐色 シル ト 耕作土

Ib層 10YR5/2 灰黄褐色 シル ト 基本層

H層 10 YR5/3 にぶい責褐色 天地返 層

Ⅲ層 2.5Y6/4  をここ書ヤゝ:葺てヨ シル ト

1層 10 YR4/3 にぶい責褐色 ンル ト

2,習 loYR4/2 灰責褐色 シル ト 炭化物粒子混入

3層 loYR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

4層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR6/4に ぶい責橙色ブロック状に混入、炭化物粒子混入

5層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、土器混入層

6層 10YR3/4 暗褐色 シル ト 炭化物粒子混入、南側上層部分で10YR7/2にぶい責橙色がプロック状に混入

Cm

⑥

∞

③

韻
0                        10cm

番 号 也区・ 層色 種 別 器 種 毒 //X… 1要責
… 義存 外 面 内 面 備 考 登録 写 真

1 末直 ■薗囁曇 不 (口 )ヨ コナデ (体)ヘラケズリ (体)ヘラミガキ C18

番号 也区・層付 種 別 器種 巽さ cII 幅 cln 享さcn 重 さ 特 徴 登録 写 真

2 里土上層 上製 品 上玉 Fし径 7_5dull P2

3 里土上 層 上製 品 上K 29 5 28 5 22 2 7し径6_5mm P3

4 木埋層下 土製品 上玉 33 5 33 9 FL径 8 011ull P4

第19図 S108竪穴遺構平面図・断面図・出土遺物



Si 05竪 穴住居跡 (第20～22図 )

【位置】H区西 (BoC-5・ 6)に位置し、東壁側をSD01に切られている。S109・ 10・ 22・ 33を切っている。

【平面形・規模】平面形は方形を呈する。規模は北壁440cm以上、西壁460clnを計る。方向は西壁でN-17° 一Wであ

る。

【堆積土】埋土は3層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁15～ 18cln、 西壁12～ 18cln、 南壁15～19cmである。

【柱穴・ピット】北西コーナー部でピット2基が検出された

【周濤】周濤は北壁沿いカマドの両側で検出された。幅18～ 20cm、 深さ6～ 8 cmを計る。

【床面施設】土坑は7基検出された。カマド東側で貯蔵穴と考えられるSKl・ 2を検出した。SKlは南北軸長80cln、

東西70cm以上で平面形は方形を呈すると思われ、SK2を切っている。ほぼ同じ位置で下面からSK6・ 7が検出され

ており、何度か造り替えが行なわれている可能性がある。SK3・ 5は平面形が不整形で掘り込みの浅い凹地状のもの

で、底面には凹凸がみられる。

【カマド】北壁のほぼ中央部で燃焼部と煙道の一部が検出された。天丼部はなく、両側壁が残存している。規模は

幅82cln、 長さ109cmで ある。煙道部は幅35cm、 長さ35cmである。カマド内から土師器の甕が横位の状態で出土してお

り、支脚にのせられていた可能性がある。カマド周辺東西200cln、 南北100cmの範囲に焼土・災化物が広がっていた。

カマド西側に焼± 1があり、その下に径45clnの円形の浅い掘り込みがみられた。

【出土遺物】堆積土・床面・土坑・カマドより、土師器 (非ロクロ)・ 須恵器・石製模造品・劉片石器。弥生土器が

出上している。第22図 11は堆積土出上の不である。体部中央に段を持ち、内面は黒色処理される。 2・ 3・ 7～ 10

は床面出上の遺物である。カマドからは4・ 5の甕が出上している。 1・ 6は土坑出上の遺物で、 1の不は有段で、

内面は黒色処理される。12は黒曜石の剣片石器である。長軸の両端にツブレがみられる。

S1051観 十註蔚謗表

層位 土 色 土  ′陛 備 考

1層 10YR3/1 黒褐色 シル ト 10YR4/3にぶい安静駁色プロック状に混入

2層 10YR3/2 黒褐色 ンフレト 炭化物粒若干混入

3,香 10YR3/3 暗褐色 シル ト 炭化物粒若千混入、10YR6/4にぶい責橙色が斑状に混入

S105,司溝埋」卓編こ表

遺構名 平面 形 規 模 深  さ 層 位 土 色 土 性 備 考

北壁周濤 440帥以上 -6--8cm 10YR3/1 黒褐色 シル ト 炭化物混入

S105売尭± 2担 +註記表

層位 土 色 土 性 備 考

1層 2 5YR3/6 暗赤褐色 シル ト 焼 土

2層 2 5YR2/2 極暗赤褐色 シル ト 焼土、炭化物混入、25Y3/2黒褐色混入
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SЮ 5床面検山遺構観察表

遺 構名 平 面形 規 模 (cm) 深 さ (gn) 層 位 土 色 土 性 備 考

土 坑

SK l 隅丸 方形 (80× 70) -178-255 1万蓮] 10YR2/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

2層 10YR3/2黒褐色 シル ト

3層 10YR2/2黒褐色 シル ト 埋 1層に比べ暗い色調

SK 2 円形 60× (36) 9酔-131 1層 2.5Y5/4 黄褐色 ラつレト 炭化物粒子混入

2層 loYR2/1黒 色 シル ト 焼土・炭混入

3,雷 2_5Y5/4 づ専瑠目てヨ 砂買シルト 焼 土粒 子 、 隅化物粒 子 混 入

SK 3 不整形 140× 90 -42--11 1層 2_5Y3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

2層 10YR3/2黒褐色 シル ト

SK 4 不整 形 120× (60) ■12-138 1層 2.5Y3/2デ黒髄 シル ト 炭化物粒子若干混入

2層 7 5YR2/2 黒褐色 シル ト 焼土プロック状に混入

3,雷 5YR2/3 極暗赤褐色 シル ト 焼 土 層

4層 2.5Y3/1黒褐色 シアレト

SK 6 不整 形 180× (70) 18～ -7 1層 7.5Y2/2黒褐色 シル ト 焼土、炭化物混入

2層 loYR4/3に ぶい黄褐色 砂買シルト

3層 10YR4/1褐灰色 シアレト 遺物包合、炭化物混入

4層 2.5Y7/2 灰黄色 為r上岳0ち
'レ

ト

5層 2.5Y8/2 灰白色 纏 シ,レト 酸 化鉄 混入

SK 7 ① 層 2.5Y7/2灰貴色 糎 シウ|レト 2.5Y3/1黒褐色上をブロック状に混入

②層 25Y8/1灰 白色 緞 ラ,レト

③ 層 10YR5/4に ぶい黄褐色 粘士質切レト

畝

(ピット)

P-1 隅丸 方形 74× (64) 11_5 1層 25Y3/2 黒褐色 シル ト

2層 25Y3/2黒褐色 シル ト 2.5Y5/4黄 褐色ブロック状に混入

P-2 円形 20× 20 -46 5 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

第20図 S105竪穴住居跡平面図・断面図
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第21図 S105カマド平面図・断面図

0                                1■ n

上師器カメ

S105カ マ ド埋土註記療

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR4/2  灰黄褐色 シル ト 焼土若干混入、炭化物粒子混入

2a層 7 5YR3/2 黒褐色 シフレト 焼上、炭化物粒子混入

2b万雪 10YR3/3  睡 シル ト 焼土粒子、炭化物粒子混入

3a層 7 5YR3/2 黒褐色 シル ト 焼土粒子、炭化物粒子混入

3b層 2.5Y4/3  オリーブ褐色 シル ト

4,琶 7_5YR2/3 極暗褐色 シル ト 焼土ブロック混入、炭化物粒子混入

5層 7.5YR2/2 黒褐色 シル ト 焼土、炭化物粒子混入

S105焼± 1埋土註記表

層位 土 色 土  ′性 備 考

①層 2.5YR3/6 暗赤褐色 ンル ト 焼 土

② 層 2.5YR3/3  暗赤褐色 ンル ト 焼土粒、炭化物粒子混入

③ 層 25Y3/2  暗赤褐色 ンル ト 焼土粒、炭化物粒子混入

④層 7.5YR2/2 黒褐色 シル ト
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番 号 地区・層

`
種 別 器種 岳高cm 残 存 外 面 内 面 備考 登 録 写 真

1 SK6 +肺塁 不
(口〉ヨ ヨナ デ
(r4t〉 ヘ ラ ケ ズ リー ヘ ラ ミガ キ

ヘラミガキ 黒色処理 C64

P2 高イ (脚〉ヘラミガキ (脚 )シボリメ C27

3 P8 上師碁 高不 1 ナ デ シボリメ、オサエ C56

4 カマド内、P 土師碁 甕 (12〉 12 3 (国 )ヨ コナデ (体 )ナ デ (体)ヘラナデ C24 70-5

5 カマド内、Pt 上師碁 甕 1 (体)ナ デ (体上 )ヘ ラ ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ C25

3K5 上師暑 甕 (26 4) (口〉ヨコナデ ∈ヽ )ヘラミガキ (口 )ヨ ヨナデ  (体)ナ デ C31 70-6

7 P4 甕 (14 9) (7.2) 13 4 (口 )ヨ コナデ C38 70-7

Pl 上師暑 奏 D10;

末直 上師碁 甑 (7_8) ナデ→ヘラミガキ (T/1)ヘラナデ (孔 )ナ デ C36

末直 甑 接 合
C40 70-9

哩 土 上師暑 不 14 8 1 (体〉ヘラケズリ ヘ ラ ミガキ、黒 色 処 理 310〔 70-8

第22図 S105竪穴住居跡出土遺物



Si 09竪穴住居跡 (第23・ 24図 )

【位置】H区西 (BoC-5・ 6)とこ位置し、S105・ 06・ 07に切られている。

【平面形・規模】北東コーナー部と南壁の一部を検出しているが、平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北

壁320cm、 南壁80clnを計る。

【堆積土】埋土は2層に分けられた。

【壁。床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁■～15cm、 南壁 5 cl■である。

【柱穴。周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【出土遺物】堆積土より、土師器 (非ロクロ)・ 須恵器・礫石器・石製模造品。弥生土器が出上している。

Si 10竪穴住居跡 (第23・ 25図 )

【位置】H区西 (C・ D-5・ 6)とこ位置し、S105に切られている。ほとんどは調査区外にかかっている。

【平面形・規模】北西コーナー部のみが検出されたが、平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁80cm、 西

壁170clnを計る。

【堆積土】埋土は4層に分けられた。

S杵 ドPA

S105

ドPA′

卜曼PC′

隠

陥
2

3

第23図 S109。 10竪穴住居跡平面図・断面図



【壁・床面】璧はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁 7～ 9 cm、 西壁 3～ 7 cmである。

【柱穴・周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【床面施設】土坑 2基が検出された。SKlは径125cnで、平面形はほぼ円形を呈しており、埋土上面から第25図 1の

不と5の甕が出土している。SK2の平面形は不整形を呈し、底面に40× 35cmの ピットがあった。

【出土遺物】堆積土・床面・ピット・土坑から、土師器 (非ロクロ)・ 土製品・石製模造品・弥生土器が出土してい

る。第25区 5の甕は、外面はハケメの後ナデ調整されており、所々にハケメがかすかに見られる。内面は大部分を

ヘラ状の工具で調整しているが、木目痕が明瞭な部分とそうでない部分とがある。前者をハケメ、後者をヘラナデ

として図示している。

0                        10cm 0             5 cm

番号 也区・層 t 轡 」 器種 国径 cn 器高 cm 費存 外 面 内 画 備 考 登録 写真

1 塁土 イ 74 l 〔笹;ミ夢ケ奏じ 〔屎:民多て雰キ (放射状) C41

里土上～中層須恵罫 ロクロナデ ロクロナデ E80

番 号 也区・層住 種 別 器種 屍さ du 幅 du l 享さ IIu 重さg 特 徴 登 録 写 真

里土中層 礫石 器 砥 石 28_5 82-3

塁土 礫石器 砥石 25 9 9 Kd42

第24図 S109竪穴住居跡出土遺物

S109埋土註記表

層位 上 色 土  性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 炭化物粒子若干混入

2層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR6/4にぶい黄橙色がブロック状に混入、房旨干砂質

S110埋土註記表

層位 土 色 土  性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色 ラつレト loYR5/4にぶい黄褐色土ブロック状に混入、25Y8/1灰 白土斑状に混入
2a層 10YR3/3 暗褐色 ンル ト 10YR5/4にぶい黄褐色土とのプロック層

2b層 10YR3/2 黒褐色 ンル ト

3,習 25Y8/1  灰白色 ンル ト

4,雷 loYR6/6 明黄褐色 シル ト

S110床面検出遺構観察表

遺構名 平 面形 規模 (cm) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 性 備 考

土 坑

SK l 円形 140X(140) -368～ 466 1層 2 5Y3/2拝罠君母で生 シル ト 炭化物 粒 子混 入

2層 10YR3/2黒褐色 シル ト

3層 10YR2/3黒褐色 シル ト 戊化物粒子混入

4層 10YR2/3黒褐色 シル ト loYR5/8黄褐色土とのプロック層

SK 2 長 楕 円形 100X(100) 89～ 275 1層 10YR3/2黒褐色 シル ト 下層部に薄 く炭の集積層が部分的に入る

2a層 loYR3/3踊罰掲色 シクレト

2b層 10YR3/3暗褐色 シル ト 炭化物混入、25Y7/1灰 白色土斑状 に混入

3層 10YR2/2黒褐色 シル ト
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番号 地区・層

`
種 別 器 種 口径 cH 残存 外 面 内 面 備 考 登 録 写 真

l P2 不 1 (日 )ヨコナデ(体■)ヘラミガキ(側ヘラケズリ (口 )ヨ コナデ (体)ヘラミガキ C46 70-11

■師 堅 高 イ ヘラミガキ オサエ、ナデ C48

3Kl・ 1層 ■師 塁 豆 ? (体)ナ デ、ヘラナデ 勺外赤彩 C49

1 土師器 甕 ナヨ
デ
ヨ
ナ↓↓

メ
メ
ク
ケ
ハ
ハ
ロ
体 (体)ヘ ラ ナ デ C45 70-12

3 土 師器 甕 C47 70-13

番 号 也区・層位 種 別 器 種 罠さ HL 幅dul 享さml 董さ g 特 徴 登 録 写真

土製品
ス プ ー ン 状
上 製 品 67 5 13 8 P12 83-15

第25図 S110竪穴住居跡出土遺物



S122竪穴住居LTI(第26図 )

【位置】H区西 (C・ D-6)に位置し、S105の床面下で検出された。床面のほとんどが SD01に切られている。

【平面形・規模】北西コーナー部が検出されたが、平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁70cln、 西壁320

cmを計る。方向は西壁で N-10°一Eである。

【堆積土】埋土は単層であつた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁5～ 8 cm、 西壁 7～ 10cmである。

【柱穴・周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【床面施設】床面北側で災化物が集中して検出されたが、焼土は伴っていな

ヤゝ 。

【出土遺物】堆積土より上師器 (非ロクロ)・石製模造品。弥生土器がごく少

量出上している。図示できる遺物はない。

十東へ2m
D-7

S122埋土註記表

層位 土 色 土  性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 2.5Y5/4黄 褐色をブロック状に混入

第26図 S122竪穴住居跡平面図・断面図

S127竪穴住居LTl(第27・ 28図 )

【位置】H区西 (B～D-4・ 5)に位置し、S106・ 07の床面下で検出された。

【平面形・規模】北西コーナー部が検出されたが、平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁60cln、 西壁570

cmを計る。方向は西壁でN-30°一Eである。

【堆積土】埋土は4層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁 2 cm、 西壁 2～ 6 cmである。

【柱穴・ピット】ピットは3基検出された。P-1は不整形で、長軸75×短軸60cm、 深さ50cmを計る。底面から第28

図 1の高不が出上している。

【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】SKlは不整円形を呈し、10～ 20clnと浅く、底面には凹凸がみられる。

【出土遺物】堆積土、床面より上師器 (非ロクロ)。 石製模造品。弥生土器が出上している。

S129竪穴住居跡 (第27図 )

【位置】H区西 (C・ D-3～5)とこ位置し、S106・ 07の床面下で検出された。

【平面形・規模】南西コーナー部が検出されたが、平面形は方形を呈すると考えられる。規模は南壁150cln、 西壁360

0       1m
l―

温紳    ドPA

斡



cmを計る。方向は西壁で N-2°一Eである。

【堆積土】埋土は単層であつた。

【壁・床面】壁はほば垂直に立ち上がり、残存する壁高は南壁1.5～ 3 cm、 西壁2～5.5cmである。

【柱穴・ピット】ピットは検出されなかった。

【周濤】周濤は西壁沿いで検出された。幅20cm、 深さ7～10cmを計る。

【床面施設】南壁に接して土坑1基が検出された。深さ10cmと浅い掘りこみであった。

【出土遺物】堆積土より上師器 (非ロクロ)・ 弥生土器がごく少量出上している。図示できる遺物はない。

S二

命嵩「

Ｔ．一』噌”召

S127埋土註記表

層位 土 色 土  性 備 考

1層 10YR3/3 暗褐色 シル ト

2層 10 YR5/4 にぶい黄褐色 シル ト 10YR3/3暗褐色土ブロック状に混入

3層 loYR3/2 黒褐色 ラ/アレト

4a)雷 10YR6/4 にぶい黄橙色 ラ/ル ト loYR3/3暗褐色土とのブロック層

4b層 10YR6/4 にぶい責橙色 シル ト 若干砂質、2.5Y7/1灰 白色土ブロック状に混入

S127床面検出遺構観察表

遺構名 平面形 規模 (cm) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 性 備 考

土坑 SK l 不整形 (260X140) -78-199

歓
闘

P-1 不整形 94〉〈62 64-276 10YR3/3暗 褐色 シル ト 10YR6/3ブ ロック状に混入、炭化物粒混入

P-2 円  形 28× 26 ―147-161 10YR3/2黒 褐色 シル ト

P-3 隅丸 方形 32× 30 -127～ 22 10YR3/2黒 褐色 シル ト

S129士里ユ爵圭訂謗表

層 位 土 色 土  性 備 考

1 25Y3/2 黒褐色 ンル ト 若干砂質、部分的に10YR3/2黒褐色上をプロック状に含む

S129床面検出遺構観察表

離 名 平 面形 規模 (cln) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 ′陛 備 考

土坑 SK l 円  形 60× (50) 69～ 95 loYR3/3暗褐色 シル ト ■OYR6/31こ 要ヽ ψゝ黄
“

藍/ロ ック上たヤこ詔ヨヌ、、″甦イと
'密粒 子 若 千 混 入 。

第27図 S127・ 29竪穴遺構平面図・断面図
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0                     10cm

番掲 也区・層但 種 別 器 種 ヨ径cm 器高 cII 残存 外 面 内 面 備 考 登録 | 写真

1 1 ■師 雲 高 不 〔翻:民多て雰半
ヘラミガキ

1裔 ;旱 ヨ́Ξと卒子と全景事F夫ラナデ
2 禾直 +師製 高 不 ハケメ

第28図 S127竪穴住居跡出土遺物

S128竪穴住居跡 (第29図 )

【位置】H区西 (B-3・ 4)とこ位置し、西側をSD02に切られ、S106・ 07に切られるが、S129を切ちている。

【平面形・規模】南東コーナー部が検出されたが、平面形は方形を呈すると考えられる。規模は南壁460cm、 東壁390

cmを計る。方向は東壁で N-1°一Eである

【堆積土】埋上は2層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は南壁8～ 18cln、 東壁7～12cmである。

【柱穴・周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【床面施設】土尻1基が検出された。径85× 95clnの円形で、深さ6 cmと 浅いが、底面にピット状の落ち込みが 2ヵ

所みとめられ、深さは14cm程であつた。
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第29図 S128竪穴住居跡平面図・断面図



【出土遺物】堆積土より上師器 (非ロクロ)。石製模造品・弥生土器がごく少量出上している。図示できる遺物はな

ヤ勇。

S128埋土註記表

層 位 土 色 土 ′ヒ 備 考

1層 5Y3/1  オリーブ黒色 秘〉ξ寮シアレト
2層 10YR3/3 暗褐色 砂 質 シル ト

S128床面検出遺構観察表

遺構名 平 面 形 規模 (cm) 深さ(cm) 層 位 土 色 上 性 備 考

土 坑

SK l 円  形 86× (94) 29～ 65 1層 10YR3/4暗褐色 花妬雪シクレト

2層 10YR3/3暗褐色 毘妬髯ラ,レト

3層 10 YR5/2灰 責褐色 繰 クい

柱穴 P-1 円  形 20× 20 10YR2/2黒褐色 酌 ,レト

S133竪穴遺構 (第30図 )

【位置】H区西 (C・ D-5・ 6)に位置している。S105。 10。 27に切られている。

【平面形・規模】平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁90cm、 東壁120cm、 西璧150cmを計る。

【堆積土】埋土は4層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁5～ 8 cm、 東壁3～ 10cm、 西壁4～ 9 cmである。床

面はほとんど残っていない。

【柱穴・周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【出土遺物】堆積土・床面より上師器 (非ロクロ)・ 弥生土器がごく少量出上している。図示できる遺物はない。
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Si33埋土註記表

層位 土 色 土  性 備 考

1層 loYR3/3  暗褐色 シル ト 炭化物粒子混入、10YR3/2をプロック状に含む

2'蕃 10YR2/3 黒褐色 シル ト 10YR7/1、 10YR3/3が混入

3,膏 2 5YR3/3 鴫ォリエ麹 シアレト

4層 2 5YR5/3 黄褐色 ラつレト 炭 化物 粒 子 混 入 、 10YR7/1、 10YR2/3が 混 入

第30図 Si33竪穴遺構平面図・断面図



S111竪穴住居跡 (第31・ 32図 )

【位置】H区東 (C-7)に位置している。

【平面形・規模】SD01に西側を切られており、東壁と南壁の一部を検出した。平面形は隅丸方形を呈すると考えら

れる。規模は南壁160cm、 東壁280cmを計る。方向は、東壁でN-23°一Wである。

【堆積土】埋土は3層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は南壁15～20cm、 東壁22～27cmである。図示した遺物は床

面からまとまって出土している。

【柱穴・ピット】ピットは3基検出された。

【周濤】周濤は北壁側でわずかに検出されている。幅17cm、 深さ3～ 7 cmである。

【床面施設】床面には部分的に炭化材がみられ、特に南側に焼土・炭化物の拡がりがみとめられた。床面北側に10

cm程の段差があり、これをSKlと している。調査区南壁に接してSK2と した土坑の一部を検出した。深さ15cmを計

る。

【出土遺物】堆積土・床面より、土師器 (非ロクロ)・ 土製品。弥生土器が出土している。第32図 1～ 3は外面に段

を持ち、日縁部が 1・ 3は外反し、 2は直立気味である。 4は段を持たない。
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表穐＞、］層 位 土 色 土  ′性 備 考

1層 10YR2/2 黒褐色 シアレト

2層 10 YR4/3オ リーブ褐色 シル ト 若干砂質、10YR2/2黒褐色ブロック状に混入

3層 loYR3/2 黒褐色 シクレト 災化物粒子混入、西側に10YR6/4に ぶい責橙ブロック状に混入

S111床面検出遺構観察表

遺構名 平 面 形 規模 (cln) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 性 備 考

土免

SK l la層 10YR3/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子混入

lb層 2 5Y3/2拝ミ髄 シル ト 彦せ化 ,力 た立f絨暑メ、、 2 5Y4/3オ  リ
ーーラ′車母でヨ/」ヽ/

ロ ッ ク ■べ
`こ
逹著ヌ、

SK 2 1層 loYR3/2黒 褐色 シル ト 10YR5/1グ ライ上が混入

2層 10YR3/1黒 褐色 シル ト 10YR5/1グ ライとが混入、炭化物粒子若干混入

3層 10YR3/1環謝母色 シル ト

柱穴

(ピット)

P-1 円 形 24× 22 10YR2/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子混入

P-2 円 形 20× 18 loYR3/2黒 褐色 シル ト 炭価物粒子着干混入

P-3 円 形 26× 26

周 濤 -3--3.6 10YR3/2黒 褐色 シル ト 炭化物混入

S111焼土遺構

層位 土 色 上 ′ヒ 備 考

loYR3/2 黒褐色 焼土、炭化物、炭混入

第31図 S111竪穴住居跡平面図・断面図



ヒ T¬ ~下 下 ~卜 下 コ ~‐ T名
OCm

番掲 也区・層 d 種 別 器 種 口 径 cn 器高cH 残 存 外 面 内 面 備 考 登 録 写真

1 Pl十 P2 上師挙 邪 5_1 (口 )ヨ ヨ ナ デ 、 (体)ヘ ラ ケ ズ リ
ー ナ デ (?) ヘラミガキ、黒色処理 1-3

2 P4 生師挙 イ 1 ('卜)´ヽラ う庁,tリ ーⅢ 、́‐ ミ ノテキ

3 と師基 イ 1 (体)― ラ ケ ズ リー ナ デ ヘ ラ ミガ キ、黒 色 処 理 71-5

4 P5 L師挙 邪 5_3 1 ヘ ラ ミガ キ、黒 色 処 理

5 P3 と師群 甕 176 1 (日 )ナデ?(体)ヘラナデ、ナデ

番弓 也区・層住 種  別 器 種 長 さm 幅mI 享さ ntI 董さ g 特 徴 登 録 写 真

6 生製品 土 玉 孔径7.0 P5

第32図 SI H竪穴住居跡出土遺物

S112竪穴住居跡 (第33・ 34図 )

【位置】H区東 (A～C-9・ 10)に位置している。S117に東狽1を切られているが、S113・ 25を切っている。検出面

のプランや埋上ではS125と の重複関係はわからなかった。

【平面形・規模】平面形は北 。南壁がやや外側に開いた台形状を呈すると考えられる。規模は北壁180cm、 南壁280

cm、 西壁340cmを計る。方向は、西壁でN-20°一Wである。

【堆積土】埋土は3層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁10～ 16cm、 南壁 9～ 16cln、 東壁 9～ 15cmである。床

面は平坦で固くしまっている。床面全体に炭化材・炭化物が検出されている。特に北側では床面直上に焼土混じり

の炭化物の集積があり、遺物の多くはこの中に入っていることから焼失家屋の可能性がある。焼土遺構の西側床面

に粘土塊が検出された。

【柱穴・ピット】ピットは 1基検出された。

【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】焼土遺構が重複して検出されたが、その中心はSK17に よって切られている。焼± 1は不整方形を呈し、

その規模は長軸110×短軸70cm、 深さ17cmを計る。底面に厚さ7側の焼土層があり、焼成による赤変がみられた。焼

±2は不整方形を呈し、規模は長軸95×短軸40cm、 深さ3 cmの浅い凹み状のものである。焼±3は径75cmの円形を



呈し、深さ 4 cmの浅い凹み状のものである。ともに焼± 1か らかきだされた焼上によるものと考えられる。

【出土遺物】堆積土・床面より、土師器 (非ロクロ)・ 須恵器・石製模造品
。弥生土器が、掘り方より礫石器・鉄製

品が出上している。第34図 1は不であり、外面に段を持ち、内面には赤彩の痕跡がある。 5は、国唇部が平坦であ

る。 6は体部が丸みを持つ甕である。体部下半の外面調整は、砂粒が動くいわゆるヘラケズリであるが、面取り状

ではなく仕上がりが平滑にされている。

引

f静

ＰＡ
ヽ
ＳＢ・９＋

粘勘 Ａ

く

キ

ー

「   ドPD SPE 景二‰1080m

十
C-9

≦ PE′

0                           2rn

ＥＳＰ

，
・

S112埋土註記表

層位 土 色 土  性 備 考

1,雷 2_5Y3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒 子 混入

2a層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

2b層 loYR3/3 暗褐色 シル ト

3,雷 25Y3/1 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

S112焼土遺構観察表

遺構名 平面 形 規模 (cm) 深さ (cm) 層 位 土 色 土 ′性 備 考

焼 土

廃± 1 不 整 形 110× 70 -83-134 la層 7 5YR2/2黒 褐色 )クレト 骨片混入、焼土斑状に混入、炭化物粒子混入

lb層 25Y3/3暗オリーブ褐色 シ,レ ト

2,習 5YR4/6赤褐色 焼 土

3層 7 5YR2/2黒 褐色 シル ト

4層 25Y3/2黒褐色 シル ト 焼土若 千混 入

焼± 2 不 整 形 94× (50) -23～ 50 1層 loYR3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

2層 7 5YR2/3極 暗褐色 シル ト 焼土混入、炭化物粒子混入

3層 25Y3/3暗オリーブ褐色 シル ト

焼 ± 3 円 形 58× (50) -2^ヤー5 1層 10YR3/3暗褐色 シル ト 焼 土 混入 、炭化 物粒 子 混 入

第33図 S112竪穴住居跡平面図・断面図

S112床面検出遺構観察表

遺構名 平面形 規模 (cm) 深 さ (cln) 層 位 土 色 上 性 備 考

柱 穴 P-1 円形 25× 22 loYR3/3暗褐色 シル ト
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番号 地区・層t 種 別 器 種 岳高 cm 残 存 外 面 内 面 備 考 登 録 写 真

1 末直 不 1/43 ヘラミガキ ヘラミガキ、一部ナデ

2 +alF塁 寮 (166) (口 )ヨ コナデ (体)ナ デ (日 )ヨ コナデ (体)ヘラナデ D591

3 P2 十師 畢 憂 20 2 1/2 (口 )ヨ コナデ (体)ナ デ (日 )ヨ コナデ (体)ヘ ラナデ 71-7

4 Pl 上師器 甕 (16.5) 〔屎;具ヲて写
=ヘ

ラミガキ 71-8

5 P9 甕 (20_0) (日 )ヘラナデ(一部ヘラケズリ) ヘラナデ 71-9

6 P3+P6 甕 16 0 25 8 栃辞冨民ぢ房受争★苫衰ラ弁景
ミガキ

(日 )ヨ ヨナデ (体 )ナデ、ヘラナデ 72-1

番 号 地 区・ 層 d 種 別 器 種 棄さ tlu 幅 alEl 軍さ蜘 重さg 特 徴 登 録 写真

7 掘り方 果石器 昏+敲 560,7 82-5

8 屈 り方 次製 品 可 ? (23) 5 2 面端 欠 陥 N4 84-2

第34図 Si12竪穴住居跡出土遺物



S125竪穴住居謝 (第35・ 36図 )

【位置】Ⅱ区東 (A・ B-9・ 10)に位置している。S117・ 12に切られている。S112の北側床面及び壁面の精査中に

検出された。

【平面形。規模】西壁の一部が検出されただけで平面形は不明である。S112の床面下で検出されたプランをS125の

ものと想定すると、規模は推定で南壁200cm、 西壁450cm以上を計ると考えられる。方向は、西壁でN-2°一Wであ

る。

【堆積土】埋土は2層に分けられた。

【壁。床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は西壁 6 cmである。

【柱穴。周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【床面施設】床面北側に65× 50cmの範囲で焼上が検出され、その下に浅い掘り込みも検出されている。焼上の西側

で土坑1基が検出された。平面形は隅丸方形を呈し、規模は長軸64×短軸54cm、 深さ40cmを計る。

【出土遺物】堆積上、床面より上師器 (非ロクロ)・ 石製模造品・ガラス玉が出土している。
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S1251里 +喜部巖表

層位 土 色 土  性 備 考

1層 2_5Y3/2 黒褐色 シル ト 炭化物を多 く混入、 とくに下層部にかけて炭が多 く含まれる

2層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物を多 く混入、炭 とともに土師器を多 く含む

S125床面検出週構観察表

通 構名 平面形 規 模 (cln) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 性 備 考

土坑 SKl 不整 円形 64× 54 -40 0 loYR3/3研争4Et シル ト 焼土粒、炭化物混入

焼 土 焼■ 1 楕円形 65× 46 -22 0 7 5YR2/2黒 褐色 シル ト 焼土粒、炭化物、骨片を多 く混入

第35図 S125竪穴住居跡平面図・断面図



^�

＼ёも(う

雲=

◎

ω

0                          10cm
7

番 号 地区・層t 種 別 器 種 ヨ径 cn 占径cml器高cll 残 存 外 面 内 面 備 考 登録 写 真

1 P18+19 上師碁 郷 15 0 (55) 1 ヘラミガキ 72-2

2 P8 郭 19 2 (口・体 )ナ デ (底)ヘ ラケズリ ヘラミガ茸 内面に赤彩
痕跡 ,61( 72-3

3 判+1541641 不 21 2 12_6 1 (体 )ヘラケズリ→ナデ (底 )ヘラケズリ ヨコナデ→ヘラミガキ(放射状) 72-4

4 P14 +nIF基 賓 12 4 11 3 1 (屋 ;ミラケア丁体〉
ヘラクズリ、ナア (体)ナ デ ? 72-5

5 上師碁 奏 14 8) 13 8 (口 ,1/
(虞 )1 t倭叔ラデタ〒

→ナデ(体下)ヘラタズリ
(日 )ヨ コナデ (体)ヘラナデ 3611 72-6

6 甕 23 8 22 0 (屋:具ヲケ雰り
(体)ナデ ヘラナデ→ナデ 3621 72-7

7 上師碁 甕 15,7) (口 )ヨ コナデ (体)ナ デ (口 )ヨ ヨナデ (体)ヘ ラナデ

8 P2 上師器 甕 16_2) ヨコナデ→ナデ (口 )ヨ コナデ (体)ナ デ ,61劇

番 培 也区・層d 種 別 器 種 長さ(m) 幅 (ull i 享さ(ma) 重さ(g) 特 徴 登録 写 真

9 ガラスEE ヨ玉 彙軸8 帥 7 FL径 2 511ul、 緑色 ガラス2 87-31

第36図 S125竪穴住居跡出土遺物



S113竪穴住居Ltl(第37～39図 )

【位置】H区東 (BoC-8・ 9)とこ位置している。Sl12に東側を切られている。

【平面形・規模】平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁180cm、 南壁280cm、 西壁340cmを計る。方向は、

西壁で N-8°一Eである。

【堆積土】埋土は5層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁19～ 26cln、 南壁8～ 17cln、 西壁18～23cmである。

【柱穴・ピット】ピットは13基検出された。位置や規模からみてP-1・ 2・ 8が主柱穴と考えられる。P-2・ 8

の底面には柱痕跡もみとめられる。SKlを切っているピットも柱穴の可能性がある。

「

■

ＡｓＰ
上

酌著

著

Ａ

ヽ

い

キ

ー

岸PB′

SP駒

SI-12

ドPB′£

“

＼はほぎ
σ

f V

LEPB′

十
ｃ・８

ユ静
m

S113埋土註記表

鹿Pる蛭〇◎
C-9

卜7 げ望7

玩

埓

＞
、

層位 上 色 土 性 備 考

1層 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

2,冒 2 5Y3/2  兵亀名母でヨ シル ト カマ ド側に骨片、焼土粒子混入

3層 10YR3/3 暗褐色 シル ト

4層 25Y3/2 黒褐色 シアレト 炭化物粒子混入、西壁側で10YR4/1褐灰色が斑状に混入、2層よりは暗く10YR3/2黒褐色に近い色調
5層 10YR3/3 暗褐色 シアレト 2.5Y4/3オ リーブ褐色が混入

第37図 S113竪穴住居跡平面図・断面図
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カマ ド埋土註記表

層 位 土 色 土  ′性 備 考

1層 2Y3/2  黒褐色 シル ト 焼 土混 入

2)雷 10YR2/2 黒褐色 シル ト 焼土・骨片混入

3,雷 7_5YR3/2 黒褐 色 シル ト 焼土混入

4,雷 7.5YR2/1 黒色 シル ト 焼土粒・災化物粒・骨片混入

5層 101TR3/2・ 101R6/4ブロック層 シル ト 焼 土粒・ 炭 化物 粒 混 入

6層 5YR3/3  暗褐色 シ/ル ト 焼土をブロック状に混入

7長雪 25Y4/3 オリーブ褐色 シアレト 焼土混入 |カ マ ド袖

8)雷 25Y3/2 黒褐色 シル ト

9層 7 5YR3/2 黒褐色 シル ト カマ ド燃焼部底面、焼成によりやや赤変している

10層 7 5YR2/3 極暗褐色 シル ト 焼 成 に よ り赤 変 してい る

■層 10YR5/3 にぶい黄褐色 シル ト 炭化物粒混入

12層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒混入

S113床面検出遺構観察表

遺構名 平面 形 規模 (cln) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 性 備 考

土 坑 SKユ 不整形 130× 98 -26 3 1,雷 10YR3/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入

2,習 5YR2/2黒褐色 シル ト 焼土ブロック状に混入

柱穴

(ピット)

P-4 円  形 60× 64 -20 9 1層 10YR3/2黒 褐色 シル ト

2層 10YR2/3黒褐色 シル ト 南側上層部に焼土プロック状に混入

3層 5YR3/4暗赤褐色 焼 土 層

4層 loYR2/2黒 褐色 ラ/アレト 鐸浴 ξ警蚕婢
明るめの層、P4を切る、

P-1 円  形 36× 32 -15 9 10YR3/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子混入

P-2 円  形 46× 44 -18 2 10YR3/2黒 褐色 砂買シルト 炭 化 物 混 入

P-3 円  形 22× 22 -19 3 OYR3/2黒褐色 シル ト 炭 化 物 混 入

P-5 円  形 50〉<54 -6_9 10YR3/3黒褐色 ラつレト 10YR6/3にぶい黄橙が混入

P-6 円  形 20× 14 10YR3/1黒褐色 )つレト

P-7 円  形 22× 26 -9 8 10YR3/2黒褐色 シル ト

P-8 円  形 48× 48 -21_5 OYR3/2黒褐色 シル ト

P-9 円  形 34× 44 -8 0 OYR3/3暗褐色 シル ト

P-10 円  形 30〉〈80 -7 5 10YR3/3暗褐色 シル ト

P― 」 円  形 36× 40 -18 2 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト 25Y6/31こ ぶい黄褐色力ゞ立昆入



【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】カマドの両側に土坑が検出され、貯蔵穴の可能性がある。ともに柱穴と考えられるピットに切られて

いる。SKlは不整形を呈し、長軸125×短軸90cm、 深さ20cmを計る。SK2は不整円形を呈し、長軸85×短軸75cm、 深

さ20cmを計る。

【カマド】北壁のほぼ中央部で燃焼部と煙道の一部が検出された。天丼部はなく、両側壁が残存している。規模は

幅■Ocm、 長さ90cmである。煙道部はほとんど残存していない。カマド周辺に焼土・炭化物が拡がっていた。

【出土遺物】堆積土・床面。カマド・ピットより、土師器 (非ロクロ)・ 礫石器・石製模造品・剣片石器・弥生土器

が出土している。第39図 1・ 2は邪で、外面に段を持ち、口縁部は外反し、内面は黒色処理される。

0                     10cm
|

番 号 地区・層 C 種 別 器 種 器高 cr 残 存 外 面 内 面 備 考 登飼 写 真

1 禾直 ■師 塁 不 ヘ ラ ミガ キ、黒色 処理 C96

2 fッ ト1 ■師 黙 野
耐
ｎ Φド)― ラ ケ ズ リーテー ラ ミガ キ ナデ、 ヘ ラ ミガ キ、黒色処 理 C87

3 3 甕 (日 )ヨ コナデ (口 )ヨ コナ デ (体)ヘラナデ C89

4 ピット4 高 不 ヨ コ ナ デ ヨコナデ、ヘラナデ C91

5 bマ ド 甕 1 (体)ナ デ (体)ヘラナデ C84

6 5層 ■師 以 /」 形ヽ 79 1 (体 )ヘ ラ ケ ズ リ ー ヘ ラ ミ ガ キ ヘラナデ→ヘラミガキ C99 72-8

番 号 也区 。層

`
種 別 器種 柔さm 幅mll 軍さm 重さ g 特 徴 登 録 写 真

7 末直 築石器 昏十敲 Kd30〔 82-6

第39図 S113竪穴住居跡出土遺物



Si 32竪穴住居Ltt(第40～42図 )

【位置】H区東 (A・ B-7・ 8)とこ位置している。S113の床面下で検出され、SD01に西側を切られている。北側は

調査区外にかかっている。

【平面形 。規模】平面形は方形を呈すると考えられる。規模は南壁350cm、 東壁340cmを計る。方向は、東壁で N―

5°一Eである。

【堆積土】埋土は5層に分けられた。

【壁 。床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は南壁12～28cm、 東壁13～17cmで ある。床面は平坦で固く

しまっており、灰白色シル トによる貼床がされていた。床面西側に 6～ 10cmの わずかな段差がみられたが全体のプ

ランは不明である。

【柱穴・周濤】柱穴 。周濤は検出されなかった。

【床面施設】床面東壁側で南北90cm、 東西60cmの範囲に焼土・炭化物が検出され、その下に浅い掘り込みが伴つて

いた。平面形は三角形状を呈し、東西125× 南北160cm、 深さ 7 cmを計る。断面形は浅い皿状を呈し、中央部に焼土

がみられた。位置的にカマド燃焼部の掘り込みである可能性も考えられる。

南東コーナー部で土坑 2基を検出し、ほとんどの遺物はこの 2基の土坑から出上している。SKlは平面形は不整

円形を呈している。規模は長軸85×短軸58cmで、深さは32cmで ある。SK2は平面形は隅丸方形を呈している。規模

は長軸140×短軸120硼で、深さは57cmで ある。
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【出土遺物】堆積土・床面。土坑より上師器 (非ロクロ)・ 須恵器・礫石器・石製模造品
。剣片石器。弥生土器が出

上している。第41図 6・ 7は土師器の蓋で、ともにSK2か ら出土している。6は口径16α■、高さ6.2cmで、つまみは

凹状になっている。

Si32埋土註記表

層位 土 色 土  ′隆 備 考

1,雷 loYR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

2層 loYR3/3 暗褐色 シル ト 10YR7/1灰 白力鴻怪状に混入

3層 loYR2/3 暗褐色 シル ト

4層 10YR3/2 暗褐色 シル ト loYR5/6夢こtet

5層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 10YR7/1灰 白が斑状に混入、酸化鉄混入

Si32床面検出遺構観察表

遺構名 平面形 規模 (cln) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 性 備 考

上坑

SKl 楕円形 35× 58 -32 1層 10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト 遺 製 ま
こな い 斎 色 プ ロ ッ ク 状 に 混 入 、尿 イヒ物

2層 10YR5/3にぶい黄褐色 炭化物 粒 子若 干混 入

3層 loYR3/3暗 褐色 湘農磨ニシ,レト 炭化物粒子若干混入

4層 II乎鷺チを獲要憬黄橙色 鶏出寮iシ,レト ブロック層

5層 10YR6/4にぶい責橙色 瑞珀霊う,レト

SK2 不整形 140〉〈121 -57 1層 10YR4/3にぶい責褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入

2層 10 YR4/2灰 責褐色 シル ト 靭避¥箸華琶文と馬零民5'7溌畜遷緊墨覇誘告逃屋でヒ

3,雷 10YR3/3暗 褐色 シル ト ■OYR7/■ 灰 由色斑 状 に混入 、マ ンガ ン斑状 に混

4層 10 YR4/2灰 黄褐色 シル ト 10YR7/1灰 白色斑状に混入

5層 18乎員を完暦要憬晏後色 シル ト プロック層

6層 10 YR5/2灰 責褐色 糠う,レト

7層 10YR4/1褐 灰色 腰 シルト 炭化物粒子若干混入

8層 10YR6/1褐 灰色 糠 シルト

9層 :I学群チi操曽這潮ね シル ト ブロック層、上面に炭化物粒子集中

Si32焼土遺構註記表

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、焼上粒混入

2層 5YR4/3 にぶい壕卜褐色 シル ト 焼土層、骨片混入、炭化物粒子混入

3層 loYR5/3 にぶい黄褐色 シル ト 炭化 物粒 子 混 入 、焼 土粒若 干 混入

4,習

`6酬

轟

'`2 

覆雲侵黄鵜色 シル ト プロック層、炭化物粒子混入



謂
髪

＼ ≦

＼ r゙デ 10cm

番号 也区・層d 種 別 器種 口径 cn 蒸径cml器高cn 残 存 外 面 内 面 備 考 登録 写 真

1 P2 土師器 不 (口 )ヨ コナデ (体)ヘラミガキ

2 Pl 土 師器 甕 136 1 ヨ ヨナ デ ヨ コ ナ デ

3 P3 土師基 壷 1 (体下)ヘラケズリ (体上)オサエ (体下)ヘラナデ 72-10

4 土師基 高イ 23_1 168 18 7 (不)ヨ ヨナデ、ナデ、ベラクズリ→ナア
(脚 )ヘラミガキ、ヨコナデ→ヘラミガキ

73-1

5 上師群 高不 12 7 l (台 )ナ デ、 ヘ ラ ミガ キ

6 P14 上師基 蓋 16.0 6_2 的 1
(つ まみ )ヨ ヨナ デ (体)ナ デ
(口 〉ヨ ヨナ デ 72-11

7 P19 蓋
〈体 〉ヘ ラ ケ ズ リー ヘ ラ ミガ キ (体)ナ デ (口 )ヨ コナデ 72-12

8 P5 甕 ヨコナデ→ヘラミガキ ヨコナデ→ヘラミガキ 73-2

9 P8 ■HF黙 甕 (155) 52 28 8 (口 )1/3

(虚 )1 隅ミ芽ユミ7)',_ヘラミガキに)ヘカズリ 3144 73-3

上師慕 甕 36) 19 7 (口 )ヨ コナデ (体)ヘラナデ 73-6

第41図 S132竪穴住居跡出土遺物 (1)



0                       10cm

番 号 也区・層包 種 別 器 種 口径 cr 藍径clnl器高cn 残存 外 面 内 面 備 考 登録 写 真

1 上自爾器 甕 16_4 l
〈口 )ヨ ヨナ デ (口 )― ラ ナ デ ーうヨ ヨ ナ デ

(体)ヘ ラ ナ デ 74-1

2 3K2 上師器 高 不 16_4 ヨコナデ、ヘラミガキ ヨコナデ→ヘラミガキ ,12〔

3 上師群 高不 1 (脚)ナ デ、ヘラミガキ (脚)シ ボ リメ (台 )ナ デ

4 里上 下 層 上師暑 邦 (13_61
(THH〉 ナ デ 、 ヘ ラ ケ ズ リ→ ナ ブ 口)ヨ コナデ (体)ナ デ 73-4

5 里上下層 上師碁 高郭 18.2 (口 )ヨ コナデ (体)ナ デ 日)ヨ コナデ (体)ナ デ ,13〔 73-5

6 上師碁 甕 18 6 l
(口 )ヨ ヨ ナ デ
(体)ナ デ→ ヘ ラ ミガ キ

四 )ヨ ヨ ナ デ
体 )ヘ ラ ナ デ ー ナ デ 74-2

7 上師碁 電 ? 23 7 1
El)ヨ ヨ ナ デ 、 ヘ ラ ナ デ

'卜

)‐ ラ ナ ラF 73-7

第42図 Si32竪穴住居跡出土遺物 (2)

番 号 也区・層位 種月」 器 種 棄さm 幅 nlll ヨさ山 重さ g 特 徴 登録 写 真

8 築石器 石皿 ? 37 3 220 7 Kd31, 82-8



S114竪穴住居LII(第 43～47図 )

【位置】H区東 (C・ D-8～ 10)に位置し、南側が調査区外にかかっている。S115に西側を切られているが、S116・

23を切っている。改築が行なわれており、古段階のS135の西側を拡張し、床を上げている。

【平面形・規模】平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁450cm、 西壁200cmを計る。方向は、西壁でN―

24°一Eである。

【堆積土】埋土は3層 に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁 5～ 20cln、 西壁5.5～ 9.5clnで ある。床面は古い段階

の住居を埋めて床面としている。

【柱穴・ピット】ピットは3基検出された。P-1・ 2が柱穴となる可能性がある。P-3は埋土上面に骨片混じり

の焼上があり、カマドからかき出された焼土溜と考えられる。

【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】SKl埋土上面東壁側と、P-1と P-2の間の床面で粘土塊を検出している。焼± 1～ 3はいずれも下

に掘り込みを伴つている。それぞれ径40～ 50clnで、平面形は円形を呈し、深さは15～ 20clnを 計る。P-3と 同様にカ

マドの焼土溜と考えられる。

カマドの両側で土坑を検出している。東側のSKlは約1/2が調査区外にかかるが方形を呈し、東西120×南北80cm

以上、深さ60cmを計る。断面形は逆台形を呈し、埋土上面に土師器甕を中心として遺物が多く出上している。西側

のSK2は不整円形を呈し、長軸110×短軸70cln、 深さ22cmを計る。断面形は舟底形を呈し、埋土上面に焼上。戊混じ

り層がある。P-3に切られている。

【カマド】北壁のほぼ中央部で燃焼部と煙道の一部が検出された。カマドは改築された痕跡がなく新しく作られた

ものと考えられる。天丼部はなく、両側壁が残存している。規模は幅110cm、 長さ80clnである。煙道部は幅28c14、 長

さ80cmである。カマドの周辺東西200cm、 南北100cmの範囲に焼土・炭化物が広がっていた。

S114床面検出遺構観察表

遺構名 平面 形 規模 (cln) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 ′ヒ 備 考

土坑

SK l 方形 120X(80) la,雷 10YR4/2 灰妄舒触色 シル ト 炭化物粒子混入

lb層 loYR4/2 灰責褐色 シル ト 2_5Y5/3/Jヽ プロック状に混入

2a層 10YR4/2 灰芸諄勁色 シル ト

2b層 2.5Y3/2 黒褐色 シル ト

3'習 10YR3/2 黒褐色 シル ト loYR5/6ブロック状に混入、炭化物混入

4,雷 2_5Y3/1 黒褐色 シアレト 2_5Y5/3プ ロック状に混入

5層 2_5Y3/2 黒褐色 シル ト

6層 2.5Y4/2 暗灰黄色 五,I霊ラつ1レト

SK 2 隅丸方形 76× 106 1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 上層部に焼上、戊化物混入

2層 loYR2/2 黒褐色 シル ト 廃土粒・ 炭化物粒子混入

3,雷 loYR2/3 黒褐色 シル ト 炭化物 粒 子混 入

4層 10YR4/3にぶい責褐色 シル ト 炭化物粒子混入

畝
醐

P-1 方形 45× 35 -23 2.5Y3/2  舅罠名邑拒巳 シル ト 炭化物粒子混入

P-2 円形 45× 40 -23 2.5Y3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

P-3 円形 46× 44 -175 1層 7_5Y2/1 黒色 シル ト 焼土粒・ 骨片混入

2,雷 2.5Y3/2 黒褐色 シル ト 炭化物 粒混 入

焼 土

焼 ± 1 円形 50× (40) 1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 焼土ブロック状に混入、炭化物粒子混入

2層 2.5Y3/2 黒褐色 シル ト 焼上粒子混入

焼± 2 円形 50× (45) 1層 7_5YR2/2黒褐色 シル ト 焼土プロック状に混入、炭化物粒子混入

2層 2.5Y3/2  彊ミ瑠目進ヨ シル ト 焼土粒子 。焼土粒子混入

焼 ± 3 円形 40× 40 7.5YR3/2黒 褐色 シル ト 焼土・骨片・ 炭化物混入



【出土遺物】堆積土・床面・土坑より、土師器 (非ロクロ)・ 須恵器・鉄製品・礫石器 。石製模造品・剣片石器・弥

生土器が出上している。第45図 11の甕は、底部が丸く、胴部が球形で、日縁部は直立する。体部上半部にはロクロ

の回転力を利用したと考えられる回転ハケメが施され、内面にはハケメ施文の際手を添えた痕と考えられるロクロ

目が認められる。ロクロロの後、底部外面には平行タタキがのこり、同内面には当て目が残る。下部の当て目は大

きめで無文であるが、上部の当て目は小さめで一部に木目のような痕跡がある。

第46図 12は須恵器二重遺である。住居堆積土と基本層から出上しており、図示した土師器には伴わない。第47図

1は砥石であるが、周縁に二次加工が施されており、全体の形状から本来は石鍬であった可能性が高い。転用され

たものであろう。 3は黒曜石の剣片石器で、剣片の折れ面に細かな二次力日工が施されている。
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S114揮 十註記表

層位 土 色 土 ′L 備 考

1層 10YR3/2  黒褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入

2a層 10YR2/8 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

2b層 25Y3/2  黒褐色 シル ト 若干砂 質 シル トに近 い

2c,膏 2.5Y3/1  黒褐色 シル ト

3層 7.5YR2/2 黒褐色 シル ト 焼土粒・ 炭化物粒子混入

第43図 S114竪穴住居跡平面図・断面図
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Sl14カ マ ド埋土註記表

層 位 土 色 土  性 備 考

1,習 10YR3/3  暗褐色 シル ト 焼上粒混入

2a層 5YR3/2   暗赤褐色 シル ト 焼 土・ 骨 片混 入

2b層 5YR3/3  暗赤褐色 シル ト 焼土混入

3'雷 7.5YR3/2 黒褐色 シル ト 焼土粒混入

4,雷 10YR3/2  黒褐色 シル ト

5'習 loYR2/3  黒褐色 シアレト 10YR3/3暗褐色土混入

6層 loYR3/3  暗褐色 シル ト

7層 5YR2/3  極暗赤褐色 シル ト 焼成により赤変している

8層 7.5YR3/2 黒褐色 シル ト 焼土粒 。炭化物粒混入

9層 5YR3/3  暗赤褐色 シル ト 焼成により赤変している

10提雪 loYR5/3  にぶい黄褐色 シル ト

11層 10YR4/3  にぶい黄褐色 シル ト

12層 10YR3/3  暗褐色 シル ト 炭化物粒・焼土粒混入

13層 10YR4/4  褐色 シル ト 焼とが斑状に着干混入、炭化物粒混入

第44図  S114カ マド平面図・断面図
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番 号 地 区・ 層 ど 種 別 器 種 ヨ径cml底径cH 残 存 外 面 内 面 備 考 登釘 写 真

1 P6 不 5.5) (28) (68) (口 )ヨ ヨ ナ デ ー ー ラ ミ ガ キ
(体)ヘ ラ ケ ズ リ

(口 )ヨ ヨナ デ ー ヘ ラ ミガ キ
(体〉ヘ ラ ミガ キ (放射 状 ) ,211 74-3

2 末直 +師黙 不 35) ヘラミガキ ヘラミガキ

3 P12 イ (7.0) ヘラミガキ、ヘラケズリ ヘラミガキ D21( 74-4

4 カマド内■P 上師碁 邦 (52) (6.8) t屎;具ラ李雰す全又うで募キ ヨコナデ→ヘラミガキ0魅削犬) 74-5

5 上師碁 邦 7.3) (57) 〔屎≧ド弓テミすBFラさ喋 ミ纂 (口 )ヨ コナデ (体〉ナデ 〕211

6 イ 3_0) 72 (体)ヘ ラミガキ (体)ナ デ ー ヘ ラ ミ ガ キ 74-6

7 7 上師器 高 不 8_1 1 ヨコナデ→ヘラミガキ ヨコナデ→ヘラミガキ

8 カマド、P3 ■廊百黙 高不 ナデ、ヘラケズリ→ナデ ナ デ ε234

9 上師碁 高イ ナ デ

11 上師挙 高邦 ヘラミガキ、ヨコナデ ナデ、ヘラナデ→ナデ ?

上師番 奏 15_0 218 1 〔屎葛睾移 デ挙体)回転
ハケメ 〔屎影辱蝦

ロクロナデ、テデ

上師器 甕 (12_4) 1昌 1民ラ方雰】卜体)ハケメ
→ナデ (口 )ヨ ヨ ナ デ 国上復元 326( 74-9

第45図 S114竪穴住居跡出土遺物 (1)
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番号 也区・層位 種 別 器 種 ヨ径∞ 嵐径 cn 器高 ctI 残存 外 面 内 面 備 考 登 録 写 真

1 -17 上師益 甑 22 3 322( 76-1

2 SKl 邦 (国 )ヨ コナデ (体)ヘ ラケズリ ヨコナデ、ヘラミガキ D24〔

3 SKユ ■ 断h芸 不 3231 74-7

4 Kl十ヨ乃十財 十 肺 柴 不 (15.5) (63) 卸
ω
(体下 )ヘ ラケズ リ ヘラミガキ (放射状 ) 322イ

5 】Kl、 P2[ 上師器 一霊 (婦 )1/2
(4■〉′ヘケ メー 、́ラ ミガ キ ヘラナデ 74-8

6 SKl 上師器 奏 15 3 1 76-3

7 SKl、 P21 上師器 甕 (日 )1 (国 )ヨ コナデ (体)ナ デ (口 )ヨ コナデ (体)ヘラナデ 76-2

8 SKl、 P21 上師器 甕 1 ヘラナデ

9 SKl、 P19 上師器 甕 と 〔奮:ミヨ募安盲ヽ ナデ ヘラナデ

】K2 上師器 郷 ヨコナデ、ヘラミガキ ガ キ

Kl、 P11+15+船+2 土師器 甕 (■8_0) 1 (口 )ヨ コナデ (体)ヘ ラナデ (口 )ヨ コナデ (体)ヘラナデ 3231 76-4

里土 買恵器 二重 魅 E37 79-13

第46図 Sl14竪穴住居跡出土遺物 (2)
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第47図 Sl14住居跡出土遺物 (3)

S135竪穴住居跡 (第48図 )

【位置】H区東 (C・ D-9・ 10)に位置し、南側が調査区外にかかっている。S114の床面下でほぼ同じ位置で検出

されたことからS114の改築前のプランと考えられ、床面積はS114よ りも小さい。床面のレベルはS114よ りも約17

cln下がっている。

【平面形・規模】平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁340cl■、西壁200cmを計る。

【堆積土】埋土は3層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁7～21cm、 西壁5.5～ 9.5cmである。壁沿いに幅60～ 150

cm、 深さ8～ 10cmの周濤状の掘り方が検出されている。この部分では掘り方上面を床面としている。

【柱穴・ピット】ピットは3基検出された。P-2は位置や規模からみて柱穴と考えられる。
【周濤】周濤は検出されなかったが、北壁の中央部に濤状の浅い凹みがみとめられた。

【床面施設】土坑が3基が検出された。SKlは南半分が調査区外にかかっている。平面形は不整円形を呈するとお

もわれる。東西80×南北50cm以上、深さ47cmを計る。SK2は不整円形を呈し、70× 60cm、 深さ17cmを計る。第48図

2の小重が出土している。底面に径25cm、 深さ20～30cmの ピット2基が検出された。

【出土遺物】堆積土。床面から土師器 (非ロクロ)・ 石製模造品・弥生土器がごく少量出上している。

番 号 也区・層住 種 別 器 種 罠さau 幅nun 享さ nll ヨさg 特 徴 登録 写 真

1 32 礫石 器 転  石 雪鍬の転月か ? 82-7

2 鉄製品 114 N5

壁 中～刊雇劉片石器不定形石器 1_3 黒曜 石 Ka47
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Si35埋土註記表

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、10YR4/2灰責褐色土混入

2層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 炭科物粒子・焼土粒子混入、10YR6/3に ぶい黄橙色土混入

3層 10YR4/4 褐色 シル ト 炭化物粒子混入

S135床面検出遺構観察表

遺構名 平面 形 規模 (cln) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 性 備 考

上坑

SKl 不整 円形 80× (50) -47 4層 10YR6/4にぶい責橙色 シル ト 上層に厚さ l cln程 の10YR4/1褐 灰色上の集積

5層 2 5Y6/4夢 qラててョ 粘質シルト 酸化鉄が斑状に混入

6'膏 2.5Y5/1 1こう〔で二 砂質シルト 酸イと鉄が斑状とこ混入

7層 2 5Y4/2円 ヨラ〔夢q(巳 粘買シルト

SK2 円形 70× 60 -17 1層 10YR3/2月諄勁色 シル ト 炭化物粒子混入

2層 loYR3/3暗福色 シル ト 炭化物粒子混入

SK3 楕円形 60× (60) -16 2_5Y3/2黒褐色 シル ト 焼土粒・炭化物粒混入

膳ッ子下

P-1 円形 24× 24 -5_4 10YR3/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子混入

P-2 不整 形 42× 36 -35 10YR3/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒混入

P-3 円形 25× 22 -20.3 10YR3/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒混入

贔
~/

0                       10Cm

(口 )ヨ コナデ (体)ナデ ヨコナデ、ナデ

第48図 S135竪穴住居跡・出土遺物



Si 15竪穴遺構 (第49・ 50図 )

【位置】H区東 (C・ D-8)とこ位置している。S114を切っている。

【平面形・規模】平面形は不整円形を呈している。規模は、長軸174×短軸170cm、 深さ60cmを計る。

【堆積土】埋土は5層に分けられた。

【壁。床面】壁は緩やかに立ち上がっている。断面形は上端のひらいたU字形で、途中に段がついている。底面は

40X70cmの小さな隅丸方形を呈し、平坦ではなく浅い凹み状になっている。底面からの壁高は約60cm程である。

【出土遺物】堆積土より上師器 (非ロクロ)。 須恵器・鉄製品・石製模造品・管玉・剥片石器・弥生土器が出上して

いる。図示した2点の不は外面に段を持つものであり、 1は内面が黒色処理される。 6は胴部が丸みを持ち、外面

に平行タタキ、内面に当て目が施されており須恵器甕の技法で製作されている。しかし、色調が黄橙色で焼き上が

りが軟質であり、一部に黒斑が認められるものである。13は黒曜石の剣片石器で、両極剣離痕がみられる。

(ラ

PA十

 £F発議J 騨i蹄 卜旦
PA′

Ｄ畔
十
Ａ・‐

S115埋土註記表

層位 土 色 土 性 備 考

la)雷 10YR3/1 黒褐色 シアレト

lb Л目 2 5Y3/2  月髯ネ邑て旦 シル ト 炭化物粒子若干混入

2層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、西壁側に10YR3/1黒褐色がブロック状に混入
3,雷 10YR2/3 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、25Y5/3黄褐色がブロック状に混入
4層 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 2_5Y5/3黄褐色力ゞブロック状に混入

5層 2_5Y3/2  掃亀翠母t シル ト 25Y4/3オ リーブ褐色がブロック状に混入

第49図 S115竪穴遺構平面図・断面図

S116竪穴住居訥 (第51図 )

【位置】H区東 (C-9・ 10)に位置している。南西側およそ1/2が S114に切られている。

【平面形。規模】平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁360cm、 東壁330cmを計る。方向は東壁でN-21°一

Wである。

【堆積土】埋土は4層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁10～ 22cm、 東壁 6～■cmである。

【柱穴・周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。床面は平坦で固くしまっていた。

【出土遺物】堆積土・床面・ピットより上師器 (非ロクロ)。 礫石器・鉄製品。石製模造品・ガラス玉・弥生土器が

出上している。 7の鉄鏃は埋3層から出上している。有茎鏃で長三角形を呈している。長さ4.4cm、 幅2.4cmで、ほ

ぼ完形である。県内での出土例としては、山元町の合戦原遺跡4号住居跡の床面から出上したものがあり、共伴す

る土器から南小泉式期のものとされている (岩見 :1991)。 今回の鉄鏃は住居内からの出土例として希少なものと

なった。
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番 号 也区・層0 種 別 器 種 菫徊icm 器高 ctl 残 存 外 面 内 面 備 考 登録 写 真

1 3層 と師器 郷 (175) 1/4> (体下 )ヘラケズ リ ヘラミガキ、黒色処理

2 里土中・下擢 と師器 不 (14 6) 〔屎;食ヨ房安盲→ヘラミガキ ヘラミガキ 76-6

3 里土上 層 上師誘 養 (口 ヨコナデ (体)ナ デ

4 望土中層 と師基 甕 (17) 1/4> (口 ヨコナデ (体)ヘラナデ 7

5 塁土上 層 甕 (口 ヨコナデ (体)ナ デ (口 )ヨ コナデ (体)ヘ ラナデ

6 1・ 2層 上師器 甕 (S5買 ヨヨナデ (体)平行タタキ ヘラナデ、アテメ 8 76-7

7 里上 貢恵器 蓋 (13 0) (3,7) 1/4> ロクロナデ ロクロナデ E50

8 塁上 上 層 貢恵器 ロクロナデ ロクロナデ、口唇に沈線 E56 79-11

9 里土中・下煙買恵器 ロクロナデ ロクロナデ E46 79-12

塁上 上 層 頁恵器 甕 ロクロナデ ロクロナデ E45 79-14

番号 也区・層

`
種別 器 種 長さm 幅 awll 厚さm 重さg 特 徴 登 録 写真

里土中・下雁次製 品 (34) (22) 1-2 57 キ端欠損 N8 84-4

田製 品 旨玉 23 3 8 1 Fし径大 3_2mnl、 小 1 0mIIl、 濃緑色、片方からの穿孔 Kd75 87-29

旦上中・下雁則片石器 21 6 11.8 桑曜石、長軸両端つぶれ Ka48 88-5

第50図 S115竪穴遺構出土遺物



鬱
_ 7

0                             21n

ドPA′

Sl16〕里土註記表

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/4 暗褐色 シル ト

2,習 10YR3/2 黒褐色 シル ト

3,雷 10 YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト

4層 loYR3/3 暗褐色 シル ト 10YR5/4に ぶい黄褐色混入

≦

◎

CD

伴__「T¬_十耳~rT~FttCm
0            5 cn

番 号 也区・層位 種 別 器 種 口径clnl底径clnI器高cn 残存 外 面 内 面 備 考 登録 写 真

1 ピット4 十 師 祟 不 13.6 72 1 〔屋;民多ケ雰び体)ナデ (口 )ヘラナデ、ナデ、ヘラミガキ 76-8

ピット4 上師群 高不 1 ,331

3 P2 上師基 壺 1 ナ デ 76-9

4 Pユ 壷 11 0 146 1 (口 )ヨ コナデ、ヘラミガ
= 〔屎;奎ご茅今三馬

=本
、ヘラナデ、チデ 77-1

士霊 1 ナデ、ヘラナデ D341 77-2

番 号 也区 。層仁 種 別 器 種 棄さul 幅 Hull 享さ 4ul 垂さ g 特 徴 登 録 写 真

塁上下層 楽石器 審半四十敲 52.2 40.9 268.4 Kd301 82-9

7 3層 次製品 映鏃 4 10 1 宅形 N9 84-6

げラスエ a玉 ミ軸71 石説 A FL径2.5aull、 あい色 ガラス 87-32

第51図 S116竪穴住居跡 。出土遺物



S123竪穴遺構 (第52図)                  .

【位置】H区東 (D-7)に位置しているが、南東コーナーの一部が検出されただけでほとんどは調査区外にかかっ

ていることから竪穴遺構とした。】陣Jを S111に切られている。

【平面形。規模】規模・平面形は不明で、東壁140cmを計る。

【堆積土】埋土は3層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は東壁で約20clnで

ある。

【柱穴・周濤】周濤は検出されなかったが、ピット1基がある。平面形は

径23cmの 円形を呈し、深さは20cm程である。

【出土遺物】遺物は出土しなかった。
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S123埋土誰記表

層位 上 色 土 性 備 考

la層 loYR3/2 黒褐色 シル ト

lb層 2_5Y3/1  要髯瑠巳てヨ シル ト 10YR4/2灰黄褐色土プロック状に混入

2,雷 2_5YR4/3オ リープ褐色 ンクレト loYR3/2黒褐色」ヒブロック状に混入

S123床面検出遺構観察表

違構名 平 面 形 規模 (cln) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 性 備 考

ピット P-1 円形 22〉く22 10YR2/2黒褐色 シル ト

第52図 竪穴住居跡平面図・断面図

Si 31竪穴住居跡 (第53・ 54図 )

【位置】H区東 (D-7・8)に位置しているが、北東側のコーナーの一部を検出しただけでほとんどは調査区外にか

かっている。東側を S114に切 られている。

【平面形・規模】平面形は隅丸方形を呈すると考えられる。規模は北壁180cln、 東壁120cmを計る。

【堆積土】埋土は6層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁約27c14、 東壁約17cmである。

【柱穴・周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

十 D9
SP

S131埋土註記表

層位 土 色 土  性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色
2層 10YR3/3 暗褐色

3a層 loYR4/2 灰黄褐色 炭化物粒子多 く混入、10YR6/1斑状に混入

3b,雷 10YR3/3 暗褐色 炭化物粒子混入

4a層 7 5YR2/2 黒褐色 焼土混層

4b層 10YR4/3 にぶい黄褐色 若干砂質シルト 炭化物粒子混入、10YR3/2ブ ロック状に混入

5層 loYR5/4 にぶい黄褐色
6層 loYR2/3 黒褐色

第53図 Si3 1竪穴住居跡平面図・断面図



【床面施設】床面東壁側に幅約45cmで、深さ4～ 6 cmの浅い帯状の凹みがある。その西側に大部分が調査区外にか

かる土坑がある。平面形は長楕円形を呈すると考えられ、深さは10硼程で浅いがここから区示した遺物が出上して

いる。

【出土遺物】堆積土・床面より上師器 (非ロクロ)。 鉄製品・弥生土器が出土している。第54図 2の重は全体の形状

と口縁部の段の形状から、須恵器逸を模したものと考えられる。

番 号 也区・層価 種 別 器 種 ヨ径 cn 壼径 cn 器高 cII 残存 外 面 内 面 備 考 登録 写 真

1 1 上師暑 一⊆ 彬:将訳現凄】Z斗∵い
)ナデ→ヘラミガキ 77-3

3 土 師碁 壺 岬
ｍ (体上 )ハ ケ メ ー ナ デ (日 )ヨ コナデ、ヘラナデ 77-4

2 土師暑 甕 (口 )ヘ ラ ナ デ ー ヨ ヨナ デ

番 号 也区・層位 種 別 器種 嚢さ血 幅 EUll 厚 さma 董さ g 特 徴 登 録 写真

4 塁土上 層 決製 品 ]子 4 雨端欠損 N17

第54図 Si3 1竪穴住居跡出土遺物

Si 34竪穴住居跡 (第55図 )

【位置】Ⅱ区東 (C・ D-7・ 8)に位置している。S111・ 13・ 15に切られている。

【平面形。規模】規模。平面形は不明である。検出されたのは、南壁60cm、 東壁140cm程度である。

【堆積土】埋土は単層である。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は南壁約 8 cm、 東壁 6～ 9 cmである。

【柱穴。周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【出土遺物】堆積土・土坑より上師器 (非ロクロ)・ 石製模造品・弥生土器がごく少量出上している。図示できる遺

物はない。

【S111・ 34を切る土坑 SKl】検出時はSI■ に伴う土坑と考え調査に入ったが、埋上の状態や壁面の検討によりこれ

らの住居より新しい遺構と判断した。平面形は隅丸方形を呈し、規模は長軸170× 短軸100cm、 深さ60cmを計る。断

面形は逆台形状を呈している。底面に厚さ5～ 7 cmの焼土・炭の集積層が検出された。壁や底面には焼成による赤

変や硬化はみられなかった。
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Si34埋土註記表

層位 土 色 土  性 備 考

1層 2_5Y3/2 黒褐色 シル ト

S111・ 34を切る土坑 (SKl)観察表

遺構名 平 面 形 規模 (cm) 深 さ (cm) 層 位 土 色 土 性 備 考

土 坑

SKl 隅丸 方形 170× 110 -48 1)雷 10YR4/3に ぶい黄褐色 ンル ト 上層に炭化物粒子混入

2'雷 25Y4/4オ リーブ褐色 ンル ト 10YR4/3にぶい黄褐色、ブロック状に混入

3,雷 10YR3/2黒 褐色 ンル ト 東壁側及び下層底面に炭化物粒子混入

4,吾 焼上、炭集積層

第55図 S134竪穴遺構平面図・断面図

S118竪穴住居跡 (第56図 )

【位置】I区 (C-10・ 11)に位置している。北側の大部分をS112・ 17に切られ、さらに天地返しにより床面はほ

とんど残っていない。

【平面形。規模】南西コーナー部と東壁の一部を検出しているが、平面形は方形を呈すると考えられる。残存して

いるのは南壁で180cm程度である。

【堆積土】埋土は単層である。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は南壁12～ 15cm、 東壁7～10側、西壁7～ 16cmである。

【柱穴・ピット】ピットは4基検出された。

【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】北半分をS117に切られているSKlを検出している。平面形は不整円形を呈するとおもわれる。東西

80×南北50cm以上、深さ25甑を計る。埋土下層に厚さ2 cmの炭の集積層があり、遺物の多くはこの下から出土して

いる。

【出土遺物】堆積土・床面・土坑より上師器 (非ロクロ)・ 須恵器・石製模造品が出上している。 1は内面黒色処理

の不である。
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層 位 土 色 土  性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

S118床面検出遺構観察表

遺構名 平 面形 規模 (cm) 深さ (cm) 層 位 土 色 土 性 備 考

土 坑 SKl (不整 形 ) 80× (50) 10YR3/2黒褐色 シル ト 埋上下層に厚 1～ 2 cm程の炭集積層

柱 穴
(ピット)

P-1 隅丸 方形 20× 28 -50.2 10YR3/2黒褐色 シ,レ ト 炭化物粒子混入

P-2 長楕円形 20〉〈30 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

P-3 円形 22× 23 -18.2 loYR3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

P-4 円形 22× 26 loYR3/2黒褐色 シル ト 炭化 物 粒 子混 入

P-5 不整 方形 50× 50 10YR3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

0                         10cm
|

番 号 也区・層 d 種 別 器 種 口 径 cn 希高 cn 残 存 外 面 内 面 備 考 登録 写真

1 SKl L師器 不 ヨコナデ→ヘラミガキ ヘラミガキ、黒色処理

2 +3+5+6+ と師器 甕
(四 )ヨ ヨ ナ デ ー ヘ ラ ミガ キ
く体 )ナ デ ト ヘ ラ ミガ キ (日 )ヨ コナデ (体)ナ デ

3 P2+4 L師器 甕 (回 )ヨ ヨナデ (体)ナ デ (日 )ヨ コナデ (体)ヘラナデ 77-7

第56図 S118竪穴住居跡・出土遺物

S119竪穴住居跡 (第 57・ 58図 )

【位置】 I区 (B・ C-11～13)に位置している。SK21・ 22・ 27・ 28に切られ、さらに天地返しにより床面はほと

んど残っていない。

【平面形・規模】ピットが径 4mの規模で円形に巡っていることから住居跡と認定したが、平面形・規模は不明で

ある。

【堆積土】埋土は3層に分けられた。

【壁・床面】壁・廉面はほとんど残っていない。東西方向に走る天地返しの間に細長く帯状に残った部分の断面に

に壁の立ち上がりとみられるラインがある。

【柱穴・ピット】ピットは17基検出された。位置や規模からP-3・ 9。 15が柱穴となる可能性がある。
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S119埋土註記表

層 位 土 色 土  性 備 考

1,雷 10YR2/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、特にベル ト東側で多く含む

2層 loYR3/2 黒褐色 シアレト 炭化物粒子若干混入

3層 25Y3/2 黒褐色 シル ト 10YR2/2黒褐色上をブロック状に混入

S119床面検出遺構観察表

違構名 平 面形 規模 (cm) 深 さ (cm) 層 位 土 色 土 性 備 考

土 坑 SKl 不整 形 106× 80 -84 10YR2/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子混入、SK27に 切られている

柱 穴

(ピット)

P-1 楕 円形 28× 22 -32 8 loYR3/1黒 褐色 シル ト

P-2 楕円形 25× 21 -38_8 10YR2/1黒 褐色 シル ト P-3を切る

P-3 隅丸方形 42× 35 -27.9 10YR3/2黒 褐色 シアレト

P-4 円形 30× 30 -47 9 10YR3/2黒 褐色 シル ト P-5を切る

P-5 不整 方形 42× 30 -44 5 loYR3/2黒 褐色 ラつレト loYR5/6黄褐色土がプロック状 |こ混入

P-6 円 形 32× 30 -28 4 10YR3/2黒褐色 シル ト

P-7 円形 28× 28 -45 2 loYR2/2黒 褐色 シアレト

P-8 長楕円形 52× 30 -40 9 10YR2/2黒 褐色 シアレト P-9を切る

P-9 円 形 40× 35 -719 loYR2/2黒 褐色 シアレト

P― 0 楕円形 28× 24 -23 3 10YR2/2黒褐色 ラつレト 炭化物粒子混入

P一 円形 45× 45 -6.8 10YR2/2黒褐色 シル ト 10YR5/6黄褐色土がブロック状に混入

P一 2 円形 18× 15 -126 10YR3/2黒褐色 シル ト

P― 3 楕円形 30× 22 -366 10YR3/2黒 褐色 シアレト

P― 円形 30× 28 -29 3 10YR3/2黒褐色 シル ト

P一 5 楕円形 55× 40 -292 10YR3/2黒褐色 ラつレト

P一 6 不整 円形 40× 26 -227 10YR3/2黒褐色 シル ト P-17を切る

P― 7 不 整 形 36× 30 -23 8 10YR3/2黒 褐色 シル ト

第57図 S119竪穴住居跡平面図・断面図



【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】SK27に切られているSKlを検出している。平面形は不整方形を呈するとおもわれる。東西106×南北

80cm、 深さ8 cmを計る。

【出土遺物】堆積土・床面より上師器 (非ロクロ)。 須恵器・礫石器
。石製模造品・剣片石器・弥生土器が出上して

いる。第58図 6は黒曜石の剣片石器である。周縁に二次加工が施されている。

0                       10cm

番 号 咆区・層 4 種 別 器種 口 径 cn 器高 cn 残 存 外 面 内 面 備考 登 録 写真

1 末直 上師審 不 (口 )ヨ コナデ (体)ヘラミガキ (口 )ヨ コナデ (体)ヘラミガキ

2 P2 上師碁 高イ 1/2 キ
キ
ガ
ガ
ミ
ミヽ
ラえ●

3 末直 上師基 甑 ナデ、ヘラケズリ ケヽメ→ナデ、ヘラケズリ

4 末直 上師基 甑 ナ デ ヘラナデ

番 号 地 区・層仁 種 別 器 種 屍さ nu 幅 mll 享さ ntr 董さ g 特 徴 登録 写 真

5 ピット3 築石器 昏石 Kd31(

末直 則片石器 スクインパー 黒曜石 Kall

第58図 S119竪穴住居跡出土遺物

S121竪穴住居跡 (第59図 )

【位置】 I区 (B-12・ 13)に位置している。

【平面形・規模】ピットの配列と焼上、遺物の出土状況などから住居跡と認定した。規模・平面形は不明である。

【堆積土】埋土はほとんど残っていない。

【壁。床面】天地返しの影響により壁・床面はほとんど残っていない。

【柱穴・ピット】ピットは5基検出された。

【周濤】周濤は検出されなかった。

S121床面検出遺構観察表

遺帯名 平面 形 規模 (cm) 深 さ (cm) 層 位 土 色 上 性 備 考

土 坑 SKl 不 整形 33× 30 25Y3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入

i:ッ容

P-1 楕 円形 11× 18 10YR3/1 黒褐色 シル ト

P-2 隅丸 方形 11× 14 10YR2/2 黒褐色 シル ト

P-3 円形 12× 12 -23 7 10YR2/2 黒褐色 シ/ル ト

P-4 不整 形 33)く 30 -37 2 10YR3/2 黒褐色 シアレト loYR6/6朔黄褐色ブロック状に混入

P-5 円形 10× (10) 10YR3/1 黒褐色 シル ト

焼 土 焼 ± 1 隅丸 方形 110× 68 -5 0 5YR3/2 暗赤褐色 シル ト 骨 片
焼 ± 2 不整 円形 60× 45 10YR3/2 黒褐色 シル ト 焼 土混 入



【床面施設】焼土遺構2基と上坑 1基を検出している。焼±1は隅丸方形のプランを呈し、南北110×東西65cmを計

る。焼± 2は不整円形のプランを呈し、南北55× 東西45cmを計る。

焼± 1の西側で SKlを検出した。平面形は不整形を呈するとおもわれる。南北55×東西65cm、 深さ15cmを計る。

第59図 4の上師器の甕が土坑内北壁側から出上している

【出土遺物】堆積土・床面より土師器 (非ロクロ)。 石製模造品・弥生土器が出上している。
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S121出 土遺物観察表 (第59図 )

番号 也区・層 4 種 別 器 種 口径 cr 葺径 cm 器高釦 残脊 外 面 内 面 備 考 登 録 写 真

1 P-2 +ARI基 イ t屎;ラ弄

`お
,又テ
=痣
ラミガキ (El)ヨ

ヨ ナ デ
(体)ナ デ ー ヘ ラ ミガ キ く放 射 状 ) 357(

2 J5+6+床 E 上師碁 高不 1 〔爾:ミ多て雰
=ヘ

ラミガキ、ナデ Γ55]

3 P-6 上師掛 高野 ヘラナデ、ヨコナデ 77-8

4 P-9 甕 則
∩
(口 )ヨ コ ナ デ
(体)ハ ケ メ 、 ナ デ 、 ヘ ラ ミ ガ キ

(田 )ハ ケ メ ー ヨ ヨ ナ デ
(体)ハ ケ メ 、 ナ デ

末直 観 ナ デ ヘラナデ ? ナデ
塁土 +P3 +師基 賓 ヨ ヨ ナ デ (日 )ヨ ヨナデ (体)ハケメ、ナデ

S124竪穴住居跡 (第60図 )

【位置】 I区 (C-13・ 14)に位置している。南半部分が調査区外にかかっている。

【平面形・規模】北半部分の壁の一部と考えられるプランが検出されたことや、焼土遺構などから住居跡と認定し

た。平面形は方形を呈すると考えられる。方向は東壁でN-13°一Eである。

【堆積土】埋土は2層に分けることができた。

【壁・床面】北。東・西壁を検出しているが、西壁の方向が西側にひらいており住居跡のプランを反映しているも

のか不明である。残存する壁高は、それぞれ5～ 8 cm程度である。天地返しの影響により床面はほとんど残ってい
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S124埋土註記表

酒
隠
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Ocm

層 位 土 色 上  性 備 考

1 10YR3/2黒 褐色 ラつレト 炭化物粒混入

2 10YR2/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子混入、下層中央部に焼土粉混入、10YR6/3にぶい黄橙プロック状に混入

S124床面検出遺構観察表

遺構名 平 面 形 規模 (cm) 深 さ (cm) 層 位 土 色 土 性 備 考

P-1 円形 34× 32 10YR2/2黒 褐色 シル ト 炭化物混入、焼土粒混入

P-2 円形 44〉〈50 10YR3/2黒 褐色 ンル ト 炭化物粒子混入

P-3 円 形 20× 20 10YR3/1黒 褐色 シル ト 炭化物粒子混入

焼 土 不整形 75× 45 1,雪 10YR3/2黒 褐色 ラつレト 炭化物粒子混入

2層 2_5YR3/4暗 赤褐色 焼土層

第60図 S124竪穴住居跡・出土遺物

番号 也区・層ヽ 観 」 器 種 葺径cn 晩存 外 面 面内 備考 登 録 写 真

1 【区、埋下拒土師器 壷 ? (口 )ヨ コナデ (体)ナデ ヨコナデ

番号 lt区・層0 種別 器 種 柔さ ald 幅 IIull 事さm 重さ g 特 徴 登 録 写 真

2 百製品 防錘草 25.5 Kd12〔 83-9



ない。

【柱穴・ピット】ピットは3基検出された。P-3は SK23に切られ、底面がわずかに残っている。

【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】想定される床面のほぼ中央で焼土遺構を検出した。楕円形のプランを呈し、南北75×東西45cmで浅い

掘り込みをもっている。

【出土遺物】堆積土より上師器 (非ロクロ)・ 石製品・石製模造品が出上している。

S126竪穴住居LTI(第61～64図 )

【位置】I区 (BoC-14)に 位置している。S120を切っている。東半部分が調査区外にかかっている。当初 S120の

プランを検出し調査に入ったが、途中で主軸方向を異にするS126のプランが検出され、調査区壁の断面等を検討し

たところ新旧関係が逆であると判断された。

【平面形。規模】平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁200cm、 西壁420cmを計る。方向は西壁で N-32° 一

Wで ある。

【堆積土】埋土は7層に分けることができた。

【壁・床面】西壁と南・北壁の一部を検出している。残存する壁高は、北壁3～ 20cm、 西壁4.5～ 15cm、 南壁約14cm

程である。床面はS120の床面よりも8 cln下がる。床面全体から炭化物・焼上が検出され、多くの遺物はこの中から

出土している。床面壁側の幅50～ 100cmの範囲をのこして中央部に灰白色粘土による貼床が検出された。

【柱穴・ピット】ピットは北西コーナー部で1基検出された。70× 50cmの楕円形を呈し、深さは35cmである。位置

的にみて柱穴である可能性がある。

【周濤】周濤は検出されなかった。
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第61図 S126竪穴住居跡平面図・断面図
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【出土遺物】S126と 20は重複しており、当初は切合い関係を逆にとらえたため遺物の取り上げで混乱した面もあり、

両者で接合している遺物もある。そのようなものについては、大部分の破片が出上した遺構に所属させた。

堆積土・床面 。土坑より上師器 (非ロクロ)・ 鉄製品。剣片石器・礫石器が出上している。土師器には器形が復元

できるような大きな破片が多い。第63図11は無底の甑である。内外面の調整はヘラナデとして表現しているが、砂

粒が動くくらい強いものもあり、ヘラケズリとしてもおかしくない。仕上がりが平滑な点とヘラの当たりが見られ

ることからヘラナデの表現にしている。第64図 5は黒曜石の剣片石器で、一部につぶれた部分があることから、ピ

エス・エスキーユの可能性がある。

S1261塁土註記表

層位 上 色 土 性 備 考

Ia層 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色土 シル ト 耕作上

Ib層 10YR3/3 暗褐色土 シル ト Ia層上がプロック状に混る
H層 loYR4/3 にぶい黄褐色上 シル ト 天地返層 基本層

Ⅲ層 loYR3/2 黒褐色土 シル ト 10YR2/2黒褐色土がプロック状に混る

IV層 10YR3/4 暗褐色土 シル ト 10YR3/1黒褐色上が斑状に混る

V層 2_5Y4/3 オリーブ褐色 シル ト

1層 10YR3/1 黒褐色土 シアレト 炭化物を多 く含む

2a層 10YR4/3 にぶい黄褐色土 シル ト 炭化物混入

2b層 10YR3/3 暗褐色土 シル ト

3層 2.5Y3/3 暗オリーブ褐色土 シル ト

4層 10YR3/1 黒褐色土 シル ト 炭化物の集積層、土器を多 く含む

5a層 10YR4/2灰責褐色土 シフレト 戊化物を多 く含む

5b層 10YR4/2 灰黄褐色土 シル ト 10YR6/3にぶい黄橙色とが混る

6a層 10YR4/2 灰黄褐色土 シル ト 炭 化物粒 子混 入

6b層 2.5Y3/2 黒褐色土 シル ト 炭 化物粒 子混 入

6c層 10YR3/2 黒褐色土 シル ト 炭化物粒子混入

7a層 loYR7/1 灰白色土 粘質シル ト

7b層 10YR4/1 褐灰色土 ラつレト 下層部に炭集積層、炭化物混入

7c層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 災化物粒子混入

S126床面検出遺構観察表

通情名 平面形 規模 (cln) 深 さ (cln) 層 位 土 色 土 性 備 考

土坑 SKl 精円形 2.5X(38) -33 5 la層 2_5Y5/1黄灰色 シル ト

lb層 2_5Y3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、25Y4/3ブ ロック状に混入
2層 2.5Y3/1黒イ母色 シアレト 2_5Y4/1責灰色斑状に混入

柱穴 P-1 円形 26× 35 -36.2 1層 10YR3/2黒 褐色 シル ト

2層 loYR3/2黒 褐色 シル ト 10YR5/1褐灰色斑状に混入

3層 25Y3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、下層部に2.5Y6/2斑 状に混入
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番号 也区・ 層 4 種 別 器 種 口 径 cn 残存 外 面 内 面 備 考 登飼 写真

l P7+11+15 高郷 23 3 (19.2) 17 0 :衝;食夢昌雰車、ョョナデ (房の ヘ ラ ナ デ ー ナ デ 、 ヨ ヨ ナ デ
78-2

2 】dP15+16+1

昴 S126 SKI Pl
脚)飢20P3

(杯 )S126 Pl

高イ 14_0 13,9 〈杯 ‐月却)ヨ ヨ ナ デ 、 ナ デ 〔衝:昇昇市棄レ李耳、ョョナデ 78-3

3 高不 15_0 15_0 1 (杯 )ヨ コナデ、ナデ ? (イ )ヨ コナデ、ナデ ? 78-4

4 上師暑 高不 79 (,n l (不 )ヨ コナ デ、 ヘ ラ ミガ キ

5

'126P7
上師器 高郷 84) ヘラミガキ ヘラミガキ

6 ,K l P17 上師器 高郭 (国 )ヨ ヨナデ (体)ヘラミガキ

7 5 上師器 高 不 (150) ヘラミガキ、ヨヨナデ→ヘラミガキ 78-5

8 )126P7 上師孫 高 不 (191) ヨコナデ、ヘラミガキ ナデ、ヨコナデ

9 土 師器 高イ 133 1 ヘラミガキ ヘラナデ→ナデ、ヨコナデ

土師器 高杯 1 ナ デ ヘラナデ

土師器 郷 (144) (50) (60) (口 )ヨ コナデ (体)ヘラケズリ (口 )ヨ コナデ (体)ナ デ ε36( 78-6

土師器 壺 1 78-7

】Kl 土師器 一霊 ヨ コ ナ デ ヘラナデ→ヨヨナデ

第62図 S126竪穴住居跡出土遺物 (1)
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番号 地区・層 ti 種 別 器 種 ヨ宿邑cコ 器高ca 残 存 外 面 内 面 備 考 登録 写 真

l P7+P15 ■肺 基 不 13_2 (口〉ヨコナデ (体)ヘラケズリ (口 )ヨ コナデ (体)ヘ ラナデ 388ィ 79-1
2 P3 上師群 邪 14.0) 〔屎;具夢ケ雰,全えうで芽キ ヘラミガキ

3 P8 上師基 高邪 1/4> ナデ→ヘラミガキ ヨコナデ→ヘラミガキ

4 十P,6+床直 上師基 高郵 21 7 ヨコナデ→ヘラミガキ ヨコナデ→ヘラミガキ 79-2
5 と師群 高 イ (18 6) ヨコナデ→ヘラミガキ ヨコナデ→ヘラミガキ

6 P9+床直 と師番 高 イ 19 4 ヨコナデ→ヘラミガキ ヨコナデ→ヘラミガキ 79-3
7 1 上師基 高不 (16_4) ヘラミガキ ヨ コ ナ デ

8 3 上師器 高不 (16 7) 3 ヘラミガキ、ヨヨナデ→ヘラミガキ ナデ、ヘラケズリ、ヨコナデ

9 土師 器 奏 (16.0) 4 (日 )ヨ コナデ (体 )ヘラケズリ? 屎;,多
ナデーヨヨナデ

末直 上師器 甕 ナ デ (口 )ヨ コナデ (体)ヘ ラナデ

-15 上師継 甑 26_2 25_8 1 (日 )ヨ コナデ (体 )ヘラナデ、ナデ 見:具ヲケ雰丁体)ヘ
ラナデ 79-4

第63図 S126竪穴住居跡出土遺物 (2)
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番号 也区・層d 種 別 器 雹 ¬好 4vnl虚体 介m嬰 言 rコ 残 存 外 面 内 面 備 考 登録 写 真

1 上師暑 甕 (17 0) (口 )ヨ コナデ (口 )ヨ コナデ (体)ヘ ラナデ

2 土師器 甕 15 5 1 (日 )ヨ ヨナデ (体 )ハケメ→ナデ (日 )ヨ コナデ (体)ハケメ

番 号 也区・層ヽ 種 別 器種 罠さala 幅ml 享さ画 重さ g 特 徴 登 録 写 真

3 染石器 砥石 42 7

0                       10cm

墨  5

卜 ¬ 一 ¬ 一 す ― す ― 引

Cm

4

0
Cn

番 号 也区・層

`
翻 」 器 種 ヨ径 cn 諄イエ付 器高cn 残存 外 面 内 面 備考 登録 写 真

1 末直 上師番 甑 ? (日 )ヨ コナデ (体)ナ デ (日 )ヨ コナデ (体)ヘ ラナデ

2 P16 上師器 甕 1

3 3K2 上師器 甕 (17_3) (口 )ヨ ヨナデ (体)ヘラナデ (日 )ヨ ヨナデ (体)ヘラナデ

番号 地区・層t 准三男」 器 種 長さHu 幅 DHll 軍さm 重さ g 特 徴 登録 写 真

4 次製 品 7 キ端欠損 N13

5 末直 期片石器 ピエス・エスキーユ? 24 2 11_7 黒曜石 Ka12 88-7

第64図 S126竪穴住居跡出土遺物 (3)



S120竪穴住居跡 (第65図 )

【位置】I区 (BoC-13・ 14)に位置している。床面のほとんどをS126に切られている。東半部分が調査区外にか

かっている。

【平面形。規模】平面形は方形を呈すると考えられる。規模は北壁120cm、 西壁260cmを計る。方向は西壁でN-11° 一

Eである。

【堆積土】埋土は2層に分けることができたが、S126や他の遺構に切られほとんど残っていなかったことから図化

はおこなわなかった。

埋 1層 2.5Y3/3暗オリーブ褐色 シルト

埋 2層 2.5Y3/2黒褐色 シル ト

【壁・床面】西壁と南・北壁の一部を検出している。残存する壁高は、北壁 6～10cln、 西壁7～ 10cln、 南壁約 7 cm程

である。S126や中近世の遺構と天地返しにより床面はほ

十B15   
んど残っていない。

【柱穴・周濤】柱穴・周濤は検出されなかった。

【出土遺物】 堆積土・床面より上師器 (非ロクロ)・石
製模造品。弥生土器が出上している。

第65図 S120竪穴住居跡平面図

②竪穴住居跡。上坑出土石製模造品 (第66・ 67図/第 3～ 6表 )

30次調査では竪穴住居跡から127点、土坑などから107点、合計234点の石製模造品が出土している。その内訳は、

竪穴住居跡から剣型 9点 。円板型14点 。勾玉型 4点 。臼玉100点、土坑などからは剣型 2点・円盤型 3点・勾玉型 1

点・ 臼玉101点 となっている。 (第 3表 )

石製模造品はほとんどの竪穴住居跡から出上しているが、S15・ 6・ 7・ 17か らの出土が多い。

土坑については、SK38か ら臼玉が84点出上している (写真85)。 調査中に臼玉が集中出上したことから埋上を採

取し、舗を使って水洗選別を行なっている。この土坑については、調査区外にかかることから全体の4/1程度しか調

査していない。遺構の性格を考えるうえでは出土状況について、埋土中～下層において一部並ぶようにして出上し

たという発掘者の報告があつた。

分 類 臼玉を除いて、分類は平面形態でおこない、それぞれタイプ別に分類されたうちの良好な資料を図示し
ている。残りのものについては集計表を参照されたい。

【剣 型】竪穴住居跡から9点、土坑などからは2点出上している。
A類 :細長い五角形状を呈するもので、飼が作出されているもの。

Ａ

と

―



B類 :細長い五角形状を呈するもので、鏑が作出されていないもの。

C類 :側辺が明確な屈曲点をもたずに湾曲し長楕円形状を呈し、鏑が作出されていないもの。

D類 :細長い三角形状を呈するもので、鏑が作出されていないもの。

竪穴住居跡・土坑ともに、A類がそれぞれ 5点 。2点 と全体の過半数を占めている。

【円板型】竪穴住居跡から14点、土坑などからは3点出上している。

平面形態でみると、ほぼ正円形を呈するもの、楕円形を呈するもの、隅丸長方形を呈するものがあるが、ここで

は孔の数によって分けている。

A類 : 双孔   B類 : 単孔  C類 : 孔無

竪穴住居跡・土坑ともに、A類がそれぞれ 9点 。1点、B類が 5点 。2点 となっている。

【勾玉型】竪穴住居跡から4点、土坑などからは 1点出上している。

A類 :断面形が平板なもの

B類 :断面形が楕円形のもの

【臼玉】竪穴住居跡からは100点、土坑などからは101点出上している。遺構別出土状況でみると、調査区外にかか

り完掘していない SK38か ら84点出上している。

遺構と石製模造品の関係 住居跡から出上した石製模造品の組合せでみると次のようになっている。

(a)剣十円板      S101・ 13

(b)剣十円板十勾玉   S102

(C)円板十勾玉     S117

(d)剣十勾玉      S114

(e)円板のみ      S115。 18・ 21・ 26・ 32・ 35

(f)剣のみ       S105・ 06・ 07

多量の臼玉が出上した SK38土坑からは、剣型 (A類)2点が出土している。

種別

遺構名

円 板 父」 形 勾玉形 ウス玉

備  考
種 別

遺構名

円 板 剣  形 勾玉形 ウス玉
備  考

双孔A 単孔B 孔祭C C D B A C A C D B

竪
穴
住
居
跡

・
竪
穴
遺
構

S101 1 ユ 1 4

1 ユ ユ 1 S128 1

1 S132 ユ 8

S106・ 07 2 16 S134 3

S135 ユ 4

S109 4

土

SK17 2

2 SK19 1

4 SK21 I 1

S112 SK22 5

2 2 7

坑

SK23 3

2 8 SK24

1 管玉 1 SK28 3

1 ガラス玉 1 SK38 管玉 1

Sl17 2 l 1

濤

跡

1 1

1 SD02 1 1

4 SD08 1

5 SD09

2 2 SD10

S122 1 SDll 1

S124 6 SD12 1

2 ガラス玉 1 SD14

1 2

第 3表 石製模造品遺構別集計表
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第67図 石製模造品 (2)
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石製模造品観察表 (第66・ 67図 )

番 号 地区・層位 分 類 巽さ atl 幅 II l l 享さ Hu 董さ
g 特 徴 登 録 写真

1 S114カ マ ド底面 黛」形A 70 6 毛形 Kd71 85-1

鴬」形A 45.3 22 4 毛形 Kd101 85-2

3 3K38 ミuttA 45 0 毛形 Kd284 85-3

4 3K38埋土 ミJttA 36.3 改損 Kd182 85-4

5 電UttA 28.2 23 9 炭損 Kd60 85-5

6 3117床直 鶯」形A 34 0 まぼ完形 Kd80 85-6

7 】D025層 黛」形B 48.9 18_3 七形 Kd18〔 85-7

8 )105 黛」形A 毛形 Kd18 85-8

9 負UttA 314 30 5 政損 Kd72 85-9

S113埋土 上 層 鶯」形 A 2.7 ほぼ完形 Kd59 85-10

S101埋土 黛リレB 42.5 22 9 毛形 Kd3 85-11

SD01 黛」調レB 48,2 23 8 78 毛形 (d18` 85-12

elltt B 46 0 ほぼ完形 【d10イ 85-13

3X02埋土 (炭内) 剣形 B 25.5 ほぼ完形 Kd6 85-14

3106・ 07 父」テE夕D 53.0 27_5 花形 Kd35 85-15

3106・ 07 剣形D 50 5 34 9 ほぼ完 形 Kd36 85-16

17 ¬板A 37_0 完形 Kd10η 85-17

312 2提雪 IJttA 27_5 26.0 完 形 Kd19遷 85-18

13板A 20 2 22 6 走形 Kd132 85-19

S121ピ ット4 13板A 30 0 政損 (d12C

S115埋土中～下層 ヨ板A 20.9 41 完 形 Kd74 85-21

S121 ・3板A 20_0 2.7 完形 くdll 85-22

3101埋土 弓板 A 27 2 炭損 Kd2 85-23

う132埋土 中層 ¬板 B 23 8 24 5 毛形 Kd89 85-24

S113 2層 ヨ板 B 17 9 茂損 Kd58 85-25

H3板 B 21.2 23 毛形 (d154 85-26

3D0210層以下 羽板 B 22 8 花形 85-27

3113床直 ・3板 B 16 3 毛形 Kd57 85-28

3117床直 雪製品 27.1 政損 Kd79 85-29

3K21 ]板A 波損 Kd211 85-30

3K38聖ヨ」[ 弓板(不明) 03 茨損 Kd20

3117 u玉形B 59 0 24 3 走形 Kd10C 85-32

苛玉形A 42.2 完 形 Kd69

)1l II層 守玉形A 36.9 18.7 定形 Kd197 85-34

)D013層 町玉形 B 24 2 10 5 走形 Kd185 85-35

〕102床直 旬玉形B 7.5 毛形 Kd7 85-36

芍玉形A 茂損 Kd70 85-37



登録番号 地区・層位 分  類 長I IIl 幅山 厚II 重 g 特 徴 図 写真 登録番号 地区・層位 分 類 長II m 幅mm 厚 IItt 重 g 特 徴 図 写真

S101趾 白  玉 完形 Kこ 63 臼 玉 完形

Kd2 S101趾 円板 A 破損 Kd64 臼 玉 完形

S101〕堅と」三 剣形B 22 9 完形 【d65 S■ 4 SK02 臼 玉 16 0ユ 完形

Kd 4 SI02周辺 完形 完形

SI02埋土 円板 A 破 損 臼  玉 完形

Kd 6 SI02既 剣形B ほぼ完形 【d68 S114床直 自  玉 破損

SI02床直 勾玉形 B 完形 Kd69 勾玉形A 完形

SI05カ マド 完形 勾玉形 A 破損

S105趾 臼  玉 36 完形 Kd71 S114カマド底面 剣形A 完形

Kd10 SI05カ マド 臼  玉 13 ほぼ完形 Kd72 剣形A 破損 60- 9

Kd■ SI05床直 自 玉 完形 飢54LTeTR 円板A 35 完形

Kd12 SI05 SK3 自 玉 ほぼ完形 SI15増艶杵 稲 石  蒻 03

Kd13 SI05 SK3 完形 S117床 直 円板 A 破損 66-29

Kd14 S105埋上上面 自 玉 完形 Kd80 S117床 直 剣形 A ほぼ完形

Kd15 鋭05埋土上面 白 玉 完形 Kd85 S117埋土 石  材

Kd16 SI05埋土上面 臼  玉 完形 Kd38 S125 自 玉 破損

S102壁 破損 Kd89 S132埋上中層 円板 B 完形

Kd18 S105選Lと 剣形A 完形 完形

Kd19 SI06・ 07埋土 臼 玉 完形 S1174L 臼  玉 完形

Kd20 SI06・ 07姓 白 玉 完形 S117床下 臼  玉 56 完形

Kd21 S106・ 07 白 玉 完形 Kd94 Sl17SKIF■ tf7H 臼  玉 完形

S106・ 07進陛土 臼  玉 完形 Kd95 Sl17床 FR11 臼  玉 破損

【d23 S106・ 07埋土 臼  玉 02 完形 Kd96 S117ピ ット 臼  玉 完形

Kt124 SI06・ 07埋土 白  玉 完形 Kde7 S117膵耳鞍Щ証坑 臼 玉 完形

S106・ 07速とと 臼 玉 完形 S1171～3層 臼  玉 20 完形

S106・ 07迪陛上 白 玉 完形 S117床直 自  玉 32 完形

Kd27 S106・ 07趾 完形 ほぼ完形

SI06・ 07趾 臼 玉 10 破損 KdiOl 臼  玉 完形

Kd2つ S106・ 07既 臼  玉 40 40 01 完形 Kdi02 臼 玉 完形

S106・ 07増陛土 臼  蓋 完形 Kdi03 白 玉 完形

S106・ 07 臼  玉 13 完形 Kd104 剣形 B ほぼ完形

Kd32 S106・ 07 臼  玉 完形 剣形A 完形 66- 2

S107埋土 臼 玉 完形 【d106 S117 勾玉形 B 完形

Kd34 臼 玉 ほぼ完形 円板A 完形

Kd35 剣形 D 53 0 70 完形 66-15 Kd18 Sl19 1層 自 玉 完形

S106・ 07 剣形 D 34 9 ほぼ完形 【diOe S119床直 白 玉 01 完形

Kd38 S109 臼  玉 完形 S119ピ ット15 01 破損

Kd39 自 玉 完形 Kdlll S119ピ ット15 臼  玉 破損

Kd40 SI1 9(S110ユ ) 白 玉 完形 Kdl12 臼  玉 完形

Kd41 SI09 臼  玉 40 18 01 破損 Kd■ 3 臼 玉 ほぼ完形

S110 SK01 臼  玉 完形 自 玉 完形

Kd44 自  玉 破損 破損

Kd45 Sl12掘 り方 臼 玉 完形 KdH6 S120 臼  玉 破損

Kd46 臼 玉 01 完形 Kd■ 7 S121床 直 臼 玉 ほぼ完形

Kd47 S11つ 床直 臼  玉 01 完形 KKI■ 8 SI,1床 直 白 玉 完形

S112床直 臼 玉 完形 S121 円板 A 完形

【d50 S113魁 臼  玉 完形 S121ピ ット4 円板A 破損

Kd51 白 玉 23 完形 Kd121 S122床 直 臼  玉 完形

Kd52 臼 玉 01 完形 Kd122 白 玉 完形

【d53 自  玉 破損 Kd123 S124 白 玉 完形

臼 玉 完形 S124 白 玉 01 完形

【d55 S113床直 完形 S124 完形

Kd56 S113床面ピット 自 玉 完形 S124床直 臼  よ 完形

KK157 S113床 直 月板 B 13 完形 Kd127 S124 臼 玉 完形

Kd58 S1132層 HttB 24 8 破 損 Kd12つ S125 臼 玉 ほぼ完形

S113瑠陛上 剣形A ほぼ完形 S126床 直 白 玉 ほぼ完形

Kd00 剣形 A 破損 S126床 直 完形

Kd61 臼  玉 完形 Kd132 S126 円板 A 完形

臼  玉 完形 Kd133 S126外 石製品

第 4表 石製模造品集計表 (1)



登録番号 地区・層位 分  類 長画 幅 dB 厚剛 重 g 特 徴 図 写真 登録番号 地区・層位 分 類 長 ald 幅mm 厚Em 重 g 特 徴 図 写真

Kd134 S127 臼  玉 完形 Kd198 C-12H層 円板 A 完形

完形 Kd199 I区 臼  玉 完形

Kd136 臼  玉 完形 Kd200 I ttII層 臼  Ж 完形

Kd137 臼 玉 完形 II区表採 完形

Kd138 S128 白 玉 完形 Kd202 m区 臼  ふ 完形

自 玉 完形 mttI層 石  材

Kd140 完形 SK38埋上 円板(不明) 破損

Kd141 白 玉 完形 白  玉 破損

Kd142 S132埋土 白 玉 28 完形 Kdワ11 SK21 円板A 破損

Kd143 S132 臼  玉 23 完形 Kd212 SK22 臼  玉 完形

Kd144 S132 SK02 完形 Kd213 SK22 臼  玉 完形

Kd145 S132 臼  玉 完形 Kd214 SK22 臼  玉 37 01 完形

Kd S132 臼 玉 完形 臼  玉 01 完形

Kd147 S134 臼  玉 完形 SK22 完形

S134 4LE 白 玉 ほぼ完形 SK23 白  玉 ほぼ完形

Kd149 S134埋士」 膏 完形 Kdワ 18 SK23 自  玉 完形

Kd150 S186掘 ,方ピッh5 臼  玉 ほぼ完形 Kd219 SKつ 3 臼  玉 完形

Kd151 S136掘 ,方ウト11 臼  孤 46 完形 Kd220 37 完形

Kd152 S135 臼  玉 完形 Kd221 自  玉 完形

Kd153 臼  玉 完形 SK28 臼  玉 完形

Kd154 S135 円板 B 完形 SK28 白  玉 完形

Kd158 SK38埋土 白 玉 完形 Kd224 SK28 白  玉 完形

SK38連土 白 玉 完形 Kd226 SK38 完形

SK38を吐 白 玉 完形 SK38 臼  玉 完形

Kd161 SK38契壁と 完形 SK38 臼  玉 完形

Kd162 SK38埋土 臼  丞 完形 SK38 臼 玉 完形

Kd163 SK38歯壁上 自  玉 完形 SK38 白  よ 01 完形

Kd164 SK38埋土 臼  玉 ほぼ完形 Kd23ユ SK38 臼  玉 完形

SK38理登土 臼 玉 01 完形 Kd232 SK38 白  玉 完形

Kd166 SK38理土 臼  玉 完形 Kd233 SK38 臼  玉 完形

SK38駐 臼 玉 完形 Kd234 SK38 臼  玉 完形

【d168 SK38趾 白 玉 完形 臼  玉 完形

SK38既 臼  K 完形 【d236 SK38 自  玉 ほぼ完形

Kd170 SK38既 白  玉 完形 Kd237 SK38 白  玉 ほぼ完形

Kd171 SK38理土 完形 SK38 臼  玉 完形

SK38疑 臼 玉 ほぼ完形 Kd239 SK38 臼  玉 完形

Kd173 SK38既 白 玉 完形 臼  玉 0] 完形

Kd174 SK38埋土 臼  玉 完形 SK38 完形

Kdi75 SK38埋土 自  玉 ほぼ完形 【d242 SK38 白  玉 完形

Kd176 SK38理土 完形 【d243 SK38 白  玉 46 完形

SK38埋土 臼 玉 完形 SK88 臼  玉 完形

KK1178 SK38埋土 臼  玉 破損 臼 玉 完形

SK38埋土 臼  玉 破損 Kd246 SK38 01 完形

Kd180 SK38喪壁土 完形 Kd247 SK38 臼  玉 完形

SK38趾 臼  ≦ ほぼ完形 臼  玉 完形

Kd182 SK38趾 剣形 A 363 破損 Kd249 臼  玉 01 完形

剣形 B 完形 臼  玉 完形

Kd185 SD01 3層 勾玉形 B 完形 Kd251 SK38 臼  玉 完形

SDplll層 以稽 円板 B 完形 Kd252 臼  玉 完形

Kd188 SD02 5層 剣形 B 完形 Kd253 臼  玉 完形

Kd189 SDOつ 不  明 破損 白  玉 完形

SD08埋 土 臼  蒸 59 破損 Kd255 SK38 完形

Kd191 石  材 SK38 臼  玉 完形

Kd192 完形 Kd257 SK38 自  玉 完形

白 玉 完形 SK38 自  玉 完形

Kd194 B4区 III層 臼 玉 完形 臼 玉 完形

Kd195 B5区III層 臼  玉 完形 Kdワ 60 SK38 完形

Kd196 BoCli区ⅡI層 臼  玉 完形 SK38 自  蓋 完形

Kd19タ CH ttm層 勾玉形 A 完形 Kd262 SK38 臼  エ 完形

第 5表 石製模造品集計表 12)



登録番号 地区・層位 分 類 長mm 幅蜘 厚Ш 重 g 特 徴 図 写真 登録番号 地区・層位 分 類 長nII 幅 IIm 厚 I II 重 g 特 徴 図 写真

KK1263 SK98 臼  玉 完形 SK38 臼  玉 完形

Kd264 SK38 臼  玉 完形 完形

Kd265 SK38 臼 玉 完形 Kd280 SK38 臼  玉 完形

SK38 自 玉 完形 SK38 臼  玉 完形

Kd267 SK38 完形 Kd282 SK38 自  玉 完形

Kd268 SK38 臼 玉 完形 Kd283 臼 玉 01 ほぼ完形

Kd260 S(38 白 玉 完形 Kd284 SK38 白  玉 01 完形

SK38 臼 玉 完形 Kd285 SK38 白 玉 破 損

Kd271 完形 Kd?87 SK38 剣形 A 完形

Kd272 SK38 臼  玉 完形 Kd288 I ttH層 不  明 破損

Kd273 SK38 自  玉 完形 H ttH層 不  明 破損

Kd274 SK38 臼  玉 完形 H区ビット49 臼  玉 ほぼ完形

臼 玉 完形 M的 臼  玉 ほぼ完形

Kd276 SK38 完形 B,C4111層 不  明 破損

SK38 白 玉 完形 【d293 II ttH層 不  明 破 損

第 6表 石製模造品集計表 13)

(2)古 代
①竪穴住居跡

S117竪穴住居跡 (第68～74図 )

【位置】 I区 (A～C-10～ 12)に位置し、S112・ 18・ 21を切っている。

【平面形・規模】北半部分が調査区外にかかっているが、平面形は隅丸方形を呈する。壁面や床面施設の検出状況

から、床を上げて拡張する改築をおこなっていることが考えられる。規模は南壁600cm、 西壁460cm、 東壁320cmを計

る。方向は西壁でN-0°一Wである。

【堆積土】埋土は5層に分けられた

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は南壁 9～ 22cm、 西壁 9～24cln、 東壁18～32cmである。壁

際に、西壁で幅25～ 30cm、 東壁で幅20～40cmの床面からのテラス状の段差があり、改築時の拡張によるものと考え

られる (第68図 )。

S117埋土註記表

層位 土 色 土  性 備 考

Iチ習 7.5YR3/2オ リーブ黒色 シル ト

H層 2 5YR3/3暗 オリーブ褐色 シル ト

III層 5YR4/2 灰オリーブ色 ンル ト

1,雷 10YR3/2 黒褐色 シタレト 炭化物粒子混入

2層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

3a層 10YR2/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

3b層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 炭化物粒子混入

3c層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

4a層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 4a層 よりも明るし
4b層 10YR2/2黒褐色 シル ト 3a層 に近似、炭化物粒子混入、焼土粒子混入
4c層 10YR3/2 黒褐色 シル ト

5a層 loYR2/2 黒褐色 シル ト 2 5YR5/4プ ロック状に混入、炭化物粒子混入

5b層 2.5YR3/5暗オリーブ褐色 シル ト

6,雷 10YR3/2 黒褐色 シル ト 掘り方埋土、10YR5/6黄褐色ブロック状に混入、炭化物混入

焼± 3埋土註記表

7層 loYR3/3 暗褐色 シル ト

8層 10YR2/2 黒褐色 シル ト

9層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 10YR5/6黄褐色プロック状に混入

10層 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 焼土粒・炭化物混入

■層 7.5YR3/1黒 褐色 シル ト



壁沿いに幅70～ 150cm、 深さ 7～20cmの周濤状の掘り方が検出されている (第70図 )。 この部分では掘り方埋土上

面を床面としている。掘り方の西側は浅いが、東側は深く埋土中の遺物も多い。

【柱穴・ピット】新旧 2時期の柱穴が考えられる。新期の住居跡では、P-1・ 3が主柱穴と考えられる (第 69図 )。

P-1は不整円形を呈し、規模は90× 65cm、 深さ25cmを計る。底面にピット2基がある。円形で径38cm、 深さ30cmの

ものと、不整円形で径28側、深さ20硼のものである。P-3は不整形を呈し、規模は70× 65cm、 深さ40cmを計る。底

面に不整形で30× 20cm、 深さ15餌を計るピットがある。

古期の住居跡ではSK2・ 6が主柱穴と考えられる (第 71図 )。 SK2は不整方形を呈し、規模は70× 55cm、 深さ40cm

を計る。SK6は方形を呈し、規模は78× 68cm、 深さ48cmを計る。断面には柱痕跡がみられ、底面に径28cm、 深さ10
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S117床面検出遺情観察表

遵 能 平面形 規模 (cln) 深 さ (cm) 層 位 上 色 土 性 備 考

歓

P-1 楕円形 76× 90 1層 10YR2/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入、10YR5/6斑状に混入
2層 10YR3/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入

3層 10YR3/2黒 褐色 シル ト 2.5Y4/2ブロック状に混入
P-2 円 形 80× 90 -19,7 1,膏 10YR2/2翼鷲4母色 シアレト 10YR5/6斑状に混入、炭化物粒子混入

2層 10YR3/3暗褐色 シル ト 者干砂質

P-3 円形 64× 70 -60.4 1層 10YR2/2黒褐色 シアレト 10YR5/6プロック状に混入、炭化物粒子を若千混入

2層 i]¥景 :チそ夢響,ク層 ンフレト

十C10

第70図 S117焼土遺構平面図 。断面図



S117床面検出遺構観察表 (第70図 )

遺構名 平面 形 規模 (cm) 深 さ (cm) 層 位 土 色 土 性 備 考

焼上遺構 焼 ± 1 不整 形 56〉く76 -72 1,雇雪 5YR3/3暗赤褐色 シル ト 焼土層、炭化物混入

2層 loYR3/3暗褐色 シル ト 焼上粒・炭化物粒混入

3層 25Y4/4オ リーブ褐色 シル ト

焼± 2 不整 形 30× 34 -45 1,膏 75Y2/3極暗褐色 シル ト 暁 土 プ ロ ック状 に混 入

2層 loYR2/2黒 褐色 シル ト 10YR6/6ブ ロック状に混入

焼上 4 楕 円形 58× 42 -186 7 5YR2/2黒 褐色 シル ト 焼土ブロック状に混入

焼 ± 5 不整形 104× 60 -150 1層 7_5YR2/2黒 褐色 シル ト 焼上ブロック状に混入、炭化物混入

2,雷 25Y3/3暗 オリーブ褐色 シル ト

土坑 SKl 不整形 84× 74 -12_4 10YR3/1黒 褐色 シル ト S117と イま男U遺構か

粘土溜 P-4 不整 形 92× 90 -512 1炉雪 25Y3/2黒褐色 シル ト 5Y7/1ブ rlッ ク状に混入、炭化物粒子混入

2'雷 10YR4/2灰 黄褐色 シル ト 10YR5/4斑状に混入、炭化物粒子混入

3,雷 loYR3/2黒 褐色 シル ト 10YR5/4斑状に混入、炭化物粒子混入

4,雷 25Y7/4浅黄色 粘土 下面 に須 恵器 片

5'膏 25Y3/2黒褐色 砂質シルト 炭化物粒子若干混入

S117

十 B10

十 C10

+B ll 十 B12

猟

ｄ

卜

十

１

卜塁
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T
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#― C ll

S117掘 り方検出遺構 (古階段)観察表

迪 構名 平面 形 規模 (cm) 深さ (cm) 層 位 土 色 土 '性 備 考

柱 穴 SK2 不整方形 70× 60 -43 1炉雷 loYR3/3暗 褐色 シル ト 焼土・炭化物混入

土 坑

SK3 不整形 44× 38 -19 l層 10YR2/1黒 色 シル ト 焼上・炭化物混入

2層 7 5YR2/3極暗褐色 シル ト 焼上混入、10YR6/4ブ ロック状に混入

SK4 隅丸 方形 54× (48) -174 1層 10YR3/2黒 褐色 シル ト 焼 土・ 炭 化 物 混 入

SK5 隅丸方形 50× 64 -294 1層 10YR3/1黒 褐色 シル ト 10YR6/6と のプロック層

2,雷 10YR5/3にぶい黄褐色 砂

柱六 SK6 方形 68× 74 -56 1 1,吾 10YR3/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒子混入、下層部に焼土粒若千混入

2帰雪 10YR3/2黒 褐色 ラつレト loYR6/4斑状に混入

3)詈 10YR3/2黒 褐色 シル ト 10YR6/4・ 10YR5/3ブ ロック状に混入

4層 loYR3/2黒 褐色 シル ト 10YR5/3砂がプロック状に混入

5層 10YR6/6明 黄褐色 粘質シルト

土坑 SK7 方 形 84× 86 -148 1)雪 10YR3/1黒 褐色 シル ト loYR6/6・ 10YR5/3砂 ブロック状に混入

第71図 S117掘 り方検出遺構平面図・断面図 (古段階)
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番号 咆区・層

`
種 別 器 種 甍径cml器高倒 残存 外 面 内 面 備 考 登鋪 写 真

1 3Kl 上師器 不 15 3 (口 )ヨ ヨ ナ デ ヘラミガキ 客繊に赤彩 79-5
2 3Kl 上師器 不 (14_4) lP/4>

(口 )1/,

(底 )1

(口 )ヘラミガキ 暮徐に赤彩

3 3 ■熙テ祟 甕 15_0) 13 6 モ襟手;民多屏奏丁 (底 )ナデ ロクロナデ D28 79-6
4 3 と師器 甕 (20 2) ロクロナデ ロクロナデ D13
5 末直 甕 ロクロナデ ロクロナデ D3

6 1 買恵碁 不 (16 5) 7.7 (口 )1/
(虜 )1 (底 )切 り羅 し後手持 ちヘ ラケズ リ ロクロナデ El 80-1

7 2 質恵器 イ 1 70 逸5民多易り→ナデ ロクロナデ E3 80-2
8 P3 須恵群 イ 13_7 ロクロナデ (底 )ヘラ切 り ロクロナデ E4 80-3
9 趾十掘り方 頁恵番 邦 (13 9 (7_2) (底 )切 り離 し後 回 転 ケ ズ リ ロクロナデ E31
末直 頂恵基 不 (68) (底〉回転 糸 切 り ロクロナデ E14
壁 +掘り方 貢恵基 不 (8.4) (底 )切 り離 し後 回 転 ケ ズ リ ロクロナデ E32
里土中層 買恵器 不 (140) ロクロナデ ロクロナデ E20

買恵器 甕 タタキ→ロクロナデ ロクロナデ E5

2 甕 ロクロナデ ロクロナデ E7

Pl、 2、 3 質恵碁 蓋 ロクロナデ ロクロナデ E6

屈り方 獲恵器 蓋 ロクロナデ ロクロナデ E28

第72図 Sl17竪穴住居跡出土遺物 (1)
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番号 也区・層価 種 別 器種 口客 rml應客 外 面 内 面 備 考 登斜 写 真

1 P2+P5 頁恵器 甕 11 民ラ分妥ζ冷監こ了写
アク アテ メ→ナデ、ヘ ラナデ (底 )ナ デ E57

2 里土中層 買恵器 甍 平行タタキ アテメ (無文 ) E25

3 屈 り方 買恵器 甕 平行 タタキ アテメ→ナデ E26

番号 地区・層d 種 別 器種 長さm 幅 ml 豪さ硼 重さ g 特 徴 登 録 写 真

4 柴石器 砥石 82-12

5 築石器 砥石 59 5 Kd84 82-13

6 下ヽ検出土坑 築石器 砥石 57 5 Kd81

7 末直 雪製 品 42 2 22 3 Kd82

8 則片 石 器 下定形石器 21_6 15 0 1 7 黒曜石 Ka57

第73図 S117竪穴住居謝出土遺物 (2)
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番 号 也区・層ね 種 別 器種 員さШ 幅 nul 軍さDull重さ
`

特 徴 登 録 写 真

1 ピット1 洪製 母 釘 8 N10

2 張製 母 刀 子 2 片端欠損 N12

3 鎌 ? Nll

第74図 S117竪穴住居跡出土遺物 (3)

clmの ピットがある。

【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】新期の住居跡に伴う遺構としては、柱穴 (P-1・ 3)・ ピット・焼土遺構 (焼± 1・ 2)。 テラス状の

段差などがある。P-4は粘土溜と考えられる遺構で不整円形を呈し、規模は■0× 90cm、 深さ45clnを計る。埋上下

層に厚さ10cm程の粘土層があり、その下から粘上の受皿か捏ね鉢として転用されたものと考えられる須恵器甕の破

片が出上している。

古期の住居跡に伴う遺構としては、柱穴 (SK2・ 6)。 土坑 (SK3・ 4・ 5。 7)・ 焼土遺構 (焼± 3～ 5)な どがある。

【出土遺物】堆積土・床面・土坑・掘り方より上師器 (非ロクロ。ロクロ)。 須恵器・礫石器・石製品 。鉄製品 。石

製模造品・鋼片石器が出土している。床面からはロクロ使用の上師器が出上している。須恵器は底部切り離し後に

再調整が施されたものがある。須恵器蓋はカエリのないものである。第73図 1の須恵器甕は、内面の当て目の一部

に縄目が見られる(写真80-4)。 第73図 8は黒曜石の剣片石器である。上部に先端部を作り出そうとした可能性が

ある。

遺構の時期は、ロクロ使用の上師器が存在することから平安時代と考えられる。また、須恵器不の切り離しがへ

ラ切りと糸切りが共存し、切り離し後の再調整があることから、平安時代でも前半期と考えられる。

SKl土坑については若干ロクロ土師器が混入しているが、第72図 1・ 2の不の特徴より古墳時代後期の遺構の可

能性がある。床面掘り方の調査中に検出されていることから住居とは別の遺構で、S118に伴う遺構の可能性が考え

られる。

②掘立柱建物跡 (第 75・ 76図 )

SB01

H区西 (BoC-4)に位置している。SK l・ 3・ 4・ 5・ 6・ 7・ 10・ 11・ 14・ 15に よって構成される。北西
角の柱穴 1基をSD02に よって切られている。桁行 3間、梁行 2間の南北棟建物跡である。建物の方向は東辺で N―

7°一Wである。

桁行は、北側柱列では総長150cm以上 (柱間寸法150cm)、 南側柱列では総長300cm(柱間寸法150cln)を 計る。梁行

は、東側柱列では総長390cm(柱間寸法130cm)、 西側柱列では総長250cm以上 (柱間寸法120～ 130cln、 平均125cm)を

計る。

柱穴はほとんどが70× 70clnの方形を基調としている。底面に径20c14程の柱痕跡の認められたものもある。確認面

からの深さは20～40cmと幅がある。

SB04

H区西 (B・ C-4)に位置している。P-5・ 8・ 9・ 13・ 14・ 15で構成される。桁行 3間以上、梁行 1間の南
北棟建物跡で、さらに南に延びる可能性が考えられる。建物の方向は東辺で N-1°一Wで、ほぼ真北方向を向いて



ψゝる。

桁行は、北側柱列では総長 (柱間寸法)310cmを計る。梁行は、東側柱列では総長300cm以上 (柱間寸法150c14)、

西側柱列では総長310cln以上 (柱間寸法150cm)を計る。

柱穴はほとんどが20clnの隅丸方形を基調としている。確認面からの深さは20～40cmと幅がある。P-5・ 8・ 9に

は断面に柱痕跡がみられた。
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第75図 SB01・ 04建物跡平面図・断面図

SK7 ぱ
B′

m

絲 6

E静

ｍ
Ｏ

ｌ
　
　
Ｐ‐０
０

Ｋ



SK06・ 07SPA
B5    Sギ L SK04        上

    ャ£絲

      《≪《てヽヽiザ

A′

3K03

西へlm

l         
｀SK0

×
キユ匡

＼

十

鍼
は

'ほ
(M+ゴ 鮒釈 〆=
IPA′                       sP勇
SPA―引           トーsPA′

動神だ Υ
―   ドPA′

SPA                        西へlm

SB01埋土註記表
SK01

I層 1 10YR3/2 黒褐色    | シル ト 1翌 靡 埜寵普
ゝ

SK04
1層 l10YR3/2 黒褐色   I シル ト 1翌ん輩壁申 色二とのアロック

SK06
1,冒 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 25Y5/6黄褐色土とのブロック層

2層 10YR3/2 黒褐色 炭化物粒子若干混入

SK07

1層 25Y3/3 暗オリーブ縄 シル ト

2層 10YR3/2 黒褐色 10YR4/2灰黄褐色上が混入

3層 10YR4/2 灰黄褐色 牌楊輩字馨ギ竜軍禍色上が斑状に混入、炭

SK10
1層 10YR3/2 黒褐色

2ザ膏 10YR3/2 黒褐色 10YR6/4に ぶい黄橙色土とのプロック層

3層 10YR3/2 黒褐色 靭離暫 菅 千
お い黄褐色土斑状 に混入 、炭化

ヽ

常生虫企静◎聴
′
中 …
た
…
｀

静卑 ゴ
A′ 謡静P―ねゴA′ノ

+wに
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SK14

SK14

1層 10YR4/2 灰黄褐色 25Y5/4黄褐色上とのプロック層

2層 10YR3/2 黒褐色 10YR4/2灰黄褐色上とのプロック層

3層 10YR3/3 暗褐色 25Y5/4黄褐色土 とのプロック層

4層 10YR3/2 黒褐色 25Y5/4 黄褐色土斑状に混入

SK15

1層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 炭化物、焼上、斑状に混入

2層 10YR4/6 褐色 シル ト

SK05

l層 10YR3/2 黒褐色

2層 10YR3/2 黒褐色 若干砂質

P-5。 8・ 9の埋土註記は集計表参照のこと。

陵化物粒子若千混入

10YR3/2黒褐色とのプロック層lYR3/2 黒褐色

10YRS/4に ぶい黄褐色土とのプロック層

10YR5/6黄褐色土プロック状に混入

第76図 SB01・ 04建物跡平面図・断面図



③小濤状遺構群 (第77図 。第7表 )

小濤状遺構群はH区で検出され、全体の方向と切り合いから2時期の変遷が考えられる。天地返しと畑の耕作に

よりかなり削平を受けており、特に西側の遺存状況はよくない。東西約16mの範囲で検出されているが、さらに南

北に広がっているものと考えられる。

小濤状遺構群 (新)南 北方向に走る細長い濤が 7条検出された。方向はおおむね N-5～ 10° 一Eである。これら

の小濤の長さは多様で、長さ1.5～ 7m、 幅約30cln、 深さ6～ 15cmを計る。埋土はSD09以外は単層であつた。

小滞状遺構群 (古)東 西方向に走る細長い溝が 6条検出された。方向はおおむね N-80° 一Eである。これらの

小濤の長さは多様で、長さ1.5～ 5m、 幅約20～30cm、 深さ3～ 10cmを計る。埋土はすべて単層であつた。

小濤状遺構の時期については出土遺物も少なくはっきりしないが、遺構の切り合いからみて SB01よ りは古いも

のであろう。

＋Ｂ一　　　　　開　　　　任　　　　　　　Ｄ・２　　　＋Ｄ．

鈴

+E-10

+B6
SD15

晋璽
+C4 +C6

十 E6

第77図

十 C8

SD13

+E8

小濤状遺構群平面図

0                    3

遺構名 位 置 長軸 X短軸 (cm) 深さ (cln) 方 向 切 合 関 係 埋 土 土 色 上性 しまり 粘性 備 考

SD03 BoC 5 210X30 13～ 72 N-8七 E P22、 P23に切 られている 10YR3/3 暗褐色 シアレト 良 低 炭化物粒子混入、遺物有り

SD04 C-4・ 5 210X25 06～82 N-86°一W SK08に切 られている 10YR3/4 暗褐色 シルト 良 低 遺物有 り

SD05 B-4・ 5 115× 20 57-9 N-86°一W SK06に切られている 10YR4/4 絶 ンフレト 良 低 炭化物粒子混入、遺物有 り

SD06 200× 20 8 7-9 6 N-0七 E SK15に切られている 10YR4/6 褐色 ンフレト 良 低 遺物有 り

SD07 A・ B-8 309× 35 18 6-22_7 N-14°一E 10YR3/3 磨褐色 ンアレト 良 低 遺物有 り

SD09

(SIl1 8)

A・ B-8 329X30 68～ 196 N-7七 E 埋 1層

埋 2層

10YR3/2 暴褐色 シルト 良 低 遺物有り

10YR3/3 罐請跡色 シ,レ ト 良 低 遺物有り

SD10 A～D-9 ×35 9 5-14 8 N-10°一E 10YR3/3 罐諦廟色 ン,レ ト 良 低 遺物有 り

SDll BoC 9 (400)X40 4-7 5 N-1七 E 10YR3/2 票齢廟色 ン71/ト 良 低 遺物有り

SD12 C・ D9 190× 40 9 1-20 1 N-4° E 10YR4/4 絶 ンルト 良 低 炭化物粒子混入、遺物有 り

SD13 D-7・ 8 (140)X22 5-14 9 N855°―W SD01に切 ら注ている

SD14 C・ D7-9 514X30 12× 62 N-79°一W SD10に切られている 10YR3/3 噛 ングレト 良 低

SD15 125× 30 1 6-8 6 N-5七 E S105を切る 10YR3/2黒絶 ン,ン ト 良 低

SD16 86× 20 2 3-5 9 N-80°一W S105を切る 10YR2/2黒 褐色 ンフレト 良 低

SD17 B-5・ 6 58X17 17～ 29 N-85°一W S105を切る 10YR2/2 黒褐色 ンルト 良 低

SD18 (110)X35 99～ 162 N-35°一E 10YR3/2 黒褐色 シル ト 艮 低 遺物有り

SD19 D-8,9 204X25 1 6-2 8 N-77・―W

第 7表 小溝状遺構集計表



(3)中世～近世

①屋敷跡 (第78図 )

SD01に よって西辺を区画され、SB02・ 03で構成される。この SD01は、南側隣接地の第17次調査で検出された、

屋敷跡 E・ Fの西辺を区画するSDll(→ 06)と規模や方向等がほぼ一致し、同じ遺構と考えられる。この屋敷跡に

ついては後述のように、第17次調査での東辺南部の調査から、区画濤の変遷が確認されている。一辺半町規模 (約

55m)の方形で屋敷地を区画している濤と考えられるが、新期の SD06段階で南北規模が拡大している可能性が考え

られる。屋敷として機能していた時期については、第17次調査の成果と合わせて屋敷跡 Eは 13世紀中頃～14世紀前

半が考えられ、屋敷跡 Fについては16世紀前半と考えられる。今回確認された遺構については、濤の出土遺物や重

複して検出されている墓墳群との切り合い関係などから、屋敷跡 F段階のものと考えられる。

い)区画滞跡 (SD01)(第 78・ 79・ 82図 )

H区 (BoC-6・ 7)に位置している。規模は上幅350～ 380cm、 底面40～ 50cm、 深さ125～ 140cmで ある。底面は

南に向かってわずかに傾斜している。断面形は逆台形状を呈している。方向は西辺で N-7° 一Eである。埋土中には

酸化鉄を多く含み、底面に鉄分の集積層が認められた。断面図の検討から、底面レベルに達する改修をうけた可能

性があることから、前述の SDll→ 06と 同様の変遷が考えられる。

堆積土より陶器 。瓦 。土師器・石臼・礫石器 。金属製品・石製品 。弥生土器などが出土している。濤の年代につ

いては、埋土中層から16世紀頃の瓦質土器風炉 (第80図 1)が出上していることから、この時期に改修を受けたこ

とが考えられる。また、 2・ 3は 13世紀後半から14世紀前半頃と考えられる在地の陶器鉢で、前段階の濤を掘込ん

だためと考えられる。 4は とりべと考えられる小片で、内面が強い熱により溶融している。

(け掘立柱建物跡 (SB02・ 03)(第81図 )

I区 (B・ C-13・ 14)に位置している。P-121・ 112・ 99・ SK27で構成されるSB02と 、P-114・ 125で構成さ

れるSB03にわけているが、北側に縁もしくは張り出しをもつ建物跡と考えることもできる。調査区の北。南。東方

SD02← SD07

第17次調査区

一屋敷区画濤跡推定ライン

第78図 屋敷区画溝跡第30・ 17次調査区合成図
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SD011里■ 註 記 表

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色 シアレト 10YR5/4にぶい黄褐色を斑状に混入

2層 loYR2/2黒褐色 シル ト 10YR5/4にぶい黄褐色を斑状に混入

3層 10YR3/2黒褐色 シル ト 25Y7/4浅 責色酸化鉄斑がプロック状に混入

4層 10YR3/1 黒褐色 粘質シル ト 10YR4/1褐灰色をプロック状に混入

5層 10YR4/1 褐灰色 粘質シル ト 酸化鉄を混入

6層 2.5Y4/1  争qしててヨ 粘質ラノクレト 2.5Y7/2灰 黄色粘土質シルトをプロック状に混入

7,雷 10YR5/1 裾灰色 粘質シル ト 酸化鉄斑混入

8'雷 2_5Y5/1  どqじててヨ 粘質シル ト 酸化 鉄斑 混 入

9層 2_5Y7/4  を見づこで二 粘質シル ト 酸化鉄斑混入、10YR5/1褐灰色をブロック状に混入

10層 2_5Y5/1 黄灰色 粘質シル ト 25Y7/4に ぶい黄橙色をプロック状に混入

11層 25Y5/4 黄褐色 砂質シル ト

壁面検出ピット埋土註記表

ピ ッ 卜Nα 土 色 土
′
隆 備 考

P-1 loYR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

P-2 loYR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒混入

P-3 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 10YR3/1黒褐色を斑状に混入

P-4 7_5YR4/2灰 褐色 シル ト 炭化物粒子、焼土粒混入

第79図 SD01屋敷区画溝跡平面図・断面図
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番号 地区・ 層位 種別 器種 日径(m) 醒 鰤 器高衝) 残存 外 面 内 面 備考 登 録 写真

1 3層 瓦質土器 風炉 ロクロナデ

2 理土中～下層 陶器 鉢 ロクロナデ、75Y5/1灰色 ロクロナデ→ナデ、マメツ 5Y5/1灰色 在地 111

3 2層 陶器 鉢 ナデ 5YR4/2灰 褐色 マツメ 7 5YR5/3にぶい褐色 在地 14

4 1層 とりべ 溶融している

5 平 瓦 ナ デ 布 目 HI

6 土師器 杯 44 (口)34 (体 )ヘラケズリ ヘラミガキ、黒色処理 C763 79-8

7 最下層 土師器 杯 (133) (57) (口 )ナデ (体 )ヘラケズリ ナ デ C745

番号 地区・層位 種 男」 器  種 長さ(m) 幅 (In d) 厚さ(an) 重さ(g) 特 徴 登 録 写真

8 1層 礫石器 石 皿 556 3 Kd313 82-16

9 4層 礫石器 石 臼 7 1 419 2 Kd315 82-17

礫石器 磨石 1235 Kd316 82-18

11 埋土上層 銅製品 舞 6^´ 13 1-16 126 桔梗文、魚子 N67 84-31

12 2層 鉄製品 釘 45 4 17 両端欠損 N22 84-15

13 5層 石製品 28 7 27 Kd183 83-12

第80図 SD01屋敷区画溝跡出土遺物



向に延びており、全体の規模は不明である。この建物跡は、屋敷地内の推定中軸線上の中央部北寄りに位置してお

り、柱穴に根石が入れられた大規模な建物と考えられることから、この屋敷の中枢的な建物と考えられる。

SB02 桁行 2間以上、梁行 1間以上の東西棟建物跡である。建物の方向は西辺で N-6°一Eである。桁行は、北側

柱列で総長320cm以上 (柱間寸法150～ 170c14)を 計る。梁行は、西側柱列では総長 (柱間寸法)245cm以上を計る。

柱穴は、ほとんどが40× 30c14の楕円形を基調としている。底面には20～30cm大の石が根石として入れられている。

確認面からの深さは20～30clnと 幅がある。

SB03 柱列で全体の規模や構造は不明であるが、柱間寸法は185clnを計る。柱穴は、径35cmの 円形を基調としてい

る。底面には20～ 30cm大の石が根石として入れられている。確認面からの深さは25～30clnである。

(030次調査区周辺の中世の屋敷跡・館跡の変遷について (第82図 )

30次調査区の周辺では、これまでの調査によって中世の屋敷跡・館跡の変遷がとらえられてきている。特に第 16

次調査区では、大規模な堀と土塁を伴う城館跡や、その北側の第25・ 26次調査区とあわせて、その前段階と考えら

れる屋敷跡が発見され、屋敷から城館への変遷過程がとらえられている。
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遺構名 層  位 土 色 土 性 備 考

SK27 1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物混入

2層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR6/4にぶい責橙色土とのプロック層

P-99 1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR4/6褐色土ブロック状に混入

第81図 SB02・ 03建物跡平面図・ 断面図



第16・ 25・ 26次調査……屋敷LtlA・ Bおよび城館跡

屋敷跡 Aは、幅2.5m、 深さ1.2mの濤によりやや歪んだ方形に区画される。屋敷の規模はほぼ半町規模で、東辺

の軸線はほば真北方向である。濤南辺と東辺に入り口施設をもっている。区画内のほぼ中央に、 4× 8間の東西棟

の建物跡がある。三方に縁もしくは廂が、北辺に張り出しを持つ建物で、この屋敷の主屋と考えられる。

屋敷跡 Bは、北辺を60m前後の濤で区画された屋敷跡で、13世紀中頃～14世紀前半にかけて 2時期の変遷がある。

14世紀前葉の新期段階で、柵。矢倉とみられる施設が造られ、濤を上幅 9m、 深さ1.5m以上へと拡張するなど防御

性の増大がみられる。屋敷跡 Aと Bは隣接しており、並立していた可能性も考えられることから、屋敷として一体

となって機能していたことも考えられる。

城館跡は、幅14～15mの外堀と土塁で区画され、東西76m以上の大規模なものである。北辺の一部の調査であり

城館の内部構造ははっきりしないが、時期的には14世紀後半～15世紀前半と考えられている。

第17次調査……屋敷跡C～ F

屋敷跡 Cは 区画濤を伴わなず、建物跡と井戸閉 。土坑で構成される。時期的には12世紀後半～13世紀初頭が考え

られている。屋敷跡 Dは濤で区画され、屋敷造営時に屋敷跡 Cを埋め立てている。主要な遺構は不明だが、時期的

には13世紀前半頃が考えられている。

屋敷跡 Eは一辺半町規模の濤 (SD07・ 11)で区画され、屋敷跡 Dと ほぼ重複する位置にある (第78図 )。 時期的

には13世紀中頃～14世紀前半と考えられる。屋敷跡 Fは屋敷跡 Eの濤を改修し、ほぼ重複する位置にある。一辺半

町規模の濤 (SD02・ 06)で区画されているが、南北規模は拡大している可能性がある (第78図 )。 濤底面に陥し穴や

濤に沿った概が造られるなど防御性が付与された屋敷 (館)跡であるが土塁は確認されていない。時期的には16世

紀前半頃と考えられている。

なお、南小泉遺跡における中世の屋敷跡・館明の変遷については、南小泉遺跡第16～18次調査報告書 (佐藤 :1990)、

南小泉遺跡第26次調査報告書 (五十嵐 :1998)に 詳しい記述があるのでそれらを参照されたい。

虜

17次 +30次調査

第82図 30次調査区周辺で確認された中世屋敷跡



② 墓 娠 (第83～85図 )

墓墳は6基検出されたが、規模や主軸方向、出土遺物などの検討から、比較的小型で、主軸が東西方向を基調と

する墓装群 Aと 、大型で、主軸が南北方向を基調とする墓装群 Bに分けられる (第83図 )。 SK17・ 19・ 24・ 26か ら

骨片もしくは歯が出土している。SK17に火葬骨が埋葬された可能性がある以外は土葬墓とみられる。

屋敷跡との関係では、SK24を SB03を構成するP―■4が切っており、後述する階段付地下式坑とした SK22が

SB02を構成するピットを切っている。時期的には、SK17・ 28か ら13世紀後半～14世紀の遺物が出上していること

と、SK19から無文銭を含む六道銭が出土していることから、屋敷跡 E廃絶後の14世紀段階と、屋敷跡 F廃絶後の16

世紀段階に作られたものと考えられる。

墓境群 A…屋敷跡 E廃絶後

[SK17土坑]B-9に 位置している。平面形は隅丸方形を呈し、長軸98cm、 短軸60cln、 深さ77clnを計る。断面形

は細いU字形を呈している。主軸方向は N-25°一Eである。埋土は 5層に分けられ、焼土ブロックを含む厚い炭の

集積層 (埋 4層)が検出された。この層中から焼けた骨片と青磁碗が出土している。壁面や底面に焼け面は認めら

れないことなどから、火葬墓というよりは、別の場所で焼かれたのちに埋められたことが考えられる。遺物として

は、青磁碗が出土している(第85図 2)。 底部のみ残存し、高台にそって打欠かれている。龍泉窯系の製品で蓮弁文

碗と考えられ、13世紀後半～14世紀前半のものと考えられる。

[SK24土坑]B-14に 位置している。平面形は隅丸方形を呈し、長軸95cm、 短軸63cln、 深さ50cmを計る。主軸方

向はN-80° 一Eである。埋土は3層に分けられた。断面形は箱形を呈している。底面上10cmの埋 3層の上面に、炭

の薄い集積と15cln角 の平坦な石が検出された。古銭の細片が出土している (銭種不明)。

[SK26土坑]C-14に 位置している。平面形は不整精円形を呈し、長軸105cm、 短軸90c14、 深さ50cmを計る。主

軸方向はN-90° 一Wである。埋土は3層に分けられた。断面形は舟底形を呈している。南壁側から歯が出上してい

る。

[SK28土坑]C-12に 位置している。平面形は楕円形を呈し、長軸■6cm、 短軸105cln、 深さ■4clnを計る。主軸

方向はN-80° 一Wである。埋土は 3層に分けられた。断面形は逆台形を呈している。

底面上約10cmの ところで、14世紀後半のものと考えられる完形の上師質土器不が出上している(第85図 1)。 見込

みはナデ調整されており、外底面には糸切り後の板目状圧痕がみられる。

墓壊群 B…屋敷跡 F廃絶後

[SK18]C-9に位置し、SK19を切っている。平面形は長楕円形を呈し、長軸163cm、 短軸90cm、 深さ80側を計

る。主軸方向はN-5°一Eである。埋土は単層である。断面形は舟底形を呈している。遺物は出土していない。

[SK19土坑]C-9に 位置し、SK18に切られている。平面形は隅丸方形を呈し、長軸で推定140cm、 短軸90cln、

深さ80cmを計る。主軸方向はN-10° 一Eである。埋土は単層である。断面形は舟底形を呈している。底面のやや北

よりから古銭が重なった状態で出上している。銭を包んでいたと考えられる布のようなものの痕跡が認められた (写

真54)。 古銭は無文銭 (銀銭)1枚を含み全部で 6枚あり、いわゆる六道銭と考えられる (第85図 3～ 8)。 無文銭

以外は渡来銭であり、いずれも北宋銭で、このうち最も新しいものは「政刑通宝」で、初鋳造年は■11年である。

③ 階段付地下式坑 (第86図 )
平面が長方形で、斜行して底面にいたる階段状の施設をもつ土坑 2基を検出した。これに類似する遺構としては、

第11次調査で土倉跡として報告された遺構 2基がある(第86図上)。 この遺構は、16～17世紀前半の屋敷地内部の遺

構で、屋敷区画濤に沿った位置にlmの間隔で並列して検出された。階段を伴つている点では同じであるが、床面

積や床面に柱穴をもつ点などに大きな違いがみられる。
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これまで報告されている中世以後の遺構とされている土倉跡や、半地下式の貯蔵施設とも異なり、明確な階段を

もっていることから、関東地方に類例のみられる「階段付地下式坑」の名称を用いることとした。

[SK21土坑]C-12に 位置している。平面形は長方形を呈し、長軸210cm、 短軸70cm、 深さ■Ocmを計る。開田部

は南を向いており、主軸方向はN-17° 一Eである。

天丼部は確認されず、埋上に天丼部の崩落を示すような痕跡は認められなかった。確認面から地下室に向かって、

幅50cmの階段が 3段構築されている。階段の上面は砂で覆われていた。地下室の平面形は、長軸100×短軸70cmの長

方形を呈している。底面は平坦で、奥壁はほぼ直立し、側壁はやや肉湾して立ち上がっている。

墓壌出土遺物

墓壌埋土註記表
SK17

ユ層 10YR3/2 黒褐色 ど期 f蒻勢掘鋲髯
SK18

I層 iOYR3/2 暴褐色 鵠怒蒻俣嬰驀雹呈美曽写テ詈チ多瞑た趨

番号 地区・ 層位 種 別 器種 日径(卿 ) 鯰 鰤 番高に耐 残存 外 面 内 面 備 考 登録 写真

1 SK28 t48 邪 1 回転糸切 り・ 板目痕 見込みナデ D39

2 SK17炭層中 青磁 碗 1 (底)肖より出し高台 5GY6/1オ リーブ灰色 5GY6/1オ リーブ灰色

番号 地区・層位 種 別 銭  種 長さ(m) 幅 (剛 ) 厚 重さ(g) 特 徴 登録 写真

3 SK19 古銭 渡来銭 23 7 23 7 0 25 天聖元宝  北宋 1023) 81-1

4 SK19 古銭 渡来銭 23 5 3 35 熙寧元宝  北宋 -2

5 SK19 古銭 渡来銭 3 元豊通宝  北宋 1078) 81-3

6 SK19 古銭 渡来銭 2 政和通宝  北宋 81-4

7 SK19 古銭 渡来銭 24 5 3 皇宋通宝  北宋 81-5

8 SK19 古銭 20 5 8 無文銭 -6

層位 上 色 土 性 備 考

l層 10YR2/2 黒褐色 ンルト 炭化物粒子混入

2層 10YR4/2 灰黄褐色 脇 庫雪憲オ
アロツタ状に混入、燒土

3層 25Y5/4 黄褐色 10YR2/2黒 褐色土ブロック状に混入

4,腎 10YR2/1 黒色 炭集積層 lγ 埼ヽ語容男許了号熊ι盗督f限人、

5層 10YR4/2 灰黄褐色 炭化物粒子、焼土粒子混入

SK19

SK24

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/1 黒褐色 盤翠髯伊麟 色土
フロック林に混入、醸4ヒ

2層 10YR3/2黒褐色 契I檸芹張ぜギ貢範
色上フロツタ状に潟

3層 10YR3/2 黒褐色 淫碧W舒汗視惜戸雪髪を
=梁
岳FttF盾ヽ

SK26

1層 10YR2/3 黒褐色 葺軍尋̀逓魃と肝4yR5/3に
ぶい貢褐3が

2層 tOYR2/2 黒褐色 10YR5/3に ぶい責褐色土斑状に混入

3月目 10YR5/3 にぶい責褐色 10YR2/2黒褐色土プロック状に混入

SK28

1層 10YR2/2黒 褐色 ンルト 腸鱒
ニンロツタ体に攪人、灰16

2層 10YR5/6 黄褐色 粘質 シル ト 10YR2/2黒褐色ノロ ック状に混入

3層 10YR2/2 黒褐色 粘質シル ト 10YR5/6責褐色土とのプロック層



[SK22土瓦]C-13に 位置している。平面形は長方形を呈し、長軸190cm、 短軸75cln、 深さ■Ocmを計る。開口部

は南を向いており、主軸方向はN-20°一Eである。

天丼部は確認されず、埋上に天丼部の崩落を示すような痕跡は認められなかった。確認面から地下室に向かつて、

幅45cmの階段が 2段構築されている。階段の上面は砂で覆われていた。地下室の平面形は、長軸80×短軸80clnの 隅

丸方形を呈している。底面は平坦で楕円形を呈し、奥壁はほぼ直立し、側壁はやや内湾して立ち上がっている。

2基の上坑の位置関係は、ほぼ同じ方向を向き、互いの存在を意識して構築されているようであり、規模や形態

が類似していることから同時期に構築されたものと考えられる。機能的には、床面積もだヽさいことから貯蔵施設 と

考えるよりは、位置や主軸方向などからみて前述の墓墳群 Bに伴う遺構で、葬送に関わる施設であった可能性が高

い。埋上の状況などから、掘 り直しが行なわれていることも考えられる。

^ミ

,4′

静

1号土倉跡     2号 土倉跡
南小泉遺跡第11次調査検出土倉跡

ドキヱ己3食  貝:静

十量:紳

sPA′

卜曼
PA′

十D12

SK21

1四十註記表

′
SPA′
EPA′

」ゝ
越

韻

＼

博

雨

試

遺構名 層位 土 色 土  ′陛 備 考

SK21 1層 10YR3/2 黒褐色 秘》

`寮

ラ/ル ト 10YR6/4にぶい黄橙色土とのプロック層・炭化物混入

2層 loYR3/2 黒褐色 秘〉

`雲

ランァレト 埋 1層に比べ10YR6/4の プロックが多 く混入する

SK22 1,雷 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR6/4にぶい責橙色土とのプロック層・炭化物混入

2層 10YR3/2 黒褐色 シアレト 埋 1層に比べ10YR6/4の プロックが多く混入する

第86図 階段付地下式坑平面図 。断面図



④濤 跡
SD02滞跡 (第87～89図 )

Ⅲ区 (BoC-2・ 3)に位置している。SB01・ S103・ 04を切っている。調査区に東辺側の一部が検出されたの

みで、全体の規模は不明である。検出面での規模は幅4m以上、深さ1.7mで ある。その規模や特徴から幅10m以上

の大規模な濤 (堀)跡 と考えられる。方向は東壁でN-40° 一Eである。埋土は12層に分けられ、下層部はグライ化

」 EPA
SPA  ＼ッ イ堅

手鳴PA′
r― EPC′

ぺ
EPA′

S粕

「

PA′

ドPA′

畔 PC

D-3
+

雷静

SD02埋土註悴己表

ド P]

絲

2m

層  位 土 色 土 性 備 考

1,雷 loYR3/2黒褐色 ンフレト 10YR4/1褐灰色土を斑状に混入

2層 10YR3/2 黒褐色 ンアレト

3層 2_5Y3/2 黒褐色 シル ト

4層 10YR3/3 暗褐色 シル ト

5層 10YR3/2 黒褐色 シル ト

6層 loYR2/2 黒褐色 シル ト

7層 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト

8層 loYR4/2 灰責褐色 櫂穂霊ラ/ル ト

9層 10YR3/3 暗褐色 粘質シル ト 10YR6/4にぶい責橙色上をブロック状に混入

10層 10YR3/3 暗褐色 粘質ランァレト 2_5Y6/1褐灰色土をブロック状に混入、炭化物混入

且層 2_5Y6/1  うこうて{ヨ 粘土質シルト 酸 化 鉄斑 を混 入

12層 2_5Y5/1 黄灰色 粘土質シルト 25Y7/4浅黄色上をブロック状に混入

第87図 SD02溝跡平面図・断面図



している。底面には鉄分の集積層が認められた。

堆積土より陶器 。磁器 。瓦・土師器 。石臼 。礫石器・土製品・石製品 。鉄製品 。劉片石器・弥生土器などが出土

している。第88図 1はすり鉢で、17世紀頃と考えられる。 3は産地不明の鉢で、13世紀後半から14世紀前半頃と考

えられる。 2の白磁は17世紀頃と考えられる。第89図 7は黒曜石の劉片石器で、一端に急角度の刃部が作出されて

いる。表面の稜がつぶれている。

遺物からみて中世段階で開削されたが、17世紀前半頃には若干グライ化の進んでいる8層上面を底面とするほど

に埋まり、浅い流れであったと考えられる。 8層上面東壁に沿って検出された集石遺構は、洗い場のような足場固

めのための石と思われる。17次調査の成果から、近世初期に中世以来の堀の改変が進行したことがわかっており、

現在も使用され西側を南流している「佐久間堀」との関係が考えられる。

第88図 SD02溝跡出土遺物
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第89図 SD02・ 10溝麟出上遺物

⑤土坑。その他の遺構

い)土坑 (第 9・ 90～92図・第 8表 )

土坑として登録した遺構のうち、建物跡や墓装を構成するものを除くと、土坑は21基である。これらは遺構の切

り合いなどからほとんどが古代～中世のものと考えられる。ほとんどの土坑は、径lm前後で平面形は円形を基調と

している。その中で、SK23は規模も大きく、2基の階段付地下式坑に並列して検出しており、これらの遺構との関

係が考えられる。また、SK38は 臼玉の出土状況から古代のものであり、SK35は形状的には土坑とは別の性格が考

えられる。

[SK 2] A-4に位置し、SB01(SK3)を 切っている。平面形は円形を呈し、長軸85cm、 短軸75cm、 深さ49cm

を計る。断面形は台形を呈している。

[SK 8] C-5に 位置し、SB01(SK 6・ 7)に切られるが、SD4を切っている。平面形は隅丸方形を呈し、長

軸110cm、 短軸90cm、 深さ31clnを 計る。断面形は台形を呈している。

[SK 9]C-4に 位置している。平面形は円形を呈し、長軸67cm、 短軸60cm、 深さ19clnを計る。断面形は舟底形
を呈している。

[SK12]A-4に位置している。平面形は円形を呈し、長軸58cm、 短軸54cm、 深さ19clnを計る。断面形は舟底形

D3

番号 地区・ 層位 種 別 器  種 長さ(匝 ) 幅 (IIn) 厚さ(m) 特 徴 畿 写真

1 SD2 8層 土製品 土玉 31 1 孔径 61m 83-22

2 SD2 1～ 2層 鉄製品 釘 4 4 19 片端欠損 N61a 84-16

3 SD2 1～ 2層 鉄製品 釘 3 6 両端欠損 N61b 84-17

SD2 1～ 2層 鉄製品 軌 N24 84-18

5 SD10 礫石器 砥石 Kd320 83-4

6 SD02理 + 石製品 26 2 15 Kd186 83-13

7 SD2 3～ 5層 スクレイブく 77 黒曜石、表面稜部つぶれ K250 88-10

SD02溝跡出土遺物観察表 (第88図 )
番号 地区・ 層位 種別 器種 日径lal 底径(耐 器高(硼 ) 残存 外 面 内 面 備考 蟄 写真

1 埋上上層 陶器 播鉢 ナデ 5YR4/3に ぶい赤褐色 おろし目 7 5YR5/3にぶい褐色 常滑

2 1層 白磁 碗 75Y7/2灰 白色 10Y6/2オ リーブ灰色

3 集石下 陶器 鉢 ロクロナデ 5YR5/3に ぶい赤褐色 ロクロナデ 7 5YRo/3に ぶい褐色 tttor偏 輛

4 1～ 5層 瓦 ヤゝぶ し H2

番号 地区・層位 種 別 器  種 長さ(EEl 幅 (at) 厚さ(ED) 重さ(g) 特 徴 報 写真

5 輝 +上層 礫石器 磨石 Kd319 83-1
6 1層 礫石器 石 臼 2320 Kd318 83-2
7 礫石器 石 臼 2200 Kd317 83-3



を呈している。

[SK13]D-3に位置している。平面形は円形を呈し、長軸100c14、 短軸80cm、 深さ18cmを計る。断面形は舟底形

を呈している。

[SK16]B-3に 位置している。平面形は円形を呈し、長軸95cm、 短軸92cm、 深さ12cmを計る。断面形は舟底形

を呈している。

[SK20]B-8に 位置している。平面形は円形を呈し、長軸70cm、 短軸55cm、 深さ 7 cmを計る。断面形は舟底形

を呈している。

[SK23]C-14に 位置し、南半部分が調査区外にかかっている。平面形は不整円形を呈し、長軸120cm、 短軸100

cm以上、深さ148cmを計る。断面形は台形を呈している。

[SK25] B-14に 位置している。平面形は不整形を呈し、長軸■Ocm、 短軸73cm、 深さ 8 cmを計る。断面形は舟

底形を呈している。

[SK29]C-14に 位置している。平面形は不整な楕円形を呈し、長軸73cln、 短軸50cm、 深さ27cmを計る。断面形

は舟底形を呈している。

[SK30]C-14に 位置している。平面形は隅丸方形を呈し、長軸90cm、 短軸65cl■、深さ19cmを計る。断面形は舟

底形を呈している。

[SK31]C-14に 位置しているが、天地返しにより東半部分を失っている。平面形は楕円形を呈していたと考え

られる。長軸50cm以上、短軸50cm、 深さ12cl■を計る。断面形は浅い台形を呈している。

土坑番号 位  置 長軸 X短軸 (cln) 深さ (cm) 形  状 切含関係 備 考 出土遺物

SK l B-4 70× 70 -19 隅丸方形 C・ B・E
SK 2 A-4 85× 75 -492 円  形 SK03を切る
SK 3 B-4 105× (85) -489 不 整 形

SK 4 B-5 93X93 -319 隅丸方形 P4に jりらオしる
SK 5 C― J 63× 62 -313 円  形 SB01 C

SK 6 C-5 110X105 -44 円  形 SK08を切る SB01 C・ BoE
SK 7 C-5 98X85 -36 隅丸方形 SK03を切る
SK 8 C-5 110X90 -31 1 隅丸方形 SD04を切る
SK 9 C-4 67× 60 -193 円  形
SK10 C-4 77X68 -328 隅丸方形 C
SKll C-4 92X90 -551 円  形 SB01 C

SK12 A-4 58× 54 -19 円  形
SK13 D-3 100× 80 円   形

SK14 C-3 95× 82 -392 円   形 SB01

SK15 B-3 (100)× 90 -44 円   形 SD06を切る SB01 C・B
SK16 B-3 95× 92 -12 円  形 P22に切らオしる
SK17 B-9 98× 60 -772 長 楕 円 中世墓・焼骨・青磁底部 (14c) C

SK18 C-9 163× 90 -804 隅丸方形 中世墓

SK19 B-9 (85)X90 -422 隅丸方形 SK18に切られる 中世墓・骨・歯・六道銭 C・ B・E
SK20 B-8 70× 55 -72 円   形

SK21 C-12 217× 70 -1344 隅丸方形 階段付地下式坑

SK22 C-13 (176)X50 -1193 隅丸方形 階段付地下式坑

SK23 C-14 120× (100) 1 円  形 井戸 ? C・ B・E
SK24 B-14 95× 63 -503 不 整 形 中世墓・骨・銭

SK25 B-14 110× 73 -77 不 整 形

SK26 C-14 105× 90 -501 円  形 SK31を切る 中世墓・歯 C・E
SK27 C-13 73X40 長 楕 円 P l14を切る SB02

SK28 C-12 116× 105 4 隅丸方形 中世墓・かわらけ(14C前 ) C・E
SK29 C-14 73× 50 -274 円   形 E

SK30 C-14 90× 65 -191 長 楕 円 P109に切 られる

SK31 C-14 300× 70 -288 不 整 形 SK26に切られる
SK32 D-8 (30)× 40 9 円  形
SK33 A-9 (95)× 65 -241 長 楕 円 E

SK34 D-4 (73)× 90 -514 長 橋 円

SK35 D-6 (250)× (40) -3～ -5 不  明
SK36 A-8 (38)× 70 円   形
SK37 D-2 105× 87 -545 長 楕 円 SD02に切られる
SK38 D-10 n5)× (98) 方  形 E

SK39 B― H 80× 65 不 整 形 E

SK40 B-12 67× 66 -202 円   形

第 8表 土坑集計表



[SK32]D-8に位置している。プランの大半が調査区外にかかっており平面形は不明である。検出した部分で

長軸40cm以上、短軸30cm以上、深さ■cmを計る。

[SK33] A-9に 位置し、東側が調査区外にかかっている。平面形は不整な方形を呈している。長軸95cm以上、

短軸65cm、 深さ24cmを計る。

[SK34]D-4に位置し、南側約1/2が調査区外にかかっている。平面形は長楕円形を呈していると考えられる。

長軸73cm以上、短軸90cm、 深さ52cmを計る。

SK34SK02

層位 土 色 土 性 備 考

l層 10YR3/2黒褐色 シ,レ ト 10YR4/2暗灰黄色とが混入炭化物粒子着干混入

SK08

層位 土 色 土 性 備 考

[層 10YR3/2黒 褐色 シル ト

2層 10YR3/2黒 褐色 シル ト 10YR5/4に ぶい黄褐色土とのプロック層

3層 25Y4/3オ リープ褐色 シル ト

SK09

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR4/3に ぶい黄褐色 シ,レ ト 炭化物粒子着干混入

SK12

層位 土 色 上 性 備 考

1層 25Y3/2黒褐色 競 幅 ョ
,に 擁 工 ひ コ ノ` ロ ツ ク仄 に YIB人 、 灰 4し

SK13

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR4/3にぶい黄褐色 シル ト 10YR6/4に ぶい黄橙色土プロック状に混入

2層 25Y7/1灰自色 酸化鉄混入

SK16

層位 土 色 上  性 備 考

1層 10YR3/2黒褐色 ンフレト 10YR5/6黄褐色土プロック状に混入

2層 10YR5/4に ぶい黄褐色 ンフレト 10YR3/2黒褐色上プロック状に混入

3層 10YR5/6黄褐色

SK20

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR2/2黒褐色 ンル ト 10YR5/4に ぶい黄褐色土プロック状に混入

SK29

層位 土 色 土  性 備 考

1層 10YR2/2黒褐色 ン,レ ト 10YR6/4に ぶい黄橙色土プロック状に混入

2層 25Y5/4黄褐色 ン,レ ト 10YR2/2黒 褐色土斑状に混入

SK25

層位 土 色 上 性 騰 考

1層 10YR3/3暗褐色 シル ト 炭化物粒子混入

SK31

層位 上 色 土  性 備 考

1層 10YR3/2黒褐色 シフレト XКう/0東褐色主 フロ ック杖 に混人 、灰 4ヒ

SK30

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/2ヨ妻4母邑 シル ト 10YR5/2灰黄褐色プロック状に混入

SK32

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/1黒褐色 シル ト 炭化物混入

2層 10YR3/3暗褐色 シル ト 10YR5/4に ぶい黄褐色土混入

3層 10YR3/1黒褐色 シル ト 埋 1層に近し

SK33

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/1黒褐色 シル ト !湯尊
g苦
ギ
い東褥 g上 が疑状 に混入。尿

2層 10YR5/4に ぶい黄褐色 シル ト 炭化物粒子若干混入。

層位 土 色 上 性 備 考

la層 10YR3/2黒褐色 シル ト

lb層 10YR4/3に ぶい黄褐色 シフレト 10YR6/4に ぶい責橙色が混入。

2層 10YR3/1黒髄 シアレト ミ鋒惚密甚野
人。10 X It6/4に ぶい貢種色上

3層 10YR6/4に ぶい黄橙色 シル ト 10YR3/1黒褐色がプロック状に混入。

SK35

層位 土 色 上 性 備 考

1層 25Y4/1黄灰色 シル ト

SK36

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR2/3黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入。

2層 10YR3/3暗褐色 ンル ト

SK37

層位 土 色 土  性 備 考

1層 10YR2/3黒褐色 砂質シル ト

2層 25Y5/4責褐色 砂質シル ト

3層 25Y3/3暗オリープ褐色 砂質シル ト

4層 25Y3/2黒褐色 砂質シル ト

SK38

層位 土 色 上 性 備 考

1層 10YR2/2黒 褐色

2層 10YR2/2黒褐色 シフレト 10YR6/6明黄褐色土とのプロック層

3層 10YR3/1黒褐色 シルト 10YR6/6明黄褐色土とのプロック層

4層 10YR3/1黒褐色 ンルト 固くしまった層。炭化物粒子が若千混入。

5層 10YR3/1黒褐色 撃PWケ出異押
二とのンロック情、υが

6層 25Y3/2黒褐色 砂混層

7層 25Y3/1黒褐色 ンルト 砂混層

SK39

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR2/2黒褐色 炭化物粒子混入

2層 10YR3/2暗褐色 炭化物粒子混入、焼土粒子若千混入

SK40

層位 土 色 上 性 備 考

1層 10YR3/1黒褐色 ンルト 炭化物粒子混入

2層 10YR3/2黒褐色 ンル ト 炭化物粒子混入

3層 炭、焼土混合層

4層 10YR4/3にぶい黄褐色 ン,レ ト

SK23

層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/2黒褐色 シル ト 翠錦楷儀脇洗捏最
種日二つ朔択に滉人。甲

2層 10YR3/2黒褐色 シフレト

3層 10YR3/2黒褐色 粘土質シルト

4層 25Y3/3暗オリーブ褐色 砂質シル ト 1は It6/4に ぶ
い東種色土フロック状に混

第 9表 土坑埋土註記表
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[SK35]D-6に 位置している。プランの大半が調査区外にかかっており平面形は不明である。検出した部分で

長軸250cm以上、短軸40cm以上、深さ3～ 5 cmを計る。

[SK36] A-8に位置し、北側約1/2が調査区外にかかっている。平面形は不整な円形を呈していると考えられ

る。長軸38cm以上、短軸70cm、 深さ34cmを計る。

[SK37]D-2に 位置し、西側をSD02に切られている。平面形は不整な楕円形を呈していると考えられる。長

軸105cm以上、短軸87cm、 深さ55cmを計る。

[SK38]D-10に位置している。プランの大半が調査区外にかかっており平面形は方形を基調としていると考え

られるが不明である。検出した部分で長軸115cm以上、短軸98cm以上、深さ95cmを計る。

[SK39]B―■ に位置している。平面形は不整な方形を呈し、長軸80cm、 短軸65cm、 深さ18cmを計る。断面形は

舟底形を呈している。

[SK40]B-12に位置している。平面形は円形を呈し、長軸67cm、 短軸66cm、 深さ20cmを計る。断面形は舟底形

を呈している。

(け  ピット (第 9図・第10。 11表 )

全域で約160基検出されている。屋敷を区画するSD01東側 (屋敷跡内)に集中する傾向がみられる。これらの中

には柱痕跡をもつものや柱列を構成するものもあることから、屋敷跡に関係する建物跡となることも考えられる。

詳細については集計表を参照されたい。

ピット埋上分類 A:10YR2/1黒色系 B:10YR2/2・ 10YR2/3 黒褐色 (黒色)系

C:10YR3/1・ 10YR3/2黒褐色 (褐色)系 D:10YR3/3・ 10YR3/4 暗褐色系

E:10YR4/2・ 10YR4/3・ 10YR5/6・ 10YR4/1・ 10YR4/6責褐色系

Ia

SK36

劉 齢

SK37
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土坑・ ビット出土遺物

番号 地区・層位 種別 器種 口径(側 ) Ettlcm) 器高cm) 残存 外 面 内 面 備考 登録 写真

1 SK01 土師器 不 ヨコナデ ヘラミガキ、黒色処理 C634

2 Sμ21a址 上師器 高不 ! ヘラミガキ ナ デ C689

3 SK04吏趾 土師器 高郷 1/2 ナ デ ナ デ C640

SK17址 土師器 高郷 ナデ、ハケメ→ナデ、ヨコナデ ナデ、ヨヨナデ C664 79-7

5 ピット18 須恵器 隆線、波状文 ロクロナデ

番号 地区・ 層位 種 月」 器  種 長さ(皿 ) 幅 (II I) 厚さ(m) 重さ(g) 特 徴 登録 写真

6 SK21b 土製品 土玉 27 5 孔径60m 83-21

7 SK19 石製模造品 円板 B 31 3 166 30 21 Kd157 83-11

SK21b 石製品 41 7 98 Kd206 83-14

SK28 礫石器 砥石 ? Kd225 82-15

SK18 鉄製品 紡錘車 ? (35) 40 両端欠損、孔径 5 Eu N18 84-H

11 SK22 鉄製品 釘 ? 6 5 両端欠損 N19 84-12

SK23 鉄製品 釘 ? (22) 5 両端欠損 N20 84-13

13 ピット127 鉄製品 釘 31 3 2 11 ほly完形 N28 84-14

SK30 剣片石器 軍誓磐羅騎片 79 黒曜石 Ka49 88-9

SK38 石製品 管玉
径大44
オЧ 2 孔径 1 8nal、 褐色、両側からの穿孔 Kd286 87-30

第92図 土坑・ ビット出土遺物



ピットlt 位 置 平 面 形 長軸 X短軸 (cm) 深さ (cm) 埋 土 切 合 関 係 出 土 還 物 備 考

1 D-2 方  形 27× 27 C

2 D-3 不整円形 25× 24 SK13を切る C 柱痕跡有

3 D-3 方  形 19X18 C

D-3 方  形 20X20 SK13を 切る

5 D-3 方  形 30× 22 28 0 SB04 柱痕跡有

6 D-4 方  形 30X24 126

C-3 長 方 形 35× 20

8 C-3 方   形 30× 25 SB04 柱痕跡有

9 B-3 方  形 25× 18 35 1 SB04 柱反跡有

B-4 方  形 20X17 C C

B-4 隅丸方形 17X16

B-4 方  形 19X18 C・ B

B-4 方  形 25× 22 22 6 B SK04を切る SB04

C-5 方  形 25× 25 B SK04を切る

D-5 円 形 ? 35× 33 C 調査区外にかかる C

D-5 円 形 ? 37× 25 調査区外にかかる C

17 D-5 方 形 29X(15) 46 3 調査区外にかかる C

C-6 方   形 23X18 B C・ E

C-5 方  形 20× 20 C

B-5 円  形 20× 18 C

21 C-2 70X52 92 C・ E

C-3 80× 53 11 7 C

B-3 50X42 14 6 C

B-7 隅丸方形 25× 20 E SD01の東壁にかかる C

D-3 円  形 20× 20 D C

E-3 方  形 30× 25 D C 柱痕跡有

E-3 方 形 ? 30X(22) B 調査区外にかかる C

F-3 方  形 30× 23 D C

F-3 方  形 33× 27 D C

F-3 方  形 30X28 81 E

G-3 楕  円 33× 25 D

G-3 方 形 ? 38X30 D C

G-3 方  形 28× 25 E C

H-4 方  形 20× 20 D

H-3 円   形 18× 13 28 0 E 柱痕跡有

I-3 円  形 15× 10 E 柱痕跡有

I-3 円  形 20× 20 E 柱痕跡有

I-4 円  形 28× 28 39 3 D

I― コ 方  形 25× 20 D 調査区外にかかる

F-3 円 形 ? 25× 18 87 E

C-8 方  形 40× 33 29.6 C C

C-8 精 円 形 35X30 35 0 C C・ E

C-8 方   形 33× 30 22 2 C C・ B

C-8 不 整 形 45× 33 C C

C-8 方  形 32× 28 C C

B-8 方  形 38× 32 E C

C-8 方  形 33× 30 C

B-8 不整円形 27× 27 D C 柱痕跡有

B-8 方  形 23× 22 27 5 C

B-8 不整円形 25× 23 C C

B-8 方  形 21X18 30 7 D C

B-8 円  形 30× 28 C・ E

B-8 円  形 23X20 P52を 切る

B-9 方  形 30X21 17 3 C

B-9 円   形 23× 23 C C・ E

C-9 不整円形 37X37 27 3 C C

C-9 方  形 24× 24 C C

58 C-9 方  形 35× 35 C 柱痕跡有

59 C-10 方   形 45× 28 C 柱痕跡有

C-10 長精円形 45× 35 P62を切る C

C-10 円  形 23× 22 23 7 P62を切る C

C-10 不整円形 33X(23) 32 9 P60、 61に切られる C

C-10 円  形 28× 22 P64を 切る C・ E

C-10 方  形 30× (12) 31 2 P63に 切られる

C-10 隅丸方形 32× 26

C-10 方  形 36× 36 C

C-10 円   形 20X18 C

C-10 円   形 28× 26 29 9 C

C-9 方  形 35X25 41 3 P70を切る

C-9 方  形 25× (12) P69に切られる C

C-9 円  形 27× (10) P58に切られる

C-9 隅丸方形 30× 25 57 3 SD12を切る

73 B-9 円  形 40× 37 C SDllを七9る C・ E
B-9 円   形 27× 21 D C

C-9 方   形 27× 25 C

B-10 円   形 31× 20 26 8 B C

C-10 円  形 27X(15) 33 3 8 C

C― n 円  形 33× 33 B C

C-11 方 形 ? 27× 2J 48 5 B C

第10表 ビット集計観察表 (1)



ビットh 位 置 平 面 形 長軸 ×短釉 (cn) 深さ (cm) 埋 土 切 台 関 係 出 土 遺 物 備 考

円  形 2夕 X25 22 3 D C 柱痕跡有

円  形 21X19 B C
円 形 ? 34X27 C C

C 円   形 18× 15 C

C 円  形 17X15 B

C 方  形 30× 26 107 B C 柱反跡有

C-12 円   形 26× 20 101 C

C-12 円   形 30X30 B C
C-12 円   形 32X30 C
-12 方  形 32× 30 D C

C-13 円   形 30× 28

C-12 方  形 28× 26 C 柱反跡有

C 円   形 25× 25 D C 柱痕跡有

C 3 円   形 25× 25

C 3 円   形 35× 32 B P95を 切る
C 3 方  形 8 P94に 切 られる
3 方  形 22× 20 91 B

3 円  形 22X18

3 方  形 30× 22 C

楕  円 57× 40 C C・ E SB02 根石
100 C 3 方  形 35× 30 41 8 C C・ E
C 3 方  形 27× 22 C

102 C 3 方  形 25× 25 C P103を切る C
C-13 方  形 20× 20 P102に 切 られる C
C-13 方  形 37X30 C
B-13 方  形 28× 22 C

方   形

C-13 円   形 22× 20 C

C-14 円   形 28× 23 C 柱痕跡有
C-13 方  形 28× 27 C C
C-14 円  形 25× 25 C 肺

C-13 方  形 35X30 C

2 B-13 方  形 55× 35 C C・ E SB02 根石
3 B-13 方  形 20X16

4 B-14 方  形 45X38 C SB03 根石
5 B-14 万  形 30× 20

B-14 方  形 28× 22

7 B-14 方  形 18X15 C

B-14 方  形 25X18 C P l19、 P120に 切られる
B-14 方  形 30× 30 22 3 C P l18を切る
B-14 方  形 30X26 27 9 B P l18を切る
B-14 方  形 50× 35 P122を切る C SB02 槙石
B-14 方   形 C P121に切られる
B-14 方  形 17X16 C C
B-14 方  形 25× 20 30 7 B C

B-14 方 形 ? 46× (30) B 調査区外にかかる C SB03 1蕩巨
126 C-14 方  形 30× 25 B C・ E
127 C-14 円   形 35× (20) C 調査区外にかかる C
128 C-14 方  形 30× 25 26 6 B P129を切る
C-14 方  形 35× 27 D P128に切られる C

C-14 円  形 45× 40 36 8 C SK26を切る C

C-14 円  形 25× 20 B C

C-14 円  形 27× 25 51 7 B C
C-12 方   形 23X20 B SK21Bを切る C
C-12 方   形 23× 22 SK21Bを切る

方   形 D

B-14 円  形 28X24 SK2を切る C

円  形 C
C-8 円  形 20× 18 B SD14を切る
D-8 方  形 30× 27 46 9 B C

D-8 円   形 25× 20 22 7 B 調査区外にかかる C
D-8 不 整 形 30× 28 77

2 D-8 不整方形 36× 29

3 C-9 方  形 32× 30 SD14を切る
D-9 円  形 17× 12

D-9 方   形 22× 21

D-9 方  形 52X46 25 5

C-7 方  形 30× 25

B-8 方  形 25× 22 22 7 C

B-7 方  形 60X40

B-8 方  形 33× 25

B-8 方  形 30× 22

152 A-8 方  形 24× 20 C

A-8 方  形 24X20

B-9 (長 )方形 32× 22

8-6 万  形 32× 30 C S105を 切る ・ E
B-6 円  形 37× 33 C S105を 切る
D― 方  形 20× 20 D S107を切る

第■表 ピット集計観察表 12)



(4)遺構外出土遺物 (第 93・ 94図 )

遺構検出面までの基本層中や天地返しより上師器・須恵器・礫石器 。石製品・鉄製品・土製品・劉片石器・弥生

土器などが出上している。特に、土師器は多量に出土している。

第93図 9・ 10・ ■は黒曜石の石器である。 9は辺縁に急角度の刃部を作出したスクレイパーである。11は微細な

二次加工が施されている。12は石核である。

①弥生土器 (第95。 96図 )

基本層や遺構堆積土より弥生土器が出上している。すべて破片資料であり器形復元できたものはないが、口縁部

資料を中心に図化し、器種ごとに分類している。

重 類 (第95図 1～13) 1・ 2は、平行沈線文が施された胴部破片である。 3は、内外面ともミガキ調整を施さ

れた短頚壷の口縁部破片である。 4・ 5は、日縁部から胴部にかけての破片であり、 4は、胴部に変形工字文と充

填縄文が施されており、赤色顔料が付着している。 6～■は】同部破片であり、重四角文 (8・ 10・ 11)、 渦文 (7・

12)、 重三角文 (9)な どの文様が施されている。14の底面には織布痕がみられる。

高不類 (第95図 15～19) 平行直線文又は、平行直線文十三角文が施され、その間には充填縄文が施されている。

17の外面には、赤色顔料が付着している。

蓋 類 (第95図20/第 96図 1・ 2) 20は、変形工字文に充填縄文が施されている。 1は、連弧文に植物茎回転文

が施されている。

深鉢 。鉢類 (第96図 3～ 7・ 8～■) 3～ 7は、平行直線文と植物茎回転文が施された深鉢の口縁部破片で、 3

～ 5は同一個体のものと思われる。 8は高不の可能性もある。 9～■は鉢の回縁部破片であり、 8・ 9は、平行直

線文と三角文の組合せで充填縄文が施されている。10は、四角文に植物茎回転文が施されている。

奏 類 (第96図 12～18) 12～ 14は、胴部と口縁部の境に刺突文が施されている。18は深鉢の可能性も考えられる

が、連続山形文が施され、内外面に炭化物が付着している。

器種不明 (第96図 19～ 21)

遺物の所属時期 第95図 1・ 2は、半裁竹管状の工具による沈線文が描かれており、十三塚式にあたると考えられ

る。それ以外の上器は従来より南小泉遺跡で出土している土器や、中在家南遺跡の主体を占める土器に類似してお

り、桝形囲式にあたると考えられる。

②弥生時代の石器

基本層や遺構堆積土より劉片石器などが出土している。上師器以外の上器が弥生土器、そのなかでも桝形囲式が

主体を占めているため、石器類もほぼ弥生時代桝形囲式に属すると考えられる。第97図 1は扁平片刃石斧である。

鋼離により整形した後、敲打は行わず研磨している。 2は ノミ形石斧の刃部片である。 3～ 6は石鏃である。石鏃

の形状は、厚手で、素材の剣離面を残さない 3・ 4のようなタイプが多い。また、長さ 1セ ンチ程度の非常に小さ

なものもある (写真87-17)。 6はアメリカ式石鏃である。他に、石錐・不定形石器・石核などがある。

石材は流紋岩が比較的多く、穫質頁岩、玉髄なども見られる。
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番号 地区・ 層位 種 月」 器  種 長さ価) 幅 (Du) 厚さ(耐 重さ(g) 特 徴 餘 写真

3 I区・ 天地返 し 礫石器 磨石 109 6 83 8 410 5 Kd323 83-7

4 表上 礫石器 凹石 501 4 Kd322 83-6

5 II区・ H層 礫石器 砥石 Kd325 83-5

6 I区・ II層 土製品 土 玉 孔径 3 5EIt 83-23

7 Ⅲ区・ 天地返 し 土製品 土玉 12 9 孔径6 0DE 83-24

8 D8・ 9・ Ⅱ層下 土製品 土玉 24 5 孔径 6 0mal 83-25

9 阻区・ Ⅱ層 剣片石器 スクレイパー 21 7 黒曜石 88-H

I区 。■層天地返 し 剣片石器 不定形石器 78 16 黒曜石 88-12

11 BC7～9■ 層下 剣片石器 石核 152 10 1 黒曜石 Ka66 88-13

第93図 遺構外出土遺物 (1)
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番号 地区・層位 種 別 器  種 長さ(mm) 幅 (mt) 厚さlnal 重さ(g) 特 徴 登録 写真

l Cll■層中 鉄製品 農具の歯 ? (197) 片端欠損 N27 84-30

2 I区 。工層天地返 し 鉄製品 釘 4 3 両端欠損 N32 84-19

3 第 1ト レンチ天地返 し 鉄製品 釘 4 3 両端欠損 N40 84-20

4 I区 I H層 鉄製品 釘 7 6 両端欠損 N29 84-21

5 I tt II層天地返 し 鉄製品 釘 8 6 両端欠損 84-22

6 I tt II層天地返し 鉄製品 釘 7 5 面端欠損 N33 84-23

7 II区・ II層 鉄製品 釘 3 4 47 片端欠損 N37 84-24

8 I tt II層天地返 し 鉄製品 釘 6 7 46 両端欠額 N31a 84-25

9 I tt II層天地返 し 鉄製品 釘 6 5 両端欠損 N31b 84-26

ⅡI区 天地返 し 鉄製品 釘 8 8 両端欠損 N38 84-27

D10m層 鉄製品 刀子 43 両端欠損 N65 84-28

第 1ト レンチ天地返 し aka品 刀子 ? 3 70 両端欠損 N4ユ 84-29

石器観察表 (第97図 )

番号 地区・ 層位 器 種 長さ(m) 幅 (41) 厚さ(耐 重さ(g) 石 材 特 徴 機 雲

1 S114・ SK02 磨製石斧
刃
基 Ka 7 87-7

2 S106・ 07埋土上層 ノミ形石斧 77 ハンレイ岩 基部欠損 Ka26 87-8

3 S115埋土上層 石鏃 121 11 Ka 8 87-9

4 魁 石鏃 14 Ka 5 87-10

5 【I区 ■層 石鏃 11 4 頁岩 Ka24 87-11

S132埋土 石鏃 27 買岩 先端欠損 Ka13 87-12

7 II区 Ⅱ層 石錐 57 15 貫岩 基部欠損 Ka25 87-18

SD02 石鑑 玉髄 Ka21 87-19

9 SK38 石錐 流紋岩 先端欠損 Ka18 87-20

10 D4・ 511層 石匙 頁岩 Ka31 87-21

11 SK35埋土 石錐 24 7 21 1 91 玉髄 Ka17 87-23

SK34 不定形石器 頁岩 Ka16 87-22

SK08 不定形石器 25 5 頁岩 Ka15 87-24

14 S114埋土上面 不定形石器 流紋岩 ノッチ Ka35 87-26

ⅡI区Ⅲ層 不定形石器 頁岩 Ka38 87-27

番号 地区・ 層位 種 別 器  種 長さ価) 幅 (Du) 厚さ(ELl 重さ(g) 特 徴 畿 写真

B・ C5Ш層 石核 55 0 腿 Ka42 87-28
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弥生土器 (1)

番号 地区・ 層位 器種 外 面 内 面 備 考 登録 写真

1 Ⅲ区・ 狂層 壺 ? 沈線、 ミガキ ミガキ 8328 86-1

2 S132埋上下層 壺 ? 沈線、ミガキ 86-2

3 BoC-4111層 壷 ヨコナデのちミガキ ハケメのちミガキ B251 86-3

4 S127床直 一霊 沈線、ヘラミガキ、縄文 ヽガキ 偽 界 妙
色 顔 料 付 着 、 86-4

5 S127床直 一更 沈線、 ミガキ ミガキ、ヘラナデ 86-5

6 S109 壺 沈線、 ミガキ ナデ B331 86-6

7 S101床直 壺 沈線、 ミガキ、縄文 ヘラナデ B324 86-7

8 SK07 壷 充填、縄文 LR、 沈線、 ミガキ 外面に炭化物付着 86-8

9 SK22 壷 沈線、 ミガキ ? 86-9

SK35 壷 沈線、 ミガキ、縄文 (充壊)LR ナ デ 外面に赤色顔料付着 86-10

S109埋土上～中層 壺 沈線、縄文 LR B329 86-H
B-13・ 14■ I層 豆or深鉢 ミガキ、沈線、縄文 (充壊)LR ミガキ 内・外面に炭化物付着 B222 86-12

BoC 4区 ■1層 壷 or菱 縄文 LR(底部 ?) ミガキ B252 86-13

S102炭集中部 壷 or憂 ミガキ (底 )布 目痕 (織布痕 ) クヽ離 86-14

SK35埋土 高不 白カロ条縄文 (充壊 )、 ミガキ、沈線 ミガキ、沈線、縄文 LR 86-15

S105埋上 高不 縄文 LR、 ミガキ、沈線 ミガキ、沈線、縄文 LR B325 86-16

S105カ マド西、焼土内 高杯 縄文 (充嬢)とR、 沈線、 ミガキ (ヨ コ) ミガキ、沈線 外面赤色顔料付着 86-17

S108床埋上 高不 植物茎回転文、沈線、 ミガキ ミガキ、沈線 B327 86-18

SK30、 SKl 高不 沈線、 ミガキ ミガキ B75 86-19

S106・ 07埋土 蓋 ミガキ、沈線、縄文 (充壊 )とR ミガキ、沈線 86-20

第95図 弥生土器 (1)
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弥生土器 (2)

番号 地区・ 層位 器種 外 面 内 面 備 考 登録 写真

1 BoC 4・ m層 蓋 ? ミガキ、沈線、植物茎回転文 ミガキ B254 86-21

2 Ⅲ区・ H層 蓋 緻 ミガキ 86-22

3 S105カマド埋土 深鉢 植物茎回転文、沈線 ヘラナデ、ミガキ B37a 86-23

S105カ マ ド埋土 深鉢 植物茎回転文、沈線、束J突文 ナデ B37b 86-24

5 S105カ マ ド埋土 深鉢 植物茎回転文、沈線、ナデ ? ナデ 337c 86-25

6 S115埋土中層 深鉢 植物茎回転文、沈線 ヘラナデのちミガキ 86-26

SD01 1層 深鉢 ミガキ、沈線、植物茎回転文、補修孔 ミガキ B333 86-27

8 S109床直 鉢or高不 ミガキ、沈線、縄文 LR(充壊) ミガキ B54 86-28

9 鉢 ミガキ、沈線、縄文 LR 童ガキ Bl15 86-29

S109埋 土中層 鉢 ミガキ、植物茎回転文、沈線 ミガキ、沈線 B330 86-30

S109 鉢 ミガキ、沈線、口唇部に縄文 ミガキ B332 86-31

B・ C-51Ⅱ層 甕 植物茎回転文、ヨコナデ、 ミガキ、刺突文 ミガキ 古手 ? B268 86-32

II区 ■層 甕 ヨコナデ、縄文 LR、 刺突文 ミガキ 外面炭化物付着 B227 86-33

S129埋土 賓 ヨコナデ、ハケメ、刺突文 ミガキ Bl18 86-34

S133 甕 沈線、 ミガキ ミガキ、沈線 B133 86-35

SD02 1・ 2層 甕 沈線、 ミガキ、縄文 ミガキ B334 87-1

S131 甕 ミガキ、沈線、植物茎回転文 ミガキ ? 内面炭化物付着 87-2

S120、 床上～中層 甕or深鉢 ミガキ、沈線、縄文 LR(充壊 ) ミガキ 内外面炭化物付着 B138 87-3

S106・ 07埋土 不明 ミガキ、沈線、植物茎回転文 ヘラナデのちミガキ 外面炭化物付着 87-4

Ⅱ区 II層 不明 植物茎回転文、沈線 ミガキ B235 87-5

肛区・ ■層 不明 沈線、植物茎回転文、 ミガキ ミガキ 87-6

第96図 弥生土器 (2)
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Ⅳ 第31次調査
1.調査の方法 と調査経過

今回の調査地点は、南小泉遺跡の西端部、若林城の北側に位置している。調査区の現状は南西に向かつて緩やか

な傾斜をもつ標高13m前後の畑地であり、開発対象面積は約2,130m2で ぁる。このうち現在使われている道路の西側

拡幅工事部分約150m2を調査した (第98図 )。

表上の排除は重機によって行い、その後人力により遺構検出作業を行ないながら、一部調査区の拡張を行なって

いる。

発掘調査は平成 8年 9月 17日 に開始され、11月 14日 に終了した。

2.調査区の設定

対象区は、第98図のように設定した。調査区の北東部を原点として、これから調査区の方向にあわせて基準線を

設け、これを元にして調査区内に3× 3mのグリットを設定し、遺構実測を行なったほか、基準線で3mに区画される

グリットを遺構外遺物の取り上げ単位とした。グリット名称は、原点から南に 1、 2、 3……
・、西にA、 B、 C・・…・

とした。南北基準線は、真北に対して N-12°一W

である。

その後基準点測量を委託し、国家座標に位置付けた。

C-6 X=-195776.023 km  Y=6431.127 km

C-18 X=-19581■987血   Y=6429.015 km

3.調 査の概要

今回の調査区は、南小泉遺跡の西端部で、若林城の

北約300mに位置している。これまでに、南東側で都市

計画道路建設による第22次調査、南西側で第23次調査

が行なわれている (第99図 )。

調査区は畑地であったが耕作による影響が比較的少

なく、遺構面が良好な形で検出された。しかし、試掘

調査時のトレンチによリー部検出面が削平された遺構

もある。

検出された遺構は、古墳時代後期～平安時代の竪穴

住居跡及び竪穴遺構 8軒、濤跡 5条、土坑33基、小濤

状遺構群、ピット約180基があった。この他、奈良時代

以降の鍛冶遺構と考えられる竪穴遺構 1基、関連する

ピット群などが検出されている (第 101図 )。

遺物は、平箱で約10箱出上している。ほとんどは土

師器の破片であるが、第22次調査と同様に関東系の上

師器がまとまって出上している。

今回の調査は、第22次調査とともに、これまであま

り調査の行なわれていない南小泉遺跡の西端部の様相

を考えるうえで貴重な成果となった。

ヽ

ヽ

上

虫
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18

第98図 第31次調査区配置図
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4.基本層序
南小泉遺跡の立地する地域は、一般的にはシル ト質の

土壌が主体をなしている。調査区の現況は畑地であり、

I層は耕作上、H層は黒褐色土、Ⅲ層上面が遺構検出面

である (第100図 )。 I～III層 は調査区全域に共通した層

序である。調査区断面の観察によれば、小濤状遺構群や

ピットの多くはⅢ層を切って堀込まれている。

下層については、調査区を設定しての掘り下げは行な

わずSD03の壁面での観察によった。にぶい黄褐色～にぶ

い責橙色のシル ト層と砂質シルトが互層になって連続し

ている。遺構検出面下1.4m(標高■.4m)と なるSD03の

底面に礫面がみられたが、これが礫層面としてとらえら

れるものかは不明である。

第 I層 :層厚20～25cm 耕作±。5Y3/1オ リーブ黒色

第Ⅱ層 :層厚10～ 15cm 2.5Y3/2黒 褐色

第Ш層 :層厚 5～10cm 10YR3/1黒褐色 部分的に10YR3/3暗褐
色土を含む。遺構検出面。

5。 発見 された遺構 と出土遺物

調査区北側を I区、中央部をH区、南側をIII区 として調査に入った。

特に I区からH区にかけて遺構が集中しており、南に行 くに従って遺

構の密度は低 くなる傾向がみられた。また、耕作等の影響も少なく比

較的良好な遺存状況であった。しかし、調査区の幅が3m前後と狭いた

め住居跡及び竪穴状遺構については、その一部しか調査できなかった。

(1)古墳時代から平安時代

古墳時代から平安時代に属する遺構としては、竪穴住居跡 6軒、竪穴遺構 2基、土坑等がある。

①竪穴住居跡・竪穴遺構

Si 02竪穴住居LI(第 102～ 105図 )

【位置】I区南 (C-5。 6)に位置し、S107・ 09・ ■を切っている。

【平面形・規模】東側の一部を検出したのみで、そのほとんどが調査区外にかかっているが平面形は方形を呈する

ものと考えられる。規模は、東壁460cln、 北壁100cm以上を計る。方向は、東壁でN-12°一Eである。

【堆積土】埋土は、6層に分けられた。埋土中3層は、炭化物の集積層となっている。

【壁。床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁30～ 40cm、 東壁10～30cmを計る。

【柱穴・ピット】ピットは1基検出された。

【周濤】周濤は、東壁沿いに検出された。幅8～ 35cm、 深さ3～■cmを計る。

【床面施設】北東のコーナー部でSKl・ 2、 南西部の調査区壁側でSK3を検出した。SKlは、平面形は円形を呈し、

大きさは100X85cm、 深さは30cmを計る。SK2は、平面形は隅丸方形を呈し、大きさは85× 55cmで、深さは16cmを計

り、周濤を切る。SK3は、西側が調査区外にかかっているが円形を呈するものと考えられる。大きさは、185× 65cm

以上である。深さは19cmである。SKl・ 2か らは、須恵器の甕等 (第105図 )が出土しており貯蔵穴の可能性もある。

【カマド】カマドは検出されなかった。

17ラ
イン

13 00■ n

第100図 基本層序 (7ライン東壁 )

第99図 31次調査区位置図
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SЮ2埋土註記表

層  位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR2/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒混入する

2層 loYR3/2 黒褐色 ンル ト 炭化物粒が多量に混入する、西壁側で10YR5/3プ ロック状に混入する

3層 loYR2/1 黒色 ンル ト 炭集積層・焼土粒混入する

4a層 2_5Y3/2  兵ミ窮母てユ シル ト 焼土粒・ 炭化物粒混入する

4b層 25Y3/3 暗オリーブ褐色 シル ト 炭化物粒若千混入する

5a層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 焼上粒・炭化物粒混入する

5b層 loYR2/2 暴褐色 シル ト 焼上粒・炭化物粒混入する

6層 loYR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒混入する、10YR6/4が若干混入する

S102床面検出遺構観察表

遺構名 平面形 規模 (cm) 蜀痢F 層位 土 色 上性 備 考

土 坑

SKl 円形 85× 80 -30 0 1層 10YR3/2写諄蹴色 シル ト 焼土・ 炭混層

2,雷 loYR2/2黒 褐色 シル ト 炭化物粒混入

SK2 長精円形 85× 50 -16.0 1)書 loYR3/2ヨ妻4母色 砂質シル ト 炭化物・焼上粒混入、上層に焼土・ 灰混層

2'雷 loYR2/2黒 褐色 砂質シル ト 炭化物粒が若干混層

SK3 不整円形 185× (65) ■号予轡 la層 5YR3/2暗赤褐色 シル ト 炭化物 粒・ 焼 土粒混 入

lb層 7 5YR3/3暗 褐色 シル ト 炭化物 粒 混 入

2,膏 10YR4/3に ぶい黄褐色 シル ト

3a層 loYR4/2灰 黄褐色 シル ト 焼上粒・炭化物粒混入

3b層 10YR4/2灰 黄褐色 シル ト 10YR3/1がプロック状に混入

4,雷 2.5Y3/2黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、10YR6/4ブ ロック状に混入

ビット P-3 円 形 32× 28 178 1,雷 10YR3/2黒 褐色 シル ト loYR5/6プ ロック状に混入、炭化1勿粒混入

第102図  SI02竪穴住居跡平面図・断面図
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番号 地区・層位 種別 器種 日径鯨 ) 底径(� 器高(m 残存 外 面 内 面 備 考 登録 写真

1 床直 土師器 不 (130) (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラケズ リ ヨコナデ、ナデ C2

2 SK3 土師器 野 43 (日 )ヨヨナデ(何ヘラケズリ→ヘラミガキ (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラナデ

3 床 直 上師器 邦 (130) (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラケズ リ ヨコナデ ■52

4 SKユ 土師器 邦 (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラケズ リ? ヨコナデ 内外に黒
色付着

陽 3

5 SKl 土師器 邦 (口 )ヨ ヨナデ (体 )ヘ ラ ミガキ ヨコナデ

6 願 十創lη +硝 1 土師器 甕 ユ (口 )ヨ コナデ (体 )ハケメ (口 )ヨ コナデ (体 )ヘラナデ 体下は図
上復元

CI 115-5

7 SK3・ P3 土師器 甕 (177) (口 )ヨ ヨナデ (体 )ヘラナデ、ナデ (口 )ヨ コナデ (体)ヘ ラナデ C149

8 SKl 土師器 甕 1/4> (体 )ハ ケメ (底 )編 み物痕 (体)ハケメ (底 )ヘラナデ

9 SKl 土師器 不 ロクロナデ ヘラミガキ、黒色処理 「利 ? D4

SKl 土師器 杯 (底 )回転糸切 り ヘラミガキ、黒色処理 Dl

SKl 土師器 不 (124) 1/6 ロクロナデ ヘラミガキ、黒色処理 D2

P3G+SKl+馳 土師器 甕 絵】昇
クロナデい下)ヘラケズリ

(体 )ロ クロナデ (底)ナ デ

第103図 S102竪穴住居跡出土遺物 (1)
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番号 地区・層位 観 J 器種 口径lcm) 慮径(m) 器高(m) 残存 外 面 内 面 備考 登録 写真

l SKl P35 土師器 甕 ロクロナデ ロクロナデ

2 駅α+S馳+曲 須恵器 必 7 ロクロナデ (底 )回転糸切 り ロクロナデ 115-7

3 SKl P30 須恵器 イ ロクロナデ、回転糸切り ロクロナデ

4 埋上下層 赤続土器 郷 回転糸切 り C296

5 SK二十床直 須恵器 甕 底 1
(体 )ロ クロナデ (体下)平行タタキ→ベラケズリ
(底 )平行タタキ→ヘラケズリ

ロクロナデ

6 埋上上層 土師器? ナデ (口唇 )キ ザ ミ ヨコナデ

番号 地区・ 層位 種 号」 器  種 長さ(m) 幅 (DI) 厚さ(亜 ) 重さ(g) 特 徴 登録 写真

7 礫石器 磨十敲 Kd19 119-1

8 SK 2 礫石器 磨 +敲 71 2 Kd20 119-2

9 SK l 鉄製品 5-7 8-13 片端欠損 N10 120-9

第104図 SI02竪穴住居跡出土遺物 (2)
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番号 地区 。層位 種別 器種 底径 ca) 器高(m) 残存 外 面 肉 面 備 考 登 録 写真

SKユ 須恵器 甕 平行タタキ (体上)同心円状アテメ (体土)ア テメ→ナデ

第105図  S102竪穴住居跡出土遺物 (3)



【出土遺物】堆積土。床面・土坑より土師器 (ロ クロ・非ロクロ)・ 須恵器。赤焼土器。礫石器・鉄製品。石製模造

品が出土している。第103図 8は底面に編み物のような圧痕がある。第103図 9は墨書が認められる。「李」の可能性

がある。第104図 6は 回唇部にキザミが施されている土器片である。第105図はSKl土坑出上の須恵器甕である。底

部から体部上半にかけて約1/5の破片である。

SI 07竪穴住居跡 (第 106・ 107図 )

【位置】I区中央 (C-4～ 6、 B-5・ 6)

る。西側が調査区外にかかっている。

に位置している。南西部をS102に切られているが、S111を切ってい

【平面形・規模】東側の一部を検出したのみで、北壁ラインは推定である。平面形は方形を呈するものと考えられ

る。規模は、東壁500cm、 南壁240cm以上を計る。方向は、東壁でN-3°一Eである。

【堆積土】埋土は5層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は、東壁13～ 16cm、 南壁10～13∽である。床面は堅くしまっ

ており平坦である。

〔柱穴・ピット】ピットは5基検出された。P-2は、43× 33cmの不整円形を呈し、検出面では柱痕跡があり、柱穴

と考えられる。また、P-3は、柱痕跡は確認できなかったものの、その位置、大きさ、深さがP-2と ほぼ一致す

ることからこれも柱穴の可能性が考えられる。
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第106図  S107竪穴住居跡平面図・断面図
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SЮ7住居跡出土遺物

番号 地区・層位 種別 器種 日径働 ) 底径(cm) 残存 外 面 内 面 備 考 餘 写真

1 P5 土師器 不 (130) 36
ｍ
と (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラケズ リ (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラナデ→ヘラミガキ 116■0

2 Pl 上師器 不 1 ナ デ C145

3 埋± 1層 土師器 郎 (146) (口 )ヨ コナデ (体)ヘラミガキ ヨコナデ C164

4 P3 土師器 イ (口 )ナ デ (体 )ヘ ラケズ リ? ナ デ C151

5 P3+P4 上師器 イ (260) 口l14

底lll〉 (屎耳史多ぜ昇挙
口〉ヨヨナデ

(口 )ヨ ヨナデ (体 )ヘラミガキ 推定復元 C147

6 土節器 イ (198) (口 )ヨ コナデ (体 )ヘラケズリ→ヘラミガキ (口 )ヨ コナデ (体 )ヘラナデ

埋± 1層 土師器 甕 (口 )ヨ コナデ (体 )ヘラナデ (口 )ヨ ヨナデ (体)ナ デ→ヘ ラミガキ 黛雹将着 C16〔

8 P2 土師器 蓋 (236) ナデ

9 埋上下層 須恵器 隆線下に波状文 ロクロナデ 甦 ?

第107図 S107竪穴住居跡出土遺物

S107埋土註記表 (第 106図 )

層 位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/3 暗褐色 シル ト

2  帰雪 10YR5/4 にぶい黄褐色 シル ト 10YR3/3暗褐色をブロック状に混入

3  )雷 10YR5/4 にぶい責褐色 シル ト 10YR3/3暗褐色を斑状に混入

4a層 10YR3/2 黒褐色 シル ト

4b層 10YR3/2 黒褐色 シアレト 10YR5/2灰責褐色をブロック状に混入

5  帰雪 10YR5/6 黄褐色 シル ト 10YR3/2黒褐色を斑状に混入

SЮ7床面検出遺構観察表

遺構名 平面形 規模 (cm) 深さ(cm) 層位 土 色 土性 備 考

ピット

P一 ユ 楕円形 55× 45 -243 1層 10YR3/3 暗褐色 シル ト 炭化物混入

2層 10YR5/3 にぶい責褐色 シル ト 10YR3/3暗褐色をブロック状に混入

3層 10YR4/3 にぶい黄褐色 シル ト 10YR5/1褐灰色をブロック状に混入

P-2 楕円形 43× 33 -189 1層 10YR3/1 黒褐色 ンル ト 10YR6/1褐灰色をブロック状に混入

2層 10YR6/1 褐灰色 シアレト 10YR3/1黒褐色、10YR6/4にぶい黄橙色を斑状に混入

P-3 円形 32× 32 -231 1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト

P-4 円形 18× 15 -17.5 1層 10YR3/2 黒褐色 シアレト

P-5 精円形 25× 20 -120 1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト



【周濤】周濤は住居南側で検出されたが、南壁とは方向が異なり、北側へ入りこんでいる。幅は15～ 25cm、 深さは

4～ 10cmを計る。

【カマド・床面施設】カマド及び床面施設は検出されなかった。

【出土遺物】堆積土。床面より上師器 (非ロクロ)・ 須恵器・石製模造品が出上している。第107図 1は、周濤側の

床面で出土した土師器邪である。 2・ 8は、住居北側の床面で出上した土師器不及び蓋である。

S111竪穴住居跡 (第108図 )

【位置】 I区南側 (C-5。 6)に位置している。S102及びS107に切られている。西側が調査区外にかかっている。

【平面形 。規模】南東コーナー部を検出したのみで

あるが、その形状から平面形は方形を呈するものと

考えられる。規模は、東壁380cm以上、南壁300cln以

上を計る。方向は、東壁で N-21° 一Wである。

【堆積土】埋上は3層 に分けられた。

【壁・床面】壁は、なだらかに立ち上がる。残存す

る壁高は、東壁12～ 17cm、 南壁 4～ 9 cmを計る。床

面の残りはわるく、北に向かって傾斜している。南

側の床面が若干高くなっており、北側床面との比高

差は、14cm程ある。床面全域に炭化物が広がつてい

たことから焼失遺構の可能性もある。

【柱穴・ピット】ピットは検出されなかった。

【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】床面施設は検出されなかった。

【出土遺物】堆積土及び床面から土師器片等が出土

しているが図示できるものはない。
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S111埋土註記表

層  位 土 色 土 性 備 考

1層 25Y3/3  暗オリープ褐色 シアレト

2層 2_5Y4/3  オリーブ褐色 シル ト

3層 2.5YR3/2 黒褐色 シル ト 焼土・ 炭化物混入

Si03住居跡出土遺物 (第 109図 )

番 号 地区・ 層位 種 別 器種 回径(� 広径(耐 器高lol 残存 外 面 内 面 備考 登 録 写真

埋土上層 土師器 不 1/8 (口 )ヨ ヨナデ (体 )ヘラミガキ ヨ コ ナ デ C76

埋土上層 土 師器 琴 (口 )ヨ ヨナデ (体 )ヘラミガキ ヨ ヨ ナ デ 寒雹岳者 C87

番号 地区・ 層位 種  房」 器  種 幅   (d al) 厚さ(耐 重さ(g) 徴特 登 録 写 真

3 床 直 礫石器 砥 石 ?
Kd21

第108図 SI m竪穴住居跡平面図・断面図



Si 03竪 穴住居跡 (第109図 )

【位置】H区北側 (B-6・ 7)に位置している。S109を切っている。

東側の大半が調査区外にかかっている。新旧2時期が考えられる。

【平面形・規模】西側の一部を検出したのみであるが、平面形は方形を

呈するものと考えられる。規模は、西壁280cm、 北壁110cm以上を計る。

方向は西壁でN-0°一Eである。

【堆積土】埋土は5層に分けられ、古段階の埋土は2層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、壁高は、西壁 8～ 13cm、 北壁

20cmを計る。床面の直上に焼土及び炭化物が 5 cm程の厚さにほぼ全面に

堆積していた。このことから焼失住居の可能
′
陛も考えられる。S109の床

面精査時に S103の古段階と考えられるプランが検出された。古段階の

住居はほぼ同じ平面形を呈し、新段階の床面下14cmで古段階の床面が検

出されている。西壁沿いで周濤の一部を検出し、長さ140cm、 幅16～ 20cm、

深さ 3～ 5 cmを計る。

【柱穴・ ピット】ピットは検出されなかった。

【周濤】壁面に沿って周回する周濤が検出された。幅は30～ 34cm、 深さ

は8～■cmを計る。

【床面施設 。カマド】床面施設及びカマドは検出されなかった。

【出土遺物】堆積土・床面より上師器 (非ロクロ)・ 須恵器・石製模造品

が出上している。

0               1m

…

十C8T +
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S103埋土註記表

層  位 土 色 土  性 備 考

1)雷 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/6黄 褐色土ブロック状に混入

2層 10YR2/2 黒褐色 シル ト 下層部に炭価物粒・焼土粒混入、10YR5/6プ ロック状に混入

3層 10YR2/1 黒色 炭集積層 焼土ブロック混入

4層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 焼土粒混入、10YR5/4にぶい責褐色土混入Ⅲ周濤埋土

5層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 炭化物粒混入

6層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入、10YR4/2灰黄褐色土混入 1古階段埋土

7)雷 10YR2/3 黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

S109埋土註記表

層  位 土 色 土  性 備 考

① 層 10YR4/6 褐色 ンル ト 炭化物粒子がわずかに混入

② 層 10YR3/2 黒褐色 ンル ト 炭化物粒子がわずかに混入

③層 10YR4/4 褐色 シル ト 炭化物粒子がわずかに混入

④層 10YR3/4 暗褐色 シル ト 10YR5/2灰 黄褐色土ブロック状に混入

Ocm

第109図 S103竪穴住居跡・出土遺物



Si 09竪穴住居跡 (第■0・ 111図 )

【位置】H区北側 (B-7、 C-6～ 8)に位置している。S102・ 03及びSD02に切られる。調査区を横断するよう

に検出され、東側と西側は調査区外にかかっている。

【平面形・規模】東西両端が調査区外に延びるため不明である。規模は北壁270cm以上、調査区西側壁面375cmを計

る。方向は、南壁でN-81°一Eである。

【堆積土】埋土は3層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がっており、残存する壁高は北壁 9～16cl■、南壁16～ 18cmである。床面は堅く

しまっておりほぼ平坦である。中央部に貼り床が施されていた。

【柱穴・ピット】ピットは6基検出された。そのうちP-1は、調査区壁面での断面観察によってS109を切る新し

いものであることが分かった。他の 5基は、S109に伴うものと考えられるが、掘りこみも浅く、位置的にも柱穴と
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層  位 土 色 上  性 備 考

1層 10YR3/3 暗褐色 ン,レ ト

2a,膏 10YR3/3 暗褐色 シル ト 10YR5/4に ぶい黄褐色斑状に混入

2b層 loYR3/3 暗褐色 シル ト 10YR5/4に ぶい黄褐色プロック状に混入

3 層 loYR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒・焼粒粒わずかに混入

SЮ9床面検出遺構観察表

遺構名 平 面 形 規模 (cln)
深  さ
(cln)

層 位 土 色 土 性 情 考

ピット

P-2 方 形 60× 60 -200 1層 10YR3/2暗 褐色 ンル ト 10YR5/4にぶい黄褐色斑状に混入

2層 10YR5/1褐 灰色 シル ト 10YR3/3晴褐色ブロック状に混入

3層 loYR3/3用争イ母色 シル ト

P-3 円 形 27× 26 -161 1層 10YR3/2黒 褐色 シル ト

P-4 不整 方形 28× 28 -142 1層 10YR3/2黒 褐色 ンクレト

P-5 不整円形 54× 46 -30 1層 10YR3/2黒 褐色 ンル ト

P-6 不整 円形 46× (30) -65 1層 10YR3/2黒 褐色 ンル ト

土坑 SKl 不整形 (190)× 150 -35 1層 10YR3/2黒 褐色 シル ト

第110図 S109竪穴住居跡平面図・断面図



戸

0                       1ocm

番 号 地 区・ 層位 種月U 器 種 日径(m) 底径(m) 署高(� 残 存 外 面 内 面 備考 登録 写 真

埋 3層 上師器 不 (口 )ヨ ヨナデ (体 )ヘラミガキ、ナデ ヨコナデ

P2 上師器 (口唇 )キ ザ ミ

P2 上師器 養 17 6 Ш側
(日 )ヨ コナデ (何 ハケメ (体下)ヘラケズリ (口 )ヨ コナデ (体 )ヨ ヨナデ (体 )ヘラナデ 116-7

P2 土師器 甕 ロクロナデ ロクロナデ

第111図 S109竪穴住居跡出土遺物

認められるものはなかった。P-2は 隅丸方形で、大きさは60× 60cm、 深さは20cmを 計 る。

【周濤】周濤は北壁沿いで検出された。幅は5～ 10cm、 深さは8～ 15cmを計る。

【床面施設】貼り床部分の下に不整形な土坑状の浅い凹みが検出された。P-2に切られ、大きさは、長軸が約190
cm、 短軸が約150cm、 深さは3～ 4叩程度で、掘り方と考えられる。

【出土遺物】堆積土・床面より上師器 (非ロクロ。ロクロ)・ 須恵器 。鉄滓が出土している。第111図 3は、床面に

横位で出上したほぼ完形の上師器甕である。

Si 04竪穴住居跡 (第 112・ 113図 )

【位置】H区中央部 (B・ C-9・ 10)に位置しており、S108及びSD16に切られる。

【平面形。規模】調査区を横断するように検出され、東側と西側は調査区外にかかっている。規模は、北壁200cm以

上、南壁317cm以上で、調査区西壁面で530cmを 計る。方向は、南壁で N-80° 一Wである。
【堆積土】埋土は2層 に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は、北壁16～20cm、 南壁■～18cmである。床面はほぼ平坦

で堅くしまっている。中央部には白色粘上の広がりがあった。

【柱穴・ピット】ピットは2基検出された。P-1は、SK5Aを切っており、平面形は円形を呈し、34× 20cm、 深さ
26cmを計る。位置的に柱穴の可能性がある。

【周濤】周濤は検出されなかった。

【床面施設】5基の上坑を検出した。このうちSK3は、この住居を切る新しいものである。SKlは北側が SD16に

切られており平面形は不明である。大きさは東西が73cm、 南北が85cm以上、深さは45cmを計る。SK2は大きさが80×

73cm、 深さは30cmを計る。底面に直径30cm程度の窪みが見られた。SK5は、2基の上坑の重複であることが分かり、

新しいものをSK5A、 古いものをSK5Bと した。SK5Aは大きさが70× 57cm以上で、深さ54cm、 SK5Bは大きさが

80× 45cm、 深さ12cmを計る。SK5Aの北側の床面から第113図 5の上師器甕が出上している。
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S104上堅土註 記 表

層  位 土 色 土 性 備 考

1 層 10YR4/2 灰黄褐色 シル ト 回 くし まった層

2a層 loYR3/2 黒褐色 ンル ト

2b層 loYR3/3 暗褐色 ンル ト 10YR5/4黄褐色がプロック状に混入

①  層 loYR4/2 灰黄褐色 シアレト loYR3/1黒褐色が斑状に混入

②  層 loYR3/1 黒褐色 シル ト 炭混層、10YR4/3にぶい責褐色が若干混入

'S108埋

土

③  層 loYR3/1 黒褐色 シル ト loYR6/4にぶい黄橙色とのブロック層

S104床面検出遺構観察表

違構名 平 面 形 規模 (cm) 深さ(cm) 層 位 土 色 土′隆 備 考

土 坑

SK l 不 整 形 (8.5)× 73 -45 1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物混入

2層 loYR3/1 黒褐色 ラつレト 炭化物混入、下層に10YR4/1グライ土プロック状に混入

SK 2 円形 80× 73 -30 1層 loYR3/3 暗褐色 シル ト 10YR5/4に ぶい黄褐色斑状に混入

2,膏 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/1褐灰色、グライ上、ブロック状に混入

SK 3 不 整 形 62× 45 -42 1,膏 10YR3/3 暗褐色 シル ト 10YR5/1褐灰色、グライ土、ブロック状に混入

2,琶 10YR3/1 黒褐色 シ ,レ ト loYR5/1褐 灰色、グライ上、ブロック状に混入

3)膏 10YR4/3 にぶい黄褐色 秘嘘霊シアレト

SK5A 方形 70× (57) -54 1,膏 10YR2/2 黒褐色 ラクレト

2)習 10YR2/2 黒褐色 シフレト 10YR5/4に ぶい黄褐色ブロック状に混入

3層 10YR5/4 にぶい黄褐色 砂質シアレト

4,雷 10YR2/2 黒褐色 シクレト 10YR5/3を こぶ予ゝ黄褐色斑状 |こ混入

SK5B 楕円形 80× 45 -12 1)膏 10YR3/3 黒褐色 シル ト 10YR5/4に ぶい黄褐色プロック状に混入

柱穴 P-1 円形 34× 20 -26

P-2 円形 18〉く16 -11

第H2図 S104竪穴住居跡平面図・断面図



【カマド】カマドは検出されなかった。

【出土遺物】堆積土・床面。土坑より上師器 (非ロクロ)・ 須恵器。礫石器。石製模造品。鉄滓が出土している。

,

一

0                       1ocln

番号 地区・ 層位 種別 静睡 日経lcm) 鍵 lcm) 器高価) 残存 外 面 内 面 備考 畿 写真

1 SK5 土師器 不 (14_0) (日 )ヨ ヨナデ lf41ヘラケズリ→ヘラミガキ ヨヨナデ→ヘラミガキ

2 上師器 不 (口 )ヨ コナデ (体 )ヘラケズ リ ヨヨナデ 窪符与暴 C22t

3 輝 + 土師器 不 (口 )ヨ ヨナデ (体 )ヘラケズリ ヨコナデ→ヘラミガキ 雹各与
基 C223

4 jH+下層 上師器 不 (140) 1/8 (日)ヨ コナデ (nヘラミガキ、ヘラケズリ ヨコナデ C220

5 土師器 憂 1 (日 )ヨ ヨナデ (個 ナデ (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラナデ

6 埋土上層 須恵器 ロクロナデ、隆線 ロクロナデ 五二? B40

番号 地区・ 層位 種 別 器  種 長さlml 幅 (IIm) 厚さlml 重さ(g) 特 徴 登録 写真

床直 礫石器 磨十敲 98 5 39 5 Kd24 119-4

SKl 礫石器 凹石 399 Kd23 119-5

第113図 S104竪穴住居跡出土遺物



SI OS竪穴遺構 (第■4図 )

【位置】H区 (B-9)に位置しており、S104を切る。

【平面形・規模】北西のコーナー部を検出したのみで平面形は不明である。規模は、北壁で135

cm以上、西壁で180cm以上を計る。方向は、西壁でN-10°一Eである。

【堆積土】埋土は3層に分けられた (第 112図 )。

【壁・床面】壁は垂直に立ち上がり、壁高は北壁8～ 10cln、 西壁10～ 14cmである。

【柱穴・ピット】ピットは検出されなかった。

【周濤・床面施設】周濤、床面施設は検出されなかった。

【出土遺物】堆積土より上師器 (非ロクロ)・ 鉄製品が少量出土している。

Ｈ
ア

⊂

0                       10cm

番号 地区・ 層位 観 」 絶 離 lml 器高m) 残存 外 面 内 面 備考 登録 写真

1 埋土 土師器 霊 C246

番号 地区・ 層位 種 】J 器  種 幅 (ml) 厚さ(mm) 重さ(g) 特 徴 機 写真

2 趾 鉄製品 刀子 ? 4 両瑞欠損 NH 120-10

第■4図 S108竪穴遺構・出土遺物

S105竪穴住居跡 (第115～■7図 )

【位置】Ⅲ区北側 (BoC-12・ 13)に位置し、SK23に切られる。

【平面形・規模】平面形は、方形、若しくは隅丸方形を呈するものと推測されるが、北辺と西辺の方向が鋭角に近

いことからカマドの作りかえにともなって改築を行っていることも考えられる。規模は北壁330cm以上、西壁240cln

以上を計る。方向は、北壁で N-76° 一E、 西壁で N-37°一Eである。

【堆積土】埋土は5層に分けられた。

【壁。床面】壁は緩やかに立ち上がっている。残存する壁高は北壁15～ 20cln、 西壁20～ 22cllaを計る。床面は堅くし

まっておりほぼ平坦である。

【柱穴・ピット】ピットは検出されなかった。

【周濤】周濤は西壁沿いに検出された。幅は20～30cln、 深さは6～ 9 cmを計る。

【床面施設】床面施設は検出されなかった。

【カマド】北壁のほぼ中央部と考えられる位置で燃焼部と煙道の一部が検出された。煙道部は2本検出され、カマ

ドの作り替えが行われている。 2本の煙道の新旧関係については、検出時の状況や方向から見て西側の煙道を作り

かえて東側の煙道を作ったものと考えられる。なお、カマド平面図については、調査時の最終段階の図としたこと

から、新旧関係が逆のかたちになっている。

カマド (新)天丼部はなく、側壁のみ残存している。規模は、長さ145cm、 幅100clnを計る。煙道部は長さ85cln、

幅35cmを計る。燃焼部の底面に60× 50cm、 深さ8 cm程の不整形の凹みがみられ、底面が若千変色していた。カマド

西側に焼土を伴う50X50cm、 深さ6 cmの上坑状の浅い凹みが検出された。燃焼部手前に、カマドからの焼土を溜め

たと思われる不整円形を呈する土坑を検出している。規模は70× 60cln、 深さ30cmを計り、底面にはピット状の落ち



こみも見られた。焼土を入れた後に暗褐色土を貼って床面としている。また、カマド東側の床面に100× 100clnの範

囲で焼土・炭化物が広がっていた。カマドのそで付近から第117図 1・ 6・ 8の上師器郭が出土している。

カマド (古)カ マド (新)の燃焼部底面から10～ 15c14下で燃焼部の掘りこみが検出され、規模は150× 70cmを計

る。側壁等はなく、煙道部は長さ70cm、 幅22cmを計る。

【出土遺物】堆積土。床面・カマドより上師器 (非ロクロ)・ 須恵器が出土している。第■7図 1は内面に黒色の付

着物が施された後、放射状にミガキを施している。7は、住居中央部の床面で出上したほぼ完形の上師器奏である。

華

陥

m

S1056担 +註記表

層  位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 焼上、炭化物混入

2層 10YR3/1 黒褐色 シル ト 焼上、炭化物混入

3層 25Y3/3 黒髄 シル ト

4,雷 10YR2/2 黒褐色 シ71/ト 焼土をブロック状に混入、炭化物混入 (カ マ ド埋土 )

5層 10YR5/3 にぶい黄褐色 シル ト マンガン斑混入 (別通信埋土か)

第■5図 S105竪穴住居跡平面図・断面図
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SЮ5カマ ド (新)埋土註記表 (第 116図 )

層位 土 色 土 性 備 考

煙道部

埋土

la層 10YR3/2  黒褐色 シル ト 炭化物粒子若千混入

lb層 2.5Y3/2  黒褐色 シル ト 炭化物粒子混入

2層 loYR4/2  灰黄褐色 シ ,レ ト 炭化物粒子若干混入

3'雷 25Y3/2  黒褐色 シル ト 焼上ブロック・ 炭化物混入

4層 5YR2/2 黒褐色 シル ト 焼土プロック・ 炭化物粒混入

5層 10YR5/4  にぶい黄名勘色 シル ト

6層 2.5Y5/4  黄褐色 シル ト

燃焼部

埋土

7a層 loYR3/3  暗褐色 シル ト 炭化物粒子混入

7b層 loYR2/3  黒褐色 シル ト 焼土ブロック混入、10YR5/6黄褐色力ゞブロックル(に混入

8a層 loYR4/2  灰黄褐色 ラつレト 焼土混入、10YR7/4にぶい黄橙色混入

8b層 5YR3/3   暗坊講勘色 焼 上 層

9層 7.5YR3/1 黒褐色 シル ト 焼土粒 。炭化物粒混入

10a)雷 7.5YR2/2 黒褐色 シル ト 焼土粒・炭化物粒混入

Ob,雷 7.5YR2/2 黒褐色 シアレト 炭化物混入

層 10YR4/3  にぶい黄褐色 シル ト 7 5YR2/3極暗褐色力ゞブロック状に混入

12層 2.5YR3/4 暗赤褐色 焼 土 層

焼  土

3層 loYR3/4  暗赤色 焼土層

14層 5YR3/3   暗赤褐色 焼土層

15層 loYR5/3  にぶい黄褐色 砂質シル ト 焼上プロック混入、下層は火熱により赤変している

そで

埋上

①層 10YR4/2  灰黄褐色 シル ト 10YR6/4にぶい黄橙色がプロック状に混入

②層 10YR6/4  にぶい責橙色 シル ト

③ a層 7.5YR2/2 黒褐色 シル ト 焼土・災化物混入

③ b層 2.5Y6/4    1こ こド彰渡 て巳 シル ト

④ 層 10YR4/3  にぶい責褐色 シル ト

⑤ 層 2.5Y4/2  暗灰黄色 シル ト

⑥ 層 loYR3/3  暗褐色 シル ト 焼上がブロック状に混入

Si05カ マ ド (古)煙道部埋土註記表 (第 116図 )

層 位 土 色 土 性 備 考

1,雷 25Y4/3  オリーブ褐色 シル ト
2層 2.5Y3/1  黒褐色 シル ト 2_5Y4/3オ リーブ褐色がプロック状に混入

3a層 2.5Y3/2  黒褐色 秘〉5雲シ,レ ト 焼土粒・炭化物粒混入

3b層 2.5Y3/2    彊亀串目℃ζ シル ト 焼上がブロック状に混入

4層 7.5YR2/3 極暗褐色 シル ト 焼土粒・ 炭化物粒混入



0                       10cm

＼

一一一一毒

一ヽ

番号 地区・ 層位 種別 器種 日径(cI) 底径(cI) 器高(cI) 残存 外 面 内 面 備考 登録 写真

1 P10+カマド 土師器 邪 (158) (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラケズ リ ヨヨナデ→ヘラミガキ 窪再振
果 C250

2 土師器 不 (158) (口 )ヨ ヨナデ (体 )ヘラミガキ ヨコナ デ 窪合好
暴 C249

3 上師器 邪 (150) ヨコナデ 117-3

土師器 不 (208) 83 78 底 1 (口 )ヨ ヨナデ (日 )ヨ ヨナデ (体)ヘラ ミガキ俄燿制犬) C248 117-7

5 カマド 土師器 小形 (口 )ナ デ (底 )木葉痕→ヘラケズ リ ナデ C26(

6 P6+カ マド 土師器 甕 (170) (口 )ヨ コナデ (体 )ナデ ナデ C253

7 Pl 土師器 賓 17 〔屎:アミケす
=ミ
多夢更り (底 )ヘラケズリ (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラナデ C25(

8 P7 土師器 甕 1 (口 )ヨ コナデ (口 )ヨ コナデ (体 )ヘ ラナデ C25:

第■7図 S105出上遺物



(2)古  代

①鍛冶遺構

調査区北部 (I区)で鍛冶遺構に関係すると考えられる竪穴遺構 1基、土坑・ピットが検出された。それぞれ、

埋土中から鉄津・鉄製品などが出上していることから、土壌サンプルを採取して水洗選別を行っている。

Si 01竪穴遺構 (第119図 )

【位置】I区北側 (C-2・ 3、 B-2)に位置している。東側が調査区外にかかる。
【平面形・規模】平面形は、方形を呈するものと考えられる。規模は、北壁150cm以上、西壁530cmを計る。方向は

西壁で N-9°一Wで ある。

【堆積土】埋土は4層に分けられた。

【壁・床面】壁はほぼ垂直に立ち上がり、残存する壁高は北壁28～ 35cm、 西壁27～46cmである。床面はほぼ平坦で

堅くしまっている。鉄滓・小鉄片・湯玉などを選別するために、床面を50cmグ リッドに区切って土壌サンプル採取

を行った (第 118図 )。 その結果、数は多くないが SKl土坑の東、床面中央西壁側などから小鉄片・鉄滓が出上して

いる。

水洗選別遺物集計

小鉄片出土―一―ロ

ノ

鉄滓出土―一一一ノ

【柱穴・ピット】ピッ

+D2

卜は 2基検出された。P― 1は、平面形が不整形で大きさが45× 45cm、 深さが40.8cmである。

P-2は、平面形が円形で大きさが42× 42cm、 深さが26.8cmで あ

る。P-1はその断面の形状から、P-2は その位置から柱穴であ

る可能性が考えられる。

【床面施設】床面施設としては土坑が 2基検出されている。SKl

は、平面形が長楕円形で、大きさが92× 67cm、 深さが21.8cmであ

る。断面形は逆台形を呈し、底面は平坦である。埋土は 3層に分

けられた。底面や壁面が直接熱の影響を受けた様子は見られない

が、埋土中に焼土や炭化物が混じっていたこと、SKlの北側の床

面から羽口が出上していることから、炉に付随する施設であった

可能性がある。SK2は、北東部が調査区外にかかり、さらに西側

が後世のピットに切られているため平面形は不明である。大きさ

は40× 25(�以上、深さは15(�である。

【出土遺物】堆積土・床面より上師器 (ロ クロ・非ロクロ)・ 須恵

器・羽口・鉄製品・鉄滓・石製模造品が出上している。第120図 4

は、床面出上の羽口で、先端部は溶融によって灰色に変色してい

る。形状は先端がやや細い漏斗状のもので、長さ12cm、 先端部内

径251mll、 吸気部外径7.5cm、 内径401mllで ある。また、同図 5・ 6は、

床面から出土した釘・刀子と見られる鉄製品である。

+C2

(1)、 ホ (2)、 ル (1)、 ヲ (2)、 ヨ (2)、 夕 (2)、 ネ (2)、 ム (2)、 ヰ (4)、

(4)、 オ (2)、 ヤ (1)、 マ (3)、 フ (1)、 コ (2)

・ヤ                            ( )は 出土点数

第118図 S101床面土壌サンプル採取グリッド酉己置図
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Si01埋土註記表

層位 土 色 と  '性 備 考

1層 25Y3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/1褐灰色を斑状に混入、マンガン斑混入

2,雷 10YR3/2 黒褐色 シル ト

3a,雷 25Y3/2 黒褐色 シル ト 10YR6/4にぶい黄橙色をブロック状に混入

3b層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 埋 2層に近い色調

4層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/1褐灰色を斑状に混入、炭化物粒子混入

SЮ l床面検出遺構観察表

遵構名 平面 形 規模 (cln) 深さ(cm) 層位 土 色 土 性 備 考

上 坑

SK l 長楕円形 92× 62 -218 1層 10YR3/2黒褐色 シル ト

2層 10YR3/2黒褐色 シル ト 10YR5/3を ブロック状に混入、焼土粒を混入

3層 10YR2/3黒 褐色 シル ト 焼土粒、炭化物粒混入

SK 2 形不 明 40× 25 -15.0 lЛ雪 10YR3/3暗褐色 シル ト 10YR5/3にぶい黄橙色をブロック状に混入

2,雷 10YR3/3瞬争イ母色 シル ト 焼土粒混入

柱穴

P-1 円形 45〉く45 -40_8 1,膏 10YR3/3暗褐色 シル ト 10YR5/3斑状に混入、炭化4勿混入

2,雷 loYR3/3暗褐色 シル ト 炭化物粒混入

3'習 10YR3/2黒 褐色 砂質シル ト

P-2 円 形 42× 42 -26 8 1層 10YR3/3暗褐色 シル ト loYR5/3に ぶい黄褐色を斑状に混入

2層 10YR3/3暗褐色 シル ト 炭化物粒子混入

第■9図 S101竪穴遺構平面図・断面図
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第120図 S101竪穴遺構出土遺物

鍛冶遺構関連 ピット群 (第 121図 )

S101の南側の上坑やピットの埋土から鉄片・鉄津・鉱滓・鉄製品等が出上している。また、SK3・ 6、 P-22・ 115。

120からは粒状滓 (湯玉)が出土している (写真 119)。 これらの上坑・ピットは、ほぼ200cmの 間隔で検出されてい

ることから、南北 3間以上、東西 1間以上の建物 となる可能性がある。

小鉄片・鉄滓・鉱滓出土――一SK2(9)・ 3(57)・ 6(20)・ 19・ 26、 P-6・ 22(36)・ 41・ 75・ 100・ 103(12)・

115(86)・ 116(7)。 117(8)。 120・ 146

鉄製品出土

―

SK2・ 3・ 19、 P-6・ 18・ 78・ 107 ( )は出土点数
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番号 地区・ 層位 種 別 器種 日径m) 題径(伽 ) 残存 外 面 内 面 備考 登録 写真

1 床直 土師器 不 (口 )ヨ コナデ (体 )ヘラナデ ヨコナデ

2 床直 須恵器 不 ロクロナデ (底 )ヘ ラ切 り ロクロナデ

3 上師器 甕 ロクロナデ ロクロナデ、ハケメ D24

番号 地区・層位 種 男」 器  種 幅 (I Bl) 厚さ(an) 重さ(g) 特 徴 登録 写真

4 床直 土製品 羽 口 118 孔径40m、 25m N38

5 鉄製品 釘 5 16 両端欠損 N4

床直 鉄製品 刀子 11 5 両端欠損 Nユ 120-11

蜘 円板 A 31 0 53 Kdl 120-2

埋中層 的 円板 33 Kd2

第121図 鍛冶遺構関連ビット群平面図
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番号 地区・ 層位 種別 器種 口径仙 ) 匡径航 ) 吾高に罰) 残存 外 面 内 面 備 考 登録 写真

1 SK02 土師器 郷 (口 )ナ デ (体 )ヘ ラケズ リ ナ デ 118ウ

番号 地区・ 層位 種  別 器  種 長さ(m) 幅 (mtt) 厚さ(EE) 重さ(g) 特 徴 畿 写真

2 SK2 4Lr層 鉄製品 鎌 ? (36) 25 両端欠損 N12 120-15

3 SK 3 鉄製品 釘 6 両端欠損 N13 120-16

ピット6 鉄製品 釘 5 64 両端欠損 N53

5 ピット18 鉄製品 釘 ? (26) 6 両端欠損 N54

6 ピット78 鉄製品 刀子 4 47 両端欠損 N30 120-19

第122図 鍛冶遺構出土遺物

②小滞状遺構群 (第 123図 。第12表 )

I区小落状遺構 (SD10・ 13)

I区では2条の小濤状遺構が検出された。S101を切っており、方向は N-81°一Wである。幅は約30cmほ どで、

深さは10cln程である。

H区小薄状遺構 (SD4・ 5・ 6・ 7・ 8・ 9。 14・ 15)

H区では 8条の小濤状遺構が検出された。また、調査区壁面で確認されたものも数条ある。SD02・ S109を切って

いる。方向はおおむね N-79° 一Wである。また幅は、平均して30cm程で、深さは約20cm程度である。方向や規模か

らみて、これらの小濤状遺構群は I区のものを含め同時期のものと考えられる。
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第123図 小溝状遺構群平面図・断面図



遺騰番号 位  置 長 X幅 (cm) 深さ (cm) 方    向 切 合 関 係 埋 土 土 色 土  性 しまり 粘 性 備   考 出 土 遺 物

SD04 D-8 (66)X38 -80 N-78° ― Vヽ
埋 1層10YR2/2黒褐色
埋 2層10YR5/3にぶい黄褐色

シル ト
シフレト

艮

良

低

低

SD05 C-7 SD02を切る 10YR2/2黒褐色 ンフレト 良 低

SD06 C-8 (58)X40 -25 N=72° ―W 10YR2/2黒褐色 シフレト 良 低

SD07 B-8 (64)× 38 -90 N-80° ―W 10YR2/2黒褐色 シル ト 良 低 C

SD08 C-8 (58)× 32 -30 N-33° ―W 10YR2/2黒褐色 シル ト 良 低 C・ E

SD09 B-7 (64)× ― -71 N-69° 一 Vヽ SD02を 切る 10YR2/2黒褐色 シル ト 長 低 C・ E

SD10 C-3 (110)X32 -60 N-81・ ―W P157に切 られる 10YR2/2黒褐色 シル ト 長 低

SD13 C-2 (120)X34 -95 N-77° 一llI 10YR2/2写詩縁色 艮 低 C

SI)14 C-7 (86)× 34 -35 N-78° 一MI 10YR2/2黒褐色 シル ト 良 低

SD15 C-7 (94)X42 -48 N-76° 一W 10YR2/2黒褐色 シル ト 良 低

第12表 小溝状遺構群集計表

(3)中世～近世

中世～近世の遺構としては、濤跡・土坑などが検出されている。

①濤 跡

濤跡は 5条検出された。5条 とも東西方向に検出され、方向はおおむね N-80～ 90°一Eのなかにおさまっている。

調査区を横断する形になるため、ごく一部しか調査できなかった。

SD02(第 124。 126・ 127図 )

H区 (BoC-7)に位置する。S109を切る。方向はN-88° 一Eである。確認された長さは3.2m、 上端幅は約80

cm、 下端幅は約35cm、 深さは約37cmである。断面形は、U字型で、底面はやや東に傾斜している。堆積土は 7層 に

分けられた。この内、 2層の下部から3層上面にかけて灰白色火山灰が混じる。土師器 (非ロクロ。ロクロ)・須恵

器 。鉄製品が出上している (第126図 1・ 第127図 2)。

SD16(第 124・ 126・ 127図 )

H区 (C-9)に 位置する。S104を切る。方向は、N-86° 一Eである。確認できた長さは3.2mで ある。上端幅は

約125cm、 下端幅は35cm、 深さは68cmである。断面形は逆台形で、堆積土は6層に分けられた。底面にはピット状の

落ち込みも見られた。土師器 (非ロクロ。ロクロ)。 鉄製品・鉄滓・石製模造品が出上している。 (第 126図10～ 12、

第127図■)

SD03(第 125-127図 )

Ⅲ区 (B-15、 C-15。 16)に位置する。SDllの作り替えの可能ザ陛があり、また、SK18・ 19に切られ、SK26を

切る。方向はN-83° 一Eである。確認された長さは5.75m、 上端幅は約4.7m、 下端幅は約1.Omで、深さは約1.Om

である。断面形は開いた U字型で南側の開きが大きい。堆積土は13層に分けられた。 7層以下の層では酸化鉄が互

層状に堆積し、底面には李大ほどの礫石が多数あり、礫層面まで掘り込まれた可能性がある。土師器 (非ロクロ。

ロクロ)須恵器・瓦・土製品 。鉄製品 。鉄滓・弥生土器・動物の骨片が出上している。 (第 126図 3・ 4・ 8・ 13、

第127図 3)

SDll(第 125図 )

Ⅲ区 (BoC-15)に位置する。SD03の南壁側で切られる。方向はN-83° 一Eで SD03と ほぼ並行する。確認さ

れた長さは4.7mで、上端幅は約70cm、 下端幅は約30cm、 深さは約30cmである。断面形は逆台形で、堆積土は7層 に

分けられた。SD03の直下に位置することまた、方向がほぼ並行することからSDllを拡張して SD03に作り替えた

ものと考えられる。

SD12(第 125～ 127図 )

Ш区南端 (B-16・ 17)に位置する。調査区の南端に位置しているため、調査区を3× 1.3m拡張して両端を検出

した。方向は、N-81° 一Eで SD03・ 11な どとほぼ並行する。確認できた長さは3.Om、 上端幅は約1.8m、 下端幅は



約30cln、 深さは93cmである。断面形は開いた U字型で北壁に段がつく。南壁は調査区壁面に接するため完全には掘

りきっていないことから、両側に段がつく可能性も考えられる。堆積土は 9層に分けられた。上師器 (非ロクロ 。

ロクロ)。 須恵器 。磁器・陶器・瓦・石臼・礫石器 。鉄製品。銅製品・石製模造品が出上している (第126図 5～ 7・

9、 第127図 5～ 9)。 第126図 6は在地窯陶器甕の肩部と考えられる。 7は中国製青白磁梅瓶で、 6・ 7共に13世紀

代のものと考えられる。

SY′

ゥ

第124図 SD02・ 16溝跡平面図・断面図
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SD02士里■領止証勇震

層位 土 色 上 性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR1 7/1黒色上をプロック状に混入

2層 10YR3/1 黒褐色 シル ト 下層部に灰白色火山灰が混入

3a層 10YR3/1 黒褐色 シル ト 10YR4/1褐灰色上が斑状に混入、上層部に火山灰粒状に混入

3b層 loYR3/2 黒褐色 シル ト

4層 10YR3/1 黒褐色 ンル ト 炭化物粒混入、10YR4/3にぶい黄褐色土ブロック状に混入
5層 10YR2/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒混入、10YR4/3にぶい黄褐色土ブロック状に混入

6層 10YR2/2 黒褐色 ンタレト 10YR4/3にぶい黄褐色上、10YR4/1褐 灰色=Lブ
ロック状に混入

7層 10YR2/2 黒褐色 シル ト loYR4/3にぶい黄褐色ととのプロック層

8層 loYR3/2 黒褐色 シつレト 10YR1 7/1黒色土ブロック状に混入

9層 2_5Y5/3  ラ葺召gてョ シル ト

SD16担 十註記表

層位 土 色 上  性 備 考

1層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR5/1褐灰色グライ上がプロック状に混入、炭化物混入
2層 10YR2/2 黒褐色 シル ト 10YR6/3にぶい責橙色上が斑状に混入、炭化物混入

3層 10YR2/2 黒褐色 シル ト 10YR6/3にぶい黄橙色土とのブロック層、炭化物混入

4,雷 25Y3/2 黒髄 シル ト 10YR6/3にぶい黄橙色上が混入、炭化物混入

5層 loYR3/2黒 褐色 シル ト 10YR4/2灰黄褐色土が混入、炭化物混入

6層 10YR3/3 暗褐色 砂 質 シル ト 10YR6/4にぶい責橙色土力ゞブロック状 |こ混入
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SD03士里ユニ鎮己表

層位 土 色 上 性 備 考

1層 10YR2/3 黒褐色 シル ト 炭 化物粒 子混 入 、小礫

2層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物混入、 l cm大の混入

3層 2.5Y3/1 黒褐色 シル ト

4a層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR2/2黒褐色上とのプロック層、 lm大のイヽ礫混入
4b層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 10YR2/2黒褐色土プロック状に混入、 l cln大 の小礫混入
4C層 2.5Y3/2 黒褐色 シル ト loYR2/2黒褐色土プロック状に混入、炭化物粒子 l cm大の小礫混入

5a層 10YR4/2 灰黄褐色 シノント

5b層 2 5Y3/2  月罠ネ巨てヨ 穆〉J霊ラ/ル ト

5C層 25Y3/3 暗オリーブ褐色 穆〉』霊ラ/ル ト
6a層 10YR3/2 黒褐色 シル ト 下層部に10YR6/4にぶい黄橙色土混入

6b層 10YR2/3 黒褐色 シル ト

7層 2.5Y4/1 黄灰色 粘質シル ト 酸化鉄粒斑状に混入

8層 10YR5/1 褐灰色 粘質シル ト 酸化鉄粒斑状に混入

9サ雷 10YR4/1 褐灰色 刈いξ霊ランァレト 酸化鉄斑状に混入

10層 10YR5/1 褐灰色 粘質シル ト 10YR6/4砂 との互層、酸イ睦鮮立斑状 |こ混入
a層 10YR4/4 褐色 砂 10YR5/1褐灰色上混入

■b層 10YR4/3 にぶい黄褐色 砂 北壁側に6a層混入

2,雷 10YR4/1 褐灰色 粘質シル ト 25Y5/2砂混入、酸化鉄粒斑状に混入

層 2.5Y4/1 黄灰色 粘質シル ト 酸化鉄粒斑状に混入

① 層 loYR2/2 黒褐色 シクレト 1別遺構埋土

② 層 loYR3/2 黒褐色 シル ト 炭化物粒混入 )

SD H埋土註記表

層位 土 色 土 ′陛 備 考

1,習 10YR3/2 黒褐色 ラクレト

2層 10YR4/2 灰黄褐色 ンル ト

3層 2.5Y5/1 黄灰色 シアレト 25Y4/1黄灰色土プロック状に混入、酸化鉄多量に混入
4層 10YR4/1 褐灰色 ンル ト 酸化 鉄粒 斑状 に混 入

5層 2_5Y3/3 暗オリーブ褐色 ンル ト 25Y4/1黄灰色土ブロック状に混入、2.5Y3/2砂 混入
6層 2_5Y4/2 暗灰黄色 シル ト 25Y5/1黄灰色土プロック状に混入、酸化鉄粒斑状に混入
7層 25Y3/2 黒褐色 砂

SD12埋土註記表

層位 土 色 土 ′隆 備 考

1層 2.5Y3/1 黒褐色 シル ト

2層 10YR2/2 黒褐色 シアレト 炭化物粒混入

3層 10YR3/1 黒褐色 ンル ト 炭化物粒混入、両壁側に2.5Y3/3砂 が混入

4,雷 2 5Y3/2  埠亀れ母てュ 砂

5層 5Y2/2  オリープ黒色 シル ト 5Y4/1灰色上プロック状に混入

6層 5Y4/1  灰色 砂 質 シル ト 2.5Y3/2砂混入、酸化鉄混入

7a層 loYR3/3 暗褐色 砂 5Y4/1砂斑状に混入

7b層 5Y4/4  暗オリーブ色 砂

8層 5Y4/1    ラ〔てヨ 砂質シル ト 25Y3/2砂混入、酸化鉄混入
9層 75Y4/1 灰色 砂 酸化鉄混入

137
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番号 地区・層位 種別 器種 日径輸) 底径(耐 器高(ca) 残存 外 面 肉 面 備考 登録 写真

1 SD02理と上層 土師器 不 (体 )ヘ ラケズ リ→ヘラミガキ ヨコナデ C315

2 SD02理 十「層 土師器 添 6 44 底 1 回転糸切 り、マメツ

3 SD03埋 5層 須恵器 ロクロナデ、波状文

4 SD03 4LL層 須恵器 甕 ロクロナデ、波状文 ロクロナデ

5 S112 4LL層 土師器 麻 (70) (底 )回転糸切 り ヘラミガキ、黒色処理

6 SD12 陶器 葵 ナデ、ヘラナデ、2 5YR4/2灰 赤色 ナデ 在地 H2

7 SD12理 +「層 青白磁 梅瓶 2 5GY7/1明 オリープ灰色 75Y7/1灰白色 J5

8 SD03 4とと層 丸瓦 ナ デ 布 自 Hl

9 SD12 丸瓦 ナデ 布 目 H3

番号 地区・ 層位 種  別 器  種 長さ(na) 幅 (mI) 厚さ(Ш ) 特 徴 登録 写真

S116埋土中層 礫石器 Kd30

SD16吏陛と 石蝸 品 剣形 A 11 2 Kd14

SD16輝 +,層 石製槙造品 父」テ[夕 B 155 57 Kd13

SD03 4 L L層 土製品 土玉 27 5 孔径 6m Pl

第126図 溝跡出土遺物 (1)
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②土坑。その他の遺構

停)土坑 (第128・ 129図 。第13表 )

〔SK l〕 C-4に位置し、西半部は調査区外にかかっている。平面形は長楕円形若しくは、隅丸方形を呈するも

のと考えられる。長軸は60cm以上、短軸は26cm以上、深さ23clnを 計る。断面形は、V字形を呈している。

〔SK 2〕 C-3に位置している。平面形は長楕円形を呈し、長軸70cm、 短軸60cln、 深さ51cmを計る。断面形はU

字形である。断面には柱痕跡が見られ、また、埋土より鉄滓が出上していることから鍛冶遺構に関連するものと考

えられる。

〔SK 4〕 C-4に位置し、東半部は調査区外にかかっている。平面形は不整形を呈し、長軸60cln以上、短軸58cm、

深さ71cmを計る。
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番号 地区・ 層位 種 別 器  種 長さ(国け 幅 (ma) 厚さlHE) 特 徴 登録 写真

1 SD-12 礫石器 石 臼 100 2,460 Kd29 119-9

2 SD02埋上上層 鉄製品 釘 7 7 両端欠損 N17 120-20

3 SD03輝 +上層 鉄製品 釘 8 片端欠損 N19 120-21

SD04 鉄製品 釘 ? 8 11 両端欠損 N47 120-22

5 SD12埋土上層 鉄製品 刀子 両端欠損 N22 120-23

6 SD12埋土上層 鉄製品 刀子 ? 両端欠損 N21a 120-24

SD12埋土上層 鉄製品 釘 3 11 両端欠損 N21b 120-25

働 12 鉄製品 釘 55 両端欠損 N48 120-26

9 SD12埋上上層 鉄製品 釘 ? 5 両瑞欠損 N24 120-27

SD12埋土上層 鉄製品 3 1.0 N26

11 SD16燿 +上層 鉄製品 釘 両端欠損 N27

SD12 銅製品 5 N49

第127図 濤跡出土遺物 (2)



〔SK 5〕 C-5に位置している。平面形は円形を呈し、長軸80cln、 短軸60cln、 深さ40cmを計る。断面形は、逆台

形で、直径約30cmの柱痕跡が見られ、その部分は、底面よりさらに20cm程下がる。

〔SK 6〕 C-5に位置している。平面形は、隅丸方形を呈し、長軸80cm以上、短軸38cm、 深さ42clnを計る。断面

形はU字形を呈する。

〔SK 8〕 B-11に位置し、東半部は調査区外にかかっている。平面形は隅丸方形を呈し、長軸60cln以上、短軸50

cln、 深さ50cmを計る。断面形は逆台形を呈し、北側に段が付く。

〔SK 9〕 B-11に位置し、一部は調査区外にかかっている。平面形は方形を呈し、長軸85c14、 短軸75cm、 深さ50

cmを計る。断面形は舟底形を呈し、直径20cm程の柱痕跡が見られる。

〔SK10〕 C-13に位置し、SK17に切られる。東半部は調査区外にかかっている。平面形は円形を呈するものと

考えられる。長軸220cln、 短軸160cln以上、深さ7 clnを計る。

〔SKll〕  B-8に位置し、SK12と小濤に切られるが、SD07を切る。東側1/2が調査区外にかかる。平面形は円
形を呈するものと考えられる。長軸156cm、 短軸62cm以上、深さ15c14を計る。断面形は、開いたU字形を呈している。

〔SK12〕 B-9に位置している。東半部は調査区外にかかる。平面形は不整形を呈し、長軸■Ocm以上、短軸84cm、

深さ25clnを計る。断面形は箱形を呈し、上部が開いて立ち上がる。

〔SK13〕 B―■に位置し、東半部は調査区外にかかる。平面形は不整形を呈し、長軸60cm以上、短軸40cm、 深さ

20cmを計る。

〔SK14〕  C―■に位置し、SK15、 ピットに切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸80cln、 短軸65cm、 深さ1lcm

を計る。断面形は逆台形を呈している。

〔SK15〕 C―■に位置し、SK14を切る。平面形は不整円形を呈し、長軸75cln、 短軸70cln、 深さ29cmを計る。断

面形は逆台形を呈している。

〔SK16〕 C-13に位置し、西半部は調査区外にかかり、SK24に切られる。平面形は不整形を呈し、長軸135cm、

孵 位  置 長軸×短軸 (clm) 深さ (銅 ) 形 状 切 合 関 係 備 考 出 土 遺 物
SK01 C-4 60X 25 -232 不  整  形
SK02 C-3 70X60 -512 長  楕  円 C・ D。 鉄津
SK03 C-4 撹乱をうけている。

SKl14 B-4 60× 50 -719 不  整  形 P149を切る
SK05 C-5 80× 60 -402 長  精  円 C・ E
SK06 C-5 80× 38 -423 長  楕  円 C・ 鉄津

SK07 欠  番

SK08 8-11 60× 50 -506 不  整  形 C,E
SKl19 B-10 85× 75 -508 方    形

SK10 C-13 220X160 -75 円     形 C
SKll B-8 156× 62 円     形 C
SK12 B-9 110× 84 -256 不  整  形 C
SK13 B― n 60X 40 -202 長  精  円 C
SK14 C― H 80× 65 -117 長  橋  円 C
SK15 C-11 75× 70 円     形 ∬蹴 C
SK16 C-13 135× 95 不  整  形 SK24に切 られる C
SK17 C-13 100X90 -337 円     形 SK10を切る
SK18 C-14 90× 90 不  整  形 P97、 SK23に切 られる C・ E
SK19 B-15 200X120 長  楕  円 SD03を切る
SK20 C-16 78× 60 -539 長  精  円
SK21 B-16 125× 100 -328 長  楕  円
SK22 C-16 110× 60 不  整  形 SK30を切る
SK23 B-14 95× 35 不  整  形 C
SK24 C-13 75×  25 -312 不  整  形 SK16を切る
SK25 欠 番
SK26 C-16 100× 70 不  整  形 C・ D・ E
SK27 B-4 125× 84 -419 不  整  形 P l12、 P148に切られる C・ E
SK28 B-15 85× 40 不  整  形 C・ E
SK29 C-3 150× 50 不  整  形 撹乱、P154に切 られる
SK30 C-16 127× 65 -110 不  整  形 SK22に切 られる
SK31 C-16 75× 45 長  橋  円 P99に 切 られる
SK32 C-16 50× 26 円     形
SK33 C-16 円     形

第13表 土坑集計表



短軸95cm以上、深さ21cmを計る。断面計は舟底形を呈する。

〔SK17〕 C-13に位置し、SK10を切る。平面形は円形を呈し、長軸100cln、 短軸90cm、 深さ34cmを計る。断面形

は逆台形を呈する。

〔SK18〕 C-14に位置し、SK23、 SD03を切る。東半部は調査区外にかかる。平面形は長楕円形を呈するものと

考えられる。長軸90cln以上、短軸90cm、 深さ28cmを計る。断面形は箱形を呈している。

〔SK19〕 B-15に位置し、SD03を切っているが、底面に石をおいたピットに切られている。東半部は調査区外

にかかる。平面形は長楕円形を呈するものと考えられる。長軸200cm以上、短軸120cln、 深さ40cmを計る。断面形は

舟底形を呈しており、東側が緩やかに立ち上がる。埋土は、大別 5層、細別 8層に分けられた。このうち、 1～ 3

層までは、黒褐色系の上に焼土・炭化物がブロック状又は、粒状に混じり、焼土が層状に堆積している部分 (3b層 )

もあった。 4層以下は、暗灰色系の埋土である。また、調査中に破損してしまったため図示していないが、埋土中

より、古銭「天聖元宝」 1枚が出土している (写真120-8)。

(SK20〕 C-16に位置している。平面形は楕円形を呈し、長軸78cln、 短軸60cm、 深さ53cmを計る。断面形はV字

形を呈している。

〔SK21〕 B-16に位置している。平面形は楕円形を呈し、長軸125cm、 短軸100cln、 深さ32cmを計る。断面形は逆

台形を呈し、断面には直径約20cln程の柱痕跡が見られる。

(SK22)C-16に 位置し、SK30を切る。平面形は不整形を呈し、長軸110cln、 短軸60cm、 深さ43cmを計る。断面

形は、逆台形を呈し、底面には、ピット状の落ち込みが見られる。

〔SK23〕 B-14に位置し、SK18に切られる。東半部は調査区外にかかる。平面形は不整形を呈しているものと

考えられる。長軸95cm、 短軸35cm以上、深さ46cmを計る。断面形は逆台形を呈し、底面には凹凸が見られる。

〔SK24〕 B-13に位置し、SK-16を切る。西半部は調査区外にかかる。平面形は方形を基調としたものである

と考えられる。長軸75cm、 短軸25cm以上、深さ32cmを計る。断面形は、逆台形を呈している。

(SK26〕 C-16に位置し、SD03の南壁に切られ、SDllを切る。SD03に先行トレンチを入れた際に西側半分を

削除してしまったため、平面形は不明であるが残存する部分から円形若しくは長楕円形を呈するものと考えられる。

長軸100cm、 短軸70cm以上、深さ61clnを計る。底面で 4基のピットを検出している。

〔SK27〕 B-4に位置し、東半部は調査区外にかかる。平面形は、不整な楕円形を呈するものと考えられる。長

軸85cm、 短軸45cln以上、深さ30cmを計る。断面形は舟底形を呈している。

〔SK28〕 B-15に位置し、SD03を切る。調査区外にかかるため平面形は不明である。長軸85cm以上、短軸40cm

以上、深さ30clnを 計る。断面形は逆台形を呈している。

(SK29〕 C-3に位置し、西半部は攪乱を受けている。平面形は、不整形を呈している。長軸150c14以上、短軸50

cm以上、深さ20cmを計る。断面形は逆台形を呈している。

〔SK30〕 C-16に位置し、SK-22を切られる。平面形は円形を呈するものと考えられる。長軸65cm以上、短軸

48cm、 深さ12clnを計る。断面形は舟底形を呈している。

〔SK31〕  C-16に位置し、P-99に切られる。平面形は楕円形を呈し、長軸75cm、 短軸45cm、 深さ26c14を 計る。

断面形は、逆台形を呈している。埋土や位置関係からP-99は、SK31の一部であつた可能性も考えられる。

〔SK32〕  C-16に位置し、西半部は調査区外にかかる。平面形は、円形を呈するものと考えられる。長軸50cm、

短軸26cm以上、深さ17cmを計る。断面形は逆台形を呈している。

〔SK33〕  C-16に位置し、西半部は調査区外にかかる。平面形は、円形を呈するものと考えられる。長軸70cm、

短軸28cm以上、深さ18cmを計る。断面形は逆台形を呈している。
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層位 土 色 上 性 備 考 層位 土 色 土 性 備

1層 10YR2/1黒  色 ンルト 25Y5/3黄褐色を小プロック状に混入炭化物粒を混入 1層 10YR5/2灰黄色 焼土が埋上上面に混入

2層 10YR2/1黒  色 ンルト 25Y5/3黄褐色とのプロック層

3層 10YR2/1黒  色 25Y5/2暗灰黄色とのプロック層酸化鉄斑混入 層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR7/2にぶい黄橙色 10YR6/3に ぶい黄橙色をプロック状に混入、酸化鉄粒子混入

層位 ■ 色 土 性 備 考 2層 10YR6/2灰黄色 砂Ωつけ 酸化鉄粒子混入

1層 10YR3/2婢盛atl ンルト SK16

2層 10YR3/4晴褐色 層位 土 色 上 性 備 考

3層 10YR5/4にぶい黄褐色 ンルト 炭化物がノロック状に混入 l層 25Y4/1黄灰色 25Y3/1灰自色を混入

SK4 2層 25Y3/2黒褐色 炭化物粒混入、マンガン斑混入

層位 土 色 土 性 備 SK24

1層 10YR3/2埠磁栂色 10Y節 /4にぶい黄褐色を殺伏に混入 層位 土 色 土 性 備 考

2層 10YR5/6鶏 (掘 りすぎ ?) 1層 10YR4/1褐灰色

層位 土 色 土 催 備 層位 上 色 土 性 備 考

1層 10Y贈 /1黒褐色 1層 10YR4/1褐灰包 25Y5/3黄掲色をノロック状に混入、炭化∽マンガン斑を混入

2層 10YR5/2灰黄色 10YR5/4にぶい黄褐色を斑状に混入 2層 10YR3/2黒褐色 炭化物粒混入

層位 土 色 土 性 備 層位 上 色 土 性 備 考

1層 10YR3/2黒禍色 ンルト 10Y郎 /4にぶい黄褐色を理伏に混入 1層 10YR3/2黒褐色 10Y烹 4/1禍灰色を斑状に混入、マンガン斑混入

2層 10YR3/2黒褐色 10YR5/4にぶい黄褐色をプロック状に混入 SK19

3層 10YR5/4にぶい黄褐色 10YR3/2累褐色を理伏に混入 層位 土 色 土 性 儒 考

SK8 1層 25Y3/2黒褐色 10YR5/3にぶい黄褐色を斑状に混入

層位 土 色 土 後 備 10YR3/1黒掲色 iOYR4/2灰黄褐色を斑状に混入、焼土ブロック混

1層 10YR2/2黒褐色 10YR4/3に よい黄褐色をプロック状に混入 7 5YR3/4暗褐色 焼上厄

2層 10YR4/3にぶい黄褐色 (掘 りすぎ ?) 10YR3/1黒褐色

10YR3/1黒褐色 炭化物、焼土ノロック混入

層位 土 色 土 性 備 25Y5/3黄褐色

1層 10Y囀 /3暗褐色 シルト 10YR5/4におい黄褐色をプロック状に混入 4b厄 25Y5/2暗灰黄色 溝の埋上の可能性 ?

2層 10YR3/3暗褐色 ①層 10YR3/2黒褐色 炭混入

3層 10Y郎 /4にぶい責褐色 10YR3/3暗褐色とのプロック層 ②層 iOYR3/1黒褐色 炭・焼土混入 }SK19を 切るピット埋上

SK13 ③層 iOYR3/1黒褐色 炭化物粒混入 |

層位 土 色 土 性 備 SK20

t層 10YR2/3黒褐色 シ,レ ト 10YR4/1褐灰色がプロック状に混入 層位 土 色 上 性 備 考

SKll 1層 iOYR3/1埠肇栂色 10YR5/4にぶい黄褐色を難伏に混入

層位 土 色 上 性 備 考

1層 10YR3/1黒褐色 10YR4/4褐色をプロック状に混入、炭化物粒子混入 層位 と 色 土 性 備 考

2層 10YR3/1黒褐色 シルト 10YR4/4裾 色とのプロック層 1層 10YR3/3踊筆栂a

SK12 ワ層 10YR4/3にぶい黄褐色 10YR5/4によい黄褐色斑状に混入

層位 土 色 土  性 備 SK26

1層 10YR3/2黒鵜色 層位 上 色 上 性 備 考

10YR2/2黒褐色 1層 10YR2/2黒褐色

10YR2/2黒褐色 ンタレト 10YR4/1褐灰色を斑状に混入、炭化物混入 2層 10YR3/2黒褐色 10YR5/4におい黄褐色をプロック状に混入。P4の埋と

10YR2/2黒褐色 ン,レ ト 10YR4/2灰黄色をノロック状に混入 SK27

3b雇 10YR3/1黒褐色 層位 土 色 土 性 備 考

1層 10YR3/3暗褐色 マンガン斑混入

層位 上 色 土  佐 備 2層 ユOYR3/2黒 褐色

[層 10YR4/4褐 色 25Y4/1黄灰色土とのアロック層 3層 10YR4/1褐灰色 酸化鋲斑、マンガン斑を混入

SK17 4層 iOYR3/3暗褐色 10YR5/4にぶい黄褐色をブロック状に混入

層位 土 色 土 性 備 SK28

1層 25Y4/1黄灰色 酸化鉄斑マンガン斑混入 層位 上 色 上 世 捕 考

2層 10YR5/1褐灰色 10YR5/4に ぶい黄禍色を斑状に混入 1層 10YR2/3黒褐色

2a厄 10YR3/2黒褐色

10YRつ /2黒 BB色 シルト

3層 10YR2/2黒褐色 10YR5/6黄褐色を穀伏に混入

4層 10YR3/1黒褐色 10YR5/6黄褐色をプロック状に混入

第14表 土坑埋土註記表 (1)



層位 土   色 上 性 備 層位 土   色 土 性 備 考

1層 10YR2/2黒褐色 I層 10YR3/3暗褐色 10YR3/1黒 褐色を斑状に混入

2層 25Y3/2黒褐色 砂質ンル トに近い 2層 10YR3/3暗褐色 10YR3/1黒 褐色をノロック状に混入

3層 10YR3/2黒褐色 10YR5/3に よい黄褐色を斑状に混入

層位 土   色 土 怪 備 考 SK33

1層 とOYR2/3黒 褐色 炭化物粒子若千混入 層位 上   色 土 建 傭 考

2層 10YR3/2黒褐色 炭化物粒子混入 1層 10YR5/4に ぶい黄褐色 10YR3/1黒 褐色 をノロック状に混入

3層 10YR2/2黒褐色 VR4/3に ぶ い昔褐角 ブ ロ ック状 に混入 2層 10YR5/4にぶい黄掲色 砂
`質

ラ,レト 10YR2/1黒 色を斑状に混入

炭化物粒子若干混入10YR6/ワ 灰黄褐色をノロック状に混入

とOYR6/4に ぶい黄褐色をノロック状に混入

10YR2/3黒 褐色ノロック状に混入

第15表 土坑埋土註記表 12)
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性格不明遺構

SXl・ 2 C-9に 位置し、SD03に切られる。検出時には、竪穴遺構 (S110)と して登録したが、遺構の重複とし
てとらえられたことから、SX01・ SX02と した。

[SX01]SX02を切り、SD03に切られる。平面形は隅丸方形を呈し、長軸120cm、 短軸100cm、 深さ42cmを計る。断

面形は、逆台形形を呈し、底部には凹凸が見られる。

[SX02]南半部をSD03、 SX01に切られ、西半部は調査区外にかかる。平面形は方形を基調とするものであると考

えられるが不明である。長軸140cm以上、短軸140cm以上、深さ50cmを計る。断面形は舟底形を呈し、 3つの段が付

き、緩やかに落ち込んでいる。

番号 地区・ 層位 種 男」 器  種 長さ(m) 幅 (m) 厚さ(m) 重さ(g) 特 徴 登録 写真

1 礫石器 磨石 71 Kd28 119-6

2 埋上上層 鉄製品 釘 5 27 片端欠損 N28 120-13

第130図 土坑・ ビット出土遺物 (1)
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(け ビット (第16～ 18表 )
ピットは、調査区のほぼ全面にわたって約180基検出されている。分布をみると、調査区北側 I区 と中央部に集中

する傾向がみられる。これらの中には、柱痕跡をもつものや柱列を構成するものもあるが、調査区が狭く全体の構

成等は不明である。詳細については集計表を参照されたい。

ピット埋上分類

A:10YR2/1黒色系 B:10YR2/2、 10YR2/3黒褐色 (黒色)系

C:10YR3/1、 10YR3/2黒褐色 (褐色)系  D:10YR3/3、 10YR3/4暗褐色系

E:10YR4/2、 10YR4/3、 10YR5/6、 10YR4/1、 10YR4/6責褐色系

(4)遺構外出土遺物 (第132図 )

遺構外の遺物としては基本層などから、土師器、須恵器、陶器、磁器、鉄製品、羽口、石製模造品などが出土し

ている。また、確認調査の際にも土師器などが出上している。そのうち、3点を図示した。また、SD03埋土から出

上した弥生土器 1点もここに図示した。1は、確認調査の際に出上した土師器邪である。2は、SD03出上の弥生土

番号 地区・ 層位 種別 器種 口径働) 底径価) 綿 lml 残存 外 面 内 面 備考 畿 写真

I SK18 須恵器 ロクロナデ、波状文 ロクロナデ

2 SK19 須恵器 ロクロナデ、沈線 (底 )回転ケズ リ ロクロナデ

3 SK26 須恵器 甕 ? ロクロナデ ロクロナデ 11

4 SK29 須恵器 (口唇 )沈線 (口 )波状文 (国 内)沈線

5 ピット118 土師器 邪 (底 )回転糸切 り→周縁ナデ D48

6 ビット117 土師器 不 (133)
口lll

酌 4
回転糸切 り ヘラミガキ、黒色処理 D51

番号 地区・ 層位 種 別 器  種 長さ(an) 幅 (Id) 厚さ(an) 重さ(g) 特 徴 登録 写真

7 M19埋」掘 鉄製品 釘 5 6 片端欠損 120-12

8 ピット1 礫石器 砥石 Kd31 119-7

9 ピット 古銭 渡来銭 元豊通宝 北宋 (1078) 120-6

ピット7 古銭 渡来銭 14 誤武通宝 明 (1368)

第131図 土坑・ ビット出土遺物 (2)



ピット血 位 置 平 面 形 長軸 X短軸 (cm) 深さ (cm) 埋  上 切 台 関 係 出 土 遺 物 備 考

l C-2 円   形 20× 20 91 2を切る C

2 C-2 楕 円 形 30× 20 1に切 られる C

3 C-2 方  形 40× 34 C

4 C-2 円   形 40X30 C

5 C-2 円   形 40× 40 57 5 C・ E

C-2 円  形 50× 44 S101を 切る CoE

7 C-2 円   形 40× 35 S卜 01を切る C・ E

C-2 円   形 18× 14 C S101を 切る C

C-2 円  形 52X48 S101を 切る C・ I

10 C-2 円   形 32× 32 27 3 C S101を 切る

11 C-2 円   形 20× 18 C S卜01を切る

C-2 方  形 56× 40 C C

円  形 36× 32 D S101を 切る C

C-2 円   形 24× 20 B S101を 切る C

C-2 方  形 50× 44 11 2 C S101を切る C

C-3 方   形 22X18 C C

C-4 円   形 24X18 C

C-4 円   形 40X34 C C

円   形 36× 32 B C

C-4 円   形 36X32 C

C-4 円  形 22× 20 E 柱痕跡有

C-4 円   形 24× 24 C C・ E。 鉄滓

C-4 方  形 20× 20 C

C-5 円   形 34× 30 C C

C-5 円   形 36X34 E C

C-5 方  形 34× 24 B

C-5 円  形 14× 14 C

C-5 円   形 20× 18 C

C-5 方   形 22X18

C-5 円   形 40× 34 22 1 C C

31 B-5 円  形 34× 24 C C

C-6 円  形 36× 30 CoE

C-7 円  形 38X34 C C

C-7 円   形 34× 34 58 0 C C・ E

C-7 円   形 20× 18 D C

C-7 円   形 24× 22 C

8-7 円  形 14× 12 D

C-8 円   形 36× 32 D C

C-8 方  形 20× 20 E

C-8 円   形 40× 36 C C

41 B-5 円   形 32× 26 C E

B-5 方  形 30× 20 22 9 C

B-5 円  形 34× 24

C-5 円  形 36X34 B C・ E

C-5 円  形 40× 24 C C・ E

C-6 円   形 36X34 C S102を 切る C・ E

C-6 円  形 50X(20) B S102を 切る C 調査区外にかかる

C-5 円   形 24× 24 D C

C-8 円   形 20X18 22 1 C C

C-9 円   形 30× 30 C C

C-9 円   形 24X20 C C

C-9 円   形 26× 22 C C・ E

C-9 円  形 48× 32 C CoE
C-9 方  形 22× 22 E C

C-9 円   形 18× 16 B

C-9 円   形 24× 22 D C・ E

C-9 円  形 24× 22. C C

C-9 円  形 40× 40 B C

C-9 円   形 30× 30 C C

C-9 円  形 18X14 C

C-9 円   形 44X34 D S卜04を切る C

C-9 円   形 30× 28 D S104を 切る

C-10 円   形 46× 44 C C・ E

C-10 円   形 C P63に切られる C

65 B-9 円  形 36X36 C S104を切る

66 B-10 円  形 40X(20) B S104を切る 調査区外にかかる

B-10 円  形 22X20 15 5 C P68を切る

B-10 円   形 22× 20 C P67に切られる

C-10 円   形 24× 22 42 8 S104を切る C

C-10 円  形 42X40 27 8 C・ E

71 C 方  形 22× 20 C

C 円  形 24× 22

C 橋 円 形 36× 20

C 円   形 32× 22

C 円  形 24X22 C

C 円  形 50× 44

77 円   形 50× 40 D P78に 切られる C

C 円  形 50× 42 P77を 切る C・ E

方   形 18× 14 E

第16表 ビット集計観察表 (1)



ピットNQ 位 置 平 面 形 長軸 X短軸 (cn) 深さ (cm) 埋  土 切 合 関 係 出 土 遺 物 備 考

C-12 円  形 30X30 121 D

C-12 円  形 18X16 C

C-12 円   形 24× 24 B

C-12 円   形 28× 25 B

B-12 円   形 30× (22) C C 調査区外にかかる

C-12 円  形 30× 22 28 2 B C

C-12 精 円 形 50X36 39 6 E C

C-12 円  形 37X30 E C,E
C-12 円   形 25× 21 25 3 C C・ E
C-12 円   形 20× 20 16 5 C

C-12 円   形 30× 23 D C

C-13 円  形 31X21 28 6 B S105を切る C

C-13 円  形 15× 15 13 5 C SK 10を切る D

C-13 円  形 22× 20 39 8 C C

C-13 円   形 43× 40 C C・ D
C-13 円   形 30× 27 C C

C-14 円   形 18X18 D C

C-14 円  形 45× 37 28 0 C SK 18を切 る C

C-14 円   形 43× 40 C SI-10を切る C

C-16 円   形 42× 40 C SD-03を 切る C

C-4 円   形 32× 22 32 8 D C・ 鉄津

C-4 楕 円 形 22X16 E

C-4 円   形 20X20 31 8 E P103を切る C

C-4 円   形 30× 24 23 3 E P102に切られる C・ 鉄滓

C-4 円   形 35× 35 B C・ E
C-4 円   形 14X12 C

C-16 円   形 35× 33 24 6 D C

B-16 円   形 45X37 61 3 D C

B-16 円   形 32X30 C C

B-15 円   形 40X30 36 8 C C

C-3 円   形 38X34 47 0 C S101を 切る C

ユ C-3 円   形 36X34 61 5 D S101を切る C

B-3 円   形 52× 50 50 9 D C・ E
3 C-5 円   形 29× 20 C 糖乱の底部

4 C-5 方  形 20× 15 C 乳の底部

5 C-5 円   形 35× 28 37 9 C 撹乱の底部 ・ 鉄津

C-3 円  形 46X44 54 6 D S101を切る C

円  形 C S102を切る C。 鉄滓

8 円   形 C S102を切る C・ D
9 C-5 円  形 11 C 指乱の底部

B-3 方  形 28× 26 45 9 D P121を切る C・ 鉄津

欠 番

B-7 円   形 C S103を 切る C 調査区外にかかる

B-7 円  形 40× (19) 34 0 C S103を切る C

B-7 円  形 26X20 55 0 C

C-3 円   形 42X30 28 8 D P l10に 切られる C

C-8 円   形 42X42 C C

C-8 円   形 30× (17) D 調査区外にかかる

C-9 円  形 30× 27 B S104を切る C

B-9 円  形 30× 26 D S104を切る E

C-8 円   形 17× 15 D S109を切る C

C-11 隅丸方形 60× 55 37 6 B SK-19に切られる C

C― H 隅丸方形 60X47 B P73に 切られる C

C-8 円  形 25× 20 C SD-08に 切られる C

C-7 円  形 30× 30 C SD 02を 切る C・ E
B-9 円  形 22× 17 C SK-12を切る

B-9 方  形 (29)× 27 257 C SK 12床面 C

C-13 円  形 29× 28 27 1 C C

C-12 円  形 60× 58 27 8 D C

C-13 円   形 50× 50 34 6 B SK 10と P140を切る C,E
B-13 円   形 40× 35 56 8 C CoE
B-13 円   形 30× (20) 27 5 C SK 10を切る C 調査区外にかかる

C-14 円   形 33X28 41 7 D SD-03を 切る C

C-16 円  形 53× 50 D SK-31を切る

C-4 円  形 13X13 21 0 C SD-01を 切る

C-4 円   形 32X25 65 4 C

B-3 円  形 30× 24 B SD-01を 切る C・ E
47 B-4 円  形 32X32 C

B-4 橋 円 形 32X24 50 5 B

B-4 不   明 18× 12 C SK 04と P41に切られる

B-14 不   明 30× (16) 40 0 D SK 18を切る 調査区外にかかる

C-4 方  形 42X42 37 3 B

152 C-3 円  形 30× 24 37 1 C P153を切る C・ D
C-3 僑 円 形 42X34 54 5 C P152に切られる

C-3 円   形 24× 20 C

C-3 橋 円 形 40X30 59 9 C C・ E
C-3 不整円形 36× 36 69 8 C C・ E

57 C-3 不整円形 44× 40 76 5 C 小濤を切る C・ E
C-3 不整円形 32× 20 25 2 C

第17表 ピット集計観察表 偉)



器の蓋で、弥生時代前期頃の可能性が考えられる。 3は、表土除去中に出土した羽日の破片である。端部に溶融し

た痕が見られる。

ピット誦 位 置 平 面 形 深さ (cm) 埋 土 切 合 関 係 出 土 遺 物 備 考

C-3 円   形 54× 34 C P lllに切らオιる C

160 B-13 楕 円 形 30× (25) SK-10を切る CoE
B-15 円   形 (15)X13 C SD-03を切る

162 B-15 円  形 15× 13 C SK-28を切る

C-16 円   形 23× (15)

C-16 円  形 30X25 29 2 C SD-03に 切られる C

B-15 ξ円 形 20X16 SD-03に 切 られる

B-15 円   形 30× 25 C

欠  番

C-2 円  形 27X25 S101を 切る

C-15 円  形 28X25 SK 26を切る

B-17 円  形 37X30 SD-12を 切る

欠  香

172 C-15 円   形 25× 22 C SD-03に 切 られる

欠  番

C-15 円  形 33X22 E

C-6 円  形 37X33 S102を切る

C-6 円  形 35X30 C S102を切る

C-5 円   形 25× 23 C S102を切る

B-2 円   形 S101を切る 調査区外にかかる

B-5 円   形 35× (20) 42 1 B 調査区外にかかる

C-6 円  形 15× 15 27 0 S卜 11を切る

D-6 楕 円 形 40)× 50 11 0 B 調査区外にかかる

第18表 ピット集計観察表 13)
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第132図 遺構外出土遺物

番号 地区・ 層位 種別 器種 日径lcml 底径(師 ) 残存 外 面 内 面 備考 登録 写真

1 試掘 土師器 邦 (137) (体 )ヘラケズリ C633

2 SD03埋 6層 弥生土器 蓋 ? 沈線 ミガキ

番号 地区・ 層位 種 男J 器  種 長さ(m) 幅 (mal) 厚さ(m) 重さ(g) 特 徴 登録 写真

3 表採 土製品 羽ロ 1059 端部溶融 N37 119-11

Ⅱ区 鉄製品 釘 7 7 両端欠損 N59 120-31

登無番号 地区・ 層位 分 類 長 IIm 幅n」a 厚Im 重 g 特 徴 図 写真 登録番号 地区・層位 分 類 長Iu 幅鰤 厚m 重 g 特 徴 図 写真

Kd i 円板A Kd10 SK14 白 玉

S101埋土中層 円 板 臼  玉

S101埋土上層 SD16埋上下層 臼  玉

自  玉 Kd18 SD16運土 剣形 B

Kd 5 円 板 Kd14 SD16埋上下層 剣形 A

S104理土上層 円 板 Kd15 SD16理土上層 臼 玉

S104理土上層 白 玉 石製品

SIl17埋土中―■e PIt 77埋 土 臼  玉

SK06 臼  玉 Kd18 C3グリッド 臼  玉

第19表 石製模造品集計表



察考V

1.出土遺物の検討

(1)第 30次調査

①古墳時代の上師器について

主に住居跡より上師器が出土している。調査区の関係から住居跡は全掘したものはなく、出土遺物については本

来の一括遺物のごく一部を示しているにすぎない。そこで、比較的出土量が多くなおかつ共通の雰囲気を持つ次の

遺構出上の遺物をピックアップし、おおまかな傾向性を示すにとどめたい。

まず、大きく二つのグループに分けることができる。

Aグループ :S132・ 14・ 26出土遺物

Bグループ :SI■・ 12・ 25出土遺物

Aと Bの違いは不で顕著である。Bはいわゆる有段丸底であり、内面が黒色処理される場合がある。Aは丸底、

凹み底が多い。また、Aは高不が多く含まれるが、Bには含まれない。両者を宮城県における土師器編年 (氏家 :

1957)に当てはめると、Aは南小泉式、Bは住社式にあたると考えられる。

Aグループの器種は、高邪、不、壷、甕、甑、蓋がある。高不は、郷部に段もしくは稜をもち、脚部が外反気味

に開く円錐台状のものと、脚上半が円筒形で、下半が開くものがある。邪は口縁部が内湾するもの、外反するもの

があり、底部は丸底、平底、凹み底がある。重は口縁部の厚い大型のものと、丸い胴をもち口縁部が長く直立気味

に外反する小型のものがある。甕は体部にふくらみを持つ。

宮城県内の南小泉式の変遷については、丹羽茂 (宮城県 :1983)、 カロ藤道男 (カロ藤 :1982)、 白鳥良一、古川―明

(白鳥 。古川 :1991)ら により検討されている。それらを参考に考えると、Aグループは南小泉式でも比較的古い

段階に位置づけられそうである。少なくとも、台ノ山 5号住居 (宮城県 :1980)の段階までは下らないものと考え

られる。

遺物の時期は、以下のように大まかに分けられると考えられる。

南小泉式期 :S12・ 6・ 7・ 9。 10・ 27・ 32・ 14・ 35・ 16・ 31・ 19・ 21・ 26

住社式期 :S130・ 8・ 5・ ■・ 12・ 25・ 13・ 15。 18

②須恵器の技法の認められる土師器について

S114、 15住居跡から出土した上師器奏の製作技法に須恵器の技法が認められる。S114出上の甕 (第45図 11)は、

体部下半にタタキ、上半には回転ハケメが認められる。色調は土師器のものである。S115出上の奏 (第50図 6)は、

外面にタタキが認められ、色調は黄橙色で土師器に近 く、黒斑がある。このように、土師器の色調の上器に須恵器

の技法の認められるものは、南小泉第 4次調査 (仙台市 :1982)でも指摘されている。

③平安時代の遺物

S117住居跡からはロクロ土師器、須恵器が出上しており、遺物の所属時期は平安時代と考えられる。須恵器不は、

底部の切り離しがヘラ切 りと回転糸切りがあり、切り離し後再調整がされるものもある。体部は直線的に立ち上が

り、底径/口径比が0.47～0.63で ある。このような特徴から、須恵器の時期は9世紀後半頃と考えられる。

④黒曜石石器

基本層、遺構などから黒曜石の石器が出土している。その出土状況は以下の表にまとめた(第20表)。 器種にはス

クレイパー、ピエス・エスキーユ、不定形石器がある。スクレイパーは刃部角が大きなものがある。剣片の中には、

両極剖離痕を持つものがある。石材は 2種類認められる。Aは黒っぽく、縞が見られ、爽雑物が混じる。Bはやや

茶色っぼく、透明感があり、交雑物がない。大多数がAであり、Bは微細な劉片 2点のみである。また、石器の中



には使用痕の見られるものがある。

古墳時代の遺跡から出土する黒曜石石器は、南小泉遺跡の他に岩切鴻ノ巣遺跡などにも例がある。これらは、北

海道から東北地方北半に分布する北大式に伴う黒曜石石器との関連が考えられている (佐藤 :1984)。

登録 器   種 石材 出 上 位 置 登録 器   種 石材 出 土 位 置

Ka l ス ク レ イ パ ー A S12ピ ット1 Ka55 剣 片 A S114士里土

Kall ス ク レ イ パ ー A S119床直 Ka56 劉 片 A S117遇監上

Ka12 ピエス・エスキーユ? A S120床直 Ka57 不 定 形 石 器 A S117床直

Ka29 ス ク レ イ パ ー A Ⅲ層 H層 Ka58 剣 片 (両 極 ) A S117週監上

Ka43 剖 片 A S15埋土 Ka59 剣 片 A S120埋土

Ka44 ピエス・エスキーユ A S15埋土 Ka60 剣 片 B S126床直

Ka45 ス ク レ イ パ ー A S16・ 7埋土 Ka61 剣 片 A S132埋土

Ka46 劉 片 A S113増陛上 Ka62 剣 片 A S132士里土

Ka47 不 定 形 石 器 A S114増監上 Ka63 釧 片 (両 極 ) A S132床直

Ka48 ピエス・エスキーユ A S115遇陛上 Ka64 劉 片 A SK38

Ka49 ピエス・エスキーユ A SK30 Ka65 剣 片 A SD 2埋土

Ka50 剣 片 A SD 2埋 3～ 5層 Ka66 石 核 A HttBoC 7～ 9H層下
Ka51 不 定 形 石 器 A I ttH層 天地返し Ka67 剥 片 B Ⅲ区H層

Ka52 剖 片 A S15ピ ット1 Ka68 剣 片 A 表採

Ka53 剣 片 A S110埋土 Ka69 剣 片 A S113幻十

Ka54 剣 片 A S113埋土

第20表 黒曜石の出土状況

(2)第 31次調査

①古墳時代の土師器について

今回の調査では主に住居跡から土師器が出土している。しかし、調査区が狭いため、住居跡の一部を掘りあげた

にとどまり、出土量も少ない。そのため、ここでは遺物の概略を述べるにとどめたい。

住居跡のうち、S103・ 09。 ■・ 04は遺構に伴う遺物が少量で特徴が少なく、積極的に所属時期を比定できない。

S102住居跡は、遺構に伴う遺物が平安時代のものと考えられる (後述)。 S105・ 07は床面出上の遺物が比較的多い

ので、検討してみたい。

S105・ 07か らは、郷・甕。蓋が出上している。邦は浅い丸底で回縁部が屈曲し内傾するものと、直立するものと、

やや外傾するものがある。調整は回縁部外面がヨヨナデ、体部外面がヘラケズリもしくはヘラミガキ、内面はナデ

調整される。器面に黒色の付着物のあるものもある(漆を付着させたとされている)。 胎土は黄褐色でほとんど砂粒

を含まず、粉つぱい印象を受ける。

甕は体部が長胴で、口縁部と体部の境に段を持ち、調整は口縁部がヨヨナデ、体部がナデかハケメである。S107

には小型の甕があり、口縁と体部との境は特になく、ナデ調整で、黒色付着物がある。

蓋はつまみがあり、裾が円錐状とこ広がる。

S105・ 07に類似する不は他の遺構の堆積土などからも多く出上している。これらは在地の上師器の製作技法と異

なるものであり、関東地方の上師器に関係を求められ、いわゆる「関東系土器」と呼ばれてきた。同様の上器は今

回の調査区の南に位置する南小泉22次調査で多く出上しており、報文中で詳しい分析がなされている (仙台市 :

1994)。 ここでは、SD3濤跡で共伴している須恵器より、これらの上器の年代観を 6世紀末葉から7世紀初頭として

いる。南小泉11次調査第46号濤跡では、 6世紀中葉の年代が考えられている (仙台市 :1984)。 また同様の上器は、

郡山遺跡24次調査 S1260よ り出土している(イ山台市 :1983)。 S1260は I期官行の遺構より古く、郡山遺跡の第 2段

階にあたり、 7世紀前半～中葉 (仙台市 :1986)と されている。また、藤田新田遺跡からも同様の不が出土してお

り、その年代を6世紀後葉から7世紀前半頃としている (宮城県 :1994)。

甕については、住社式から栗囲式の特徴を有している。また、蓋は栗遺跡に類例がある (仙台市 :1979。 1982)。



ここでは、遺構一括遺物のうちごく一部の資料ということから、土師器については東北地方の編年では住社式から

栗囲式にあたり、絶対年代を与えるとすれば、 6世紀後半から7世紀前半の間と、おおまかにとらえておきたい。

②平安時代の遺物について

S102住居跡では、床面検出の SKl土坑よリロクロ土師器、回転糸切り無調整の須恵器不、赤焼土器が出土してお

り、遺物の時期は平安時代と考えられる。須恵器は、底部切り離しが回転糸切りで、体部がやや丸みをもって立ち

上がり、底径/口径比が0.5と 0.46である。このような特徴から、須恵器の時期は9世紀後半頃と考えられる。

③銀冶遺構の出土遺物について

S101竪穴遺構からは、土師器不 (関東系)と 、須恵器不が出上している。須恵器不は、底部切り離しがヘラ切り

で、底径が大きく、底部と体部へ丸みをもって立ち上がるという特徴をもつ。不の時期は、8世紀頃と考えられる。

床面から出土した羽日の形状は、先端がやや細い漏斗状のものである。製作技法からみると、粘土紐を巻き上げた

痕跡がみられないことから、軸木に粘土を巻き付けて成形し、外面の調整は指によるオサエとナデにより仕上げら

れたものと思われる。福島県新地町武井地区製鉄遺跡群 (寺島 :1989)では、大量に出上した羽口について 形態・

調整技法からの分類を行なっている。そのなかで漏斗状で指ナデによるものは、共伴した土器から8世紀中頃～ 9

世紀前半の年代が考えられている。

遺構の時期については、出土遺物が少ないことから、奈良時代かそれ以降としておきたい。

2.検 出された遺構の検討

(1)第 30次調査

今回の調査で発見された遺構には、竪穴住居跡・竪穴遺構・掘立柱建物跡・墓墳・階段付地下式坑・土坑 。濤跡・

小濤状遺構などがあり、そのほかに中世の屋敷跡に伴う区画濤跡・掘立柱建物跡がある。ここではその中で主体と

なる遺構について概括的にふれてみたい。

①竪穴住居跡について

竪穴住居跡は28軒があるほか、竪穴遺構 7基がある。このうち出土遺物が少なく時期決定が難しいものもあるが、

前述したように各遺構の出土遺物の検討から次のような年代が考えられる。

南小泉式期 :S12・ (6・ 7)・ 9・ 10・ 27・ 32・ 14・ 35・ 16・ 31・ 19。 21・ 26

住社式期 :S130。 (8)・ 5・ 11・ 12・ 25・ 13・ 15・ 18

平 安 期 :S117                                 ※ ( )は竪穴遺構

古墳時代中期～後期の竪穴住居跡は21軒検出されたが、南側に隣接する第17次調査で検出された32軒を合わせる

と極めて高い密度を示している。未調査部分に予想される遺構の存在を考えると、南小泉遺跡のなかでこの時期の

中心となる集落の存在が考えられる。

21軒の竪穴住居跡はいずれも平面形は隅丸方形に近 く、主軸方向にはややばらつきがあるものの、真北方向を基

準として東西それぞれ20°の範囲内におさまっている。

改築を行なっている竪穴住居が 2軒認められた。S114は S135の西辺側を拡張し、床を上げている。S117も 若干

拡張を行なっているようである。

S102・ ■・ 12・ 26については、床面での焼土・炭化物 (材)の検出状況から焼失家屋である可能性が高い。

②屋敷跡について

SD01に よって区画された屋敷地内から、SB02・ 03と いう中枢的な建物が発見された。第17次調査の成果と合わ

せて、一辺半町規模の方形の屋敷跡の変遷がとらえられ、14世紀前半に一度廃絶した屋敷の区画濤の一部を、16世

紀前半に改修し屋敷地を拡張していることが考えられる。

これまでの南小泉遺跡での調査成果から、この地域での中世段階の屋敷・館跡の変遷がとらえられており、12世



紀末には、区画濤をもたない、建物跡 。井戸・土坑といった遺構組成からなる「屋敷」が成立している。その後、

13世紀中頃～14世紀後半には、今回確認された屋敷跡のような、ある程度の防御機能をもった濤によって区画され

る半町規模の方形を基調とする屋敷へと発展している。

この時期、第16次調査で確認されている屋敷跡 Bと今回の屋敷跡 (17次調査屋敷跡 E)が、時期的に並立してい

る可能性が考えられる。屋敷跡 Bは遺構の内容がはっきりしないが、北辺で60m前後の濤で区画され、後期には区

画濤が、上幅・深さともに拡張されている。出土遺物の量や内容から当地での最有力者層の屋敷と考えられるもの

で、並立を考えた場合、あるいは主従関係のような形があったことも想定される。

成立の遅い屋敷ほど区画濤の幅や深さが拡大し、概などの防御施設が増す傾向がみられるが、この屋敷跡 Bが14

世紀後半には、大規模な土塁と巨大な堀を巡らす城館へと発展した可能性が考えられている。この城館については、

国人領主クラスの存在が考えられ、「古城書上」など江戸時代の文献に記録のある「/Jヽ泉村、古城」との記載や、在

地の領主である国分氏との関係が考えられよう。

③墓壊群と階段付地下式坑について

斜行する階段状の施設をもつ土坑について、従来上倉跡や半地下式の貯蔵施設として報告されている遺構とは形

態的にも異なり、貯蔵施設とするには床面積も小さいことから、関東地方での類似した遺構の名称である「階段付

地下式坑」の語をもちいた。

地下式坑の用語について、中世の墓墳については「地下式墳」の語を用い、地下式上倉などを含めた総称として

は「地下式上坑」と整理すべきとの考えもある。一般的に、地下式坑は墓地に関係している場合が多いようであり、

その場合「地下式渡」の語が多く使われているが、今回はその機能について多様な様相が考えられることから「地

下式坑」の語を用いている。

今回検出された遺構は、16世紀前半に成立した屋敷跡内にあるが、その屋敷の中枢的な建物を切って構築されて

いることから、屋敷に伴う施設とは考えられない。その機能について、遺跡のなかでの他の遺構との関連を考えれ

ば、周辺にほぼ同時期のものと考えられる墓墳などが存在していることから、これらの墓墳と一体となった葬送に

関わる施設であった可能性が考えられる。

また、2基の階段付地下式元とその東に位置するSK23は 、ほぼ同じ方向を向いており、それぞれの間隔が約 2m

と一定していることから互いの存在を意識して構築されているようである。土坑とした SK23は、深さが約150c14と

井戸跡とするには浅いものの、他の上坑とは形状や規模がまったく別のものであり、形態的には井戸跡のような形

状を呈している。

今回の遺構が墓地に伴うもので、SK23の井戸跡としての可能性を考えた場合、斎藤 弘氏が 円ヒ関東地方では、

中世の墓地のなかで井戸と地下式坑が検出されることが多い (斎藤 :1996)。 」としていることは、遺構組成を考え

る上で注目される内容である。

斎藤氏は栃木県内の事例から、地下式坑について墓地や葬送儀礼に関わる機能を考えている。また、地下式坑の

構築方法について、北関東では地下室が浅 く、埋上の観察から露天掘りの可能性がある地下式坑が存在することを

指摘している。竪坑状に掘りこんだのちに渡し板でふたをして上を盛る、いわばオープカットエ法によるもので、

低地の微高地などで天丼を掘りのこすためのロームの厚さが確保できないための工夫と考えている。

今回検出された階段付地下式坑についても、堆積土には天丼部の崩落を示す痕跡は認められない。また、現地表

面から遺構検出面までは40～50cm程度で、後世の削平や表上の流失等によって天丼部が失われたとは考えにくいこ

とから、構築にあたってこの露天掘りのような工法がとられた可能性が考えられる。

地下式坑の研究は比較的新しく、中田 英。半田堅三の両氏が関東地方を中心に地下式坑を集成し、分布・立地・

機能 。時期について整理したことにはじまっている (中田 :1977・ 半田 :1979)。 地下式坑の定義については、「地



表面下に竪坑を掘り下げて入り回部とし、その底面から横に掘り拡げて本体である地下室を築いた遺構」 (中田 :

1977)で、近世のムロや江戸時代の地下室は除外されている。

半田氏は中田氏による地下式坑の分類をすすめて、斜坑に階段を有する地下式坑について「有段Ⅲ類」として分

類し、「竪坑底が主室底面より深 く、 1段以上の段差をもって地下室に至るもの」としている。地下式坑の機能につ

いては、「中世初頭に発生し一定の機能を持って展開し、中世末にその終末を迎える遺構」であり、「中世仏教を背

景に発生した墓地の内部で機能している施設の一つで、再葬のための第一次葬としての施設等も含め広い意味での

墓であろう。」と位置づけ、「地下式墳」の語を用いている。

その後小山裕之氏が、従来の地下式坑の形態概念とは異なる、入口部に竪坑の意識がなく、階段最下部から地下

室への段差の認められない斜行階段付きの地下式坑について、はじめて「階段付き地下式坑」と分類している。地

下式坑の定義についても、「地表面から地下に向かって何らかの入り回施設を設け、その底面から横方向に地下室を

築いた中世期の遺構」と広義にとらえている。形態的特徴としては、「単室の地下室を持ち、入口部が地表面から地

下室まで連続する階段で構成されるために入口部は斜道化する。」とし、入口部が長大化し、地下室も大型のものか

ら、入日部はあまり長大化せず、地下室も小型のものへという、規模縮小化の変遷を想定している (小山 :1995)。

機能については、形態的に恒常的出入りを意識したもので、地下室の専有面積も一定量の物品を貯蔵するには十分

であるとして貯蔵施設としての役割を考えている。

地下式坑の機能について、従来の「竪坑型」を分類した半田氏が墳墓説をとっているのに対し、小山氏は「階段

付き」について貯蔵施設と考えていることは、地下式坑のなかで形態差によってその機能に多様性がある可能性を

示している。しかし、ともにこうした地下式坑の時期については、中世から近世の所産と考えている。

今回検出された遺構は、小山氏によって分類されたものに比べて地下室の規模が小型ではあるものの、形態的に

は「階段付き」地下式坑の概念に含まれるものと考えられる。

機台ヒ的には前述のように、貯蔵施設とするには床面積がともに0。 7m2程度であることからも考えにくく、周辺に墓

墳群がある事からも、いわゆる葬送に関わる施設であった可能性が高い。階段を付けるという行為は、恒常的では

ないにせよある程度再びこの遺構を利用することを想定したものといえ、その意味では、改葬のような行為を前提

とした施設であった可能性が考えられる。

階段付地下式坑の作られた時期については出土遺物がなくはっきりしないが、16世紀前半の屋敷の建物を切って

構築されており、この時期を大きく下らないものと考えられる。墓墳からは、無文銭 1枚と渡来銭 (北宋銭)5枚
による六道銭が出上している。この無文銭は、銭径に対する孔径が大きいもので厚さも薄く、このような特徴は無

文銭のなかでも新しい要素とされている。また、六道銭の銭数が 6枚に定着するのは中世未と考えられていること

からも階段付地下式坑とほぼ同時期の遺構と考えられる。

関東地方では、こうした地下式坑は14世紀後半～16世紀中頃のものとされているが、今回検出された階段付地下

式坑と墓墳の時期については16～ 17世紀初頭としておきたい。今後県内での類例の増加をまって、関東地方の「竪

坑型」。「階段付き」地下式坑との比較・検討を行なったうえで遺構の性格・時期を考える必要があろう。

(2)第 31次調査

今回の調査で発見された遺構には、竪穴住居跡・竪穴遺構・鍛冶関連遺構・土坑・濤跡・小濤状遺構などがある。

ここではその中で竪穴住居跡について概括的にぶれてみたい。

①竪穴住居跡について

竪穴住居跡は 7軒があるほか、竪穴遺構 1基がある。このうち出土遺跡が少なく時期決定が難しいものもあるが、

前述したように各遺構の出土遺物の検討から次のような年代が考えられる。

栗囲式期 :S105・ 07



平安期  :S102

南小泉遺跡周辺の名取川下流域では、第 11・ 22次調査地点や、藤田新田遺跡、郡山遺跡などで、いわゆる「関東

系土器」が出土している。特に今回の調査区の南東側で行われた第22次調査では、幅7mの大濤で居住域を区画する

集落が発見されている。この集落は大濤の西方へと展開しているが、居住域の拡がりについては不明である。報告

者は、関東系土器の背景として関東方面からの人の移住を伴う居住形態と、広瀬川を挟んで対岸に位置している郡

山遺跡との関連性を考えている。大濤を伴う集落の機能が、郡山遺跡 I期官衝の成立する時期に終わつていること

から、その初期に重要な役割を果たした集落に位置付けられる可能性を指摘している (斎野 :1994)。

南小泉遺跡では遺跡範囲の広さも関わって、時期的に中心となる地点の違いが認められている。今のところ関東

系土器が出上しているのは遺跡南西部での調査にとどまっている。南小泉遺跡と郡山遺跡の関連性については、こ

れまであまり調査が行われてこなかった遺跡南西部の調査が進み様相が明らかになるなかで、時期差を含めた検討

をしていく必要があろう。

Ⅵ ま と め
今回の調査は、宅地造成工事 (第30次 )、 集合住宅建築工事 (第31次)に伴う調査として行なわれた。第30次調査

区は遺跡内のほば中心に位置し、第31次調査区は西端に位置している。今回の調査で以下のことが明らかとなった。

第 30次調査

1.弥生時代の遺構は検出されなかったが、これまでの調査と同じく桝形囲式を主体とする土器が出上している。

2.古墳時代の遺構としては、竪穴住居跡27軒があるほか、竪穴遺構 7基がある。このうち出土遺物の検討から、

南小泉式期の住居跡13軒、住社式期の住居跡 8軒が確認された。

南側に隣接する第17次調査でも、中期から後期の住居跡が32軒検出されており、遺跡内でも極めて高い密度を

示していることから、この時期の中心となる集落の存在が考えられる。

注目される遺物としては、北海道から東北地方北半に分布する北大式に伴うとされる黒曜石石器がある。仙台

市内では、南小泉遺跡の他に岩切鴻ノ巣遺跡などに出土例がある。

3.奈良・平安時代の遺構 。遺物はこれまでの調査でも希薄であり、今回の調査でもその傾向は変わらなかった。

平安時代の住居跡は 1軒があるだけで、出上した須恵器の時期は9世紀後半頃と考えられる。

4.中世の遺構としては、屋敷を区画する濤跡とその中枢的な建物跡が検出された。第17次調査の成果と合わせる

と、一辺半町規模の濤によって区画された方形の屋敷跡の変遷が確認された。

5.屋敷跡以外の中世の遺構として、墓娠群 と階段付地下式元がある。墓墳群は14世紀段階の墓墳群Aと、16世紀

段階の墓墳群 Bの 2時期に分けられる。 2基の階段付地下式坑は、形態や規模が一致していることから、ほぼ同

時期に構築されたもので、墓墳群Bに伴う葬送に関わる施設であったと考えられる。県内ではこれまで階段付地

下式坑については類例がなく、今回が初めての検出例となった。関東地方では、こうした階段付地下式坑は14世

紀後半～16世紀中頃のものとされている。今後県内での類例の増加をまって、他地域の地下式坑との比較・検討

を行なって遺構の性格を考える必要があろう。

6.屋敷跡と墓墳群との関係については、14世紀前半に屋敷が廃絶した後に墓地が作られ、その後16世紀前半に再

び屋敷地として利用されたのち、廃絶後に再び墓地として利用された変遷が考えられる。

第 31次調査

1.古墳時代の遺構としては、竪穴住居跡 5軒があるほか、竪穴遺構 2基がある。このうち出土遺物の検討から栗

囲式期の住居跡 2軒が確認された。

注目される遺物としては、いわゆる「関東系土器」が出上している。今回の調査区の南東側で行なわれた第22



次調査では、関東系土器をもつ集落跡の調査から、広瀬川を挟んで対岸に位置している郡山遺跡との関連性が考

えられている。南小泉遺跡と郡山遺跡の関連性については、これまであまり調査が行なわれてこなかった遺跡南

西部の調査が進み様相が明らかになるなかで、時期差を含めた検討をしていく必要があろう。

2.平安時代の遺構としては竪穴住居跡 1軒があるほか、鍛治関連遺構がある。竪穴遺構 1基 と土坑 4基・ピット

10基が検出され、土坑・ ピットは建物跡となる可能性がある。主な出土遺物としては、羽口。鉄製品 。小鉄片・

鉄津・鉱滓等があるほか、土坑やピットの埋土から粒状津 (湯玉)な ども出土している。
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ぶ りが な

所収遺跡名

ふ りが な

所 在 地

コ ー ド
耳ヒ  漁皐 東 経 調査期間 調査面積∬ 調査原因

市 町 村 遺跡番号

南小泉遺跡

第30次調査

魚燃民嘘 氏
若林区遠見塚

一丁目242-4他

041009 01021 38° 14ア 10〃 140° 54ア 50〃

1996  5  7

∫

1996. 9.13

宅地造成工

事に伴う事

前調査

南小泉遺跡

第31次調査
墓糊 曜
四丁目27-1他

041009 38° 14′  5〃 140° 54′20〃

1996  9 17

;

1996 11 14

集合住宅建

設工事に伴

う事前調査

所収遺跡名 種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

南小泉遺跡

第30次調査
集落跡 古墳時代

古墳時代中期の集落跡

中世の屋敷跡 。中世墓

土師器

石製品

器石聖命
　
口ｍ

恵

製

須

土

階段付地下式坑 2基

黒曜石石器出土

南小泉遺跡

第31次調査
集落跡 古墳時代

古墳時代後期の集落跡

鍛冶関連遺構
土師器・須恵器・石器 関東系土師器出土
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